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泰野市の水田で発見されたタウナギ

伊藤恵美・永田幸志・小田慶磨

Megumi Ito, Koji Nagata and Yoshima Oda: 

A swamp-eel found in Hadano City 

はじめに

タウナギMonopterusalbusは，タウナギ目タウナ

ギ科タウナギ属に分類される，ウナギ型の細長い魚

類である。移入種とされており（中坊， 2000），関東

以南の本州と沖縄が分布の範囲とされるが，生息の

確認は少ない（川那部・水野編， 1989）。環境省レッ

ドデータリストでは，絶滅のおそれのある地域個体群

のカテゴリーに，また沖京臨早版レッドデータブックにお

いては危急種のカテゴリ ーに分類されており，沖縄

島での最近の調査でも，まれに発見される程度とい

われている（沖縄県文化環境部自然保護課，2000）。

発見の経緯

2001年7月22日，採取者が秦野市鶴巻石原田に

ある本人所有の水田の見回りに行ったところ，水田の

側溝で発見した。

2001年9月15日，本個体のいた水田の稲刈りを行っ

た際，土の中から20cmilど頭を出し，土の中に潜っ

ている状態でふたたび発見するに至った。捕獲してみ

たがすでに死んでいたためクーラーボックスにいれ

て保存し， 2001年9月17日に秦野市役所環境保全

課を通してセンターに連絡をいただいた。

形態と同定

種を同定するにあたっては，中坊（2000）にしたがっ

た。すなわち，体表面には鱗がなく，粘液に被われ

ること，胸鰭と腹鰭はないこと，背鰭と啓鰭に鰭条は

なく，鰭摺となっていること（図I），そして，左右の
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間孔は合してひとつになり，腹面に開孔する（図2)

ということから，本種をタウナギと同定した。個体

の全長は90cmで、あった。

なお，本個体の標本は神奈川県立生命の星・地球

博物館に寄贈した （標本番号： I守 M-NI8716）。

おわりに

本県における分布を調べてみたところ，神奈川県

レッドデータ生物調査団（1995），神奈川県水産総合研

究所内水面試験場（1998），また勝目ほか（1998），勝目・

安藤（2000）の文献からもタウナギの報告は確認され

なかった。したがって，本稿が神奈川県では初めての

正式な記録となると思われるが，秦野市に昔より在住

している農家の人から話を伺うと，40年ほと、前には水

田に多くのタウナギが見られたとのことであった。

近県においては，静岡県で1981年に浜名湖西岸の

笹子川脇の水田の小溝中より見つかった記録が報告

されている（坂井， 1982）。

謝辞

本稿をすすめるにあたって，神奈川県水産総合研究

所内水面試験場の勝目尚之主任研究員には，種の

同定についてご教示いただき，大変お世話になりまし

た。ここに謹んで深謝し3たします。

また，情報および個体を提供してくださった，採取

者である成幸工業の沼田常吉氏，現地までご同行くだ

さった秦野市役所大津操氏にも感謝の意を表します。



図2 腹面に開孔する鰐、干しの様子．

文献

沖縄県文化環境部自然保護課， 2000. レッドデータフック種タウ

ナギ（危急種） [online] ［ヲ｜用：2002－ト1OJ. Available for 

2 

Internet:( http://www.pref.okinawa.jp/okinawa kankyo/rdb/ 

sp_data/j四0I 032.html> 

神奈川県水産総合研究所内水面試験場， 1998.平成9年度相

模川水系魚類生息状況調査報告書．

神奈川レッドデータ生物調査団， 1995.神奈川県レッドデータ生物

調査報告書，神奈川県立博物館調査研究報告自然科学7

川那部浩哉・水野信彦編，1989.日本の淡水魚， p.676.山と

渓谷社，東京．

坂井隆彦， 1982.静岡県の淡水魚類静岡県の自然環境シリー

ズー， p.83.第一法規出版株式会社，東京

勝邑尚之 安藤隆， 2000.神奈川県の稀少淡水魚生息状況－II

（平成9～ 10年度），神奈川県水産総合研究所研究報告， 5

勝目尚之・安藤隆・ 戸田久仁夫， 1998.神奈川県の稀少淡水

魚生息状況ーI （平成6～8年度），神奈川県水産総合研

究所研究報告，3.

中坊徹次， 2000.タウナギ科．中坊徹次編．日本産魚類検索，

第二版， I. p. 51 l東海大学出版会，東京．

（神奈川県自然環境保全センター）



神奈川自然、誌資料（23):3-4, Mar. 2002 

横浜市侍従川におけるオオクチユゴイの出現

工藤孝浩・瀬能宏

Takahiro Kudo and Hiroshi Senou: Occurrence of jungle perch or rock flagtail, 

Kuhlia rupθstris (Perciformes: Kuhliidae) at Ji ju River, the south part of Yokohama City 

採集地点

本種が採集された侍従川は，横浜市南部の金沢区

内に水源を発し同区内の平潟湾に注ぐ流程約3kmの

2級河川である。両岸は全てコンク リート護岸が施さ

れ，一部3面張りの区間もあり，

生活排水の流入もみられる典型

的な都市小河川である。

採集地点は，河口からl.4km

遡った感潮域の上部で （図1)' 

河川形態はBe型（宮地ほか，

1981）。河床は泥分を含む砂

で，水深は干満によって変動

し，干潮時の流心で20～ 80

cm。河道幅は約 12111で，干潮

時には両岸に小規模な干潟が

出現し，満潮時には両岸の護

岸に水面が接する （図2）。1998

年6月から 2000年11月まで延 図1 採集地点と平潟湾流域の概要．

はじめに

オオクチユゴイ Kuhliarupestris (Laceped巴，1802)

は，東アフリカからサモア，カロリン諸島までのイ

ンド 太平洋域の熱帯域に広く分布するスズキ目ユ

ゴイ科の淡水魚で（Myers,1999），圏内では高知県以

南から記録されているが（高橋・瀬能，1995），沖縄

島以北では比較的少ないとされている（瀬能， 1989）。

近年まで神奈川県における材重の出現記録はなかっ

たが， 1998～2000年にかけて筆者らが行った横浜市

平潟湾流域の魚類相調査において（工藤ほか，

2002），平潟湾への流入河川である侍従川からl標本

が採集された。本種は1999年に相模川と酒匂川でも

採集されているが（蓑宮ほか， 2002），侍従川におけ

る出現は東京湾流入河川からの本属魚類の初記録と

なるのでここに報告する。

稿を進めるにあたり，有益な情報を提供いただいた

西日本科学研究所の岡慎一郎氏に対して謹んで感

謝の意を表する。

採集の状況

：；；；：；；：民主二
山林・：：

べ30回の調査で観測された表層水滴と塩分は，それ

ぞれ9.1・31.4℃， 3.4-22.0psuの聞で変動した。

採集状況

2000年 JO月25日，干潮2時間前の午前8時に，

ひき網 （図2：袋網 ：開口部の111§！；と高さ2×lm，深

さI.Sm，目合 1mm；袖網 ：片側4.5mづっ，目合

約2mm）を2人l組で徒歩で上流へ約50m曳網し

た。採集時の水深は40cmで，水温は表層 18.7°C,

底層 19.4℃，塩分は表層 10.4psu，底層 19.5psuで

あった。採集された魚類は現場で10%ホルマリ ンに

より固定され，後日実験室内で種の同定と個体数の

計数 ・測定等が行われた。

当日は2曳網で，本種l個体のほか，チチブ Tri・

dentiger obscurus 59個体，アシシロハゼAcantho-

gobius lactipes 3 7個体，スジハゼベcentrogobius

pflaumi 4個イ本， トウゴロウイワシ Hypoαtherina

valenciennei 2個体，コトヒキ Teraponjarbua 1個

体が採集された。本種の標本は神奈川県立生命の

星・地球博物館魚類資料（KPM-NI)として登録・

保管された。

標本について

ロM-NI8276，標準体長23.7mm （図3）。 背鰭 10
耕一11軟条，瞥鰭3赫 11軟条，胸鰭 14軟条，腹

鰭l赫5軟条，側線有孔鱗数42。

侍従川
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・
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図2 採集地点におけるひき網採集．

図3 オオクチユゴイ Kuh/iarupestris, （口MNI 8276, 23.7mm 

SL, Jiju River, Yokohama City, Oct. 25, 2000, Photo by T. Kudo) 

10%ホルマリン固定後の体色は淡褐色を帯びた乳

白色で，吻から頭部は暗褐色。体側にはほぼ一様に

黒色素胞が分布するが，斑紋は未形成c各鰭は透明

で，尾鰭両葉中央部と基底，背鰭の赫部鰭膜と軟条

部中央に黒斑がみられる。これら黒斑のうち，尾鰭上

葉と背鰭軟条部のものが最も濃い。

吾. .c,恥 吾主主
日間 日我

本標本の体長では，同属のユゴイ k marginata 

(Cuvier, 1829）と形態的に類似するが，林（2000）に

基づき，尾鰭黒斑の出現状況と側線有孔鱗数が42で

あること（オオクチユゴイ：41-44；ユゴイ：48-53）か

らオオクチユゴイに同定された。啓鰭軟条数は11で，

11-12とされるユゴイのレンジに入るが（オオクチユゴ

イは9-10），個体変異とみなした。

ただし，林（2000）が検索のキーとした側線有孔鱗

数の範囲は両種で重複し，啓鰭軟条数が最も安定し

た標徴である可能性が高いとの指摘がある（岡氏私

信）。側線有孔鱗数と啓鰭軟条数の問題は，ユゴイ

を含め多地域からの多くの標本に基づき検討する必要

カfある。

オオクチユゴイの標本に基づく北限記録は，近年ま

で高知県須崎市の灰方川であった（高橋.i頼能，

1995）。一方ユゴイは，三浦半島南西部の小網代湾

に注ぐ小河川や（林 ・長峯， 1981），房総半島南端

の小河川（長峯， 1985）から記録があり，オオクチ

ユゴイはユゴイに比較して分布が南偏する傾向があ

る。ところが， 1999年に相模川と酒匂J11 （蓑宮ほか，

2002), 2000年に侍従川 （本報告）と，近年になっ
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てオオクチユゴイの県内からの発見が相次いだ。

オオクチユゴイの産卵は様々な塩分下における精

子活性の検討から河川を下った海域で行われると推定

されている（Hogan& Nicholson, 1987）。ユゴイにつ

いても証拠の明示を欠いたまま降河田遊f急であると述
べられる場合が多かったが（例えばMcDowall,

1988），オオクチユゴイと同様な手法から産卵場が海

域であると推定された（Oka& Tachihara, 2001）。従っ

て，本県で採集された両種は海中生活期に黒潮に

よって南方から移送された後，河川に遡上したものと

考えられる。

1999,2000年はともに黒潮系の暖水が本県沿岸に

波及する頻度が高く，1、目模湾の水温は平年より高めで
推移し（山田・工藤， 2000, 2001），黒潮によって

移送されてきた仔稚魚、が接岸しやすい海況であった。

こうした条件下でオオクチユゴイのみが出現したことは

興味深く，今後の情報蓄積が待たれる。なお，両種

は温帯域で再生産するとは考えられず，いわゆる死

滅回遊であると解釈するのが妥当であろう。
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相模川および酒匂川で確認された魚類ーI

－初記録種について一

蓑宮敦・勝目尚之・ 瀬能宏

Atsushi Minomiya, Naoyuki Suguro and Hiroshi Senou: 

New records of fishes collected from Sagami River and Sakawa River一I

はじめに

神奈川県水産総合研究所内水面試験場（以後「試

験場J）では， 相模川水系の魚類の生息状況を明ら
かにするため，1993年から継続的に魚類調査を実施

している（神奈川県淡水魚増殖試験場，1994,1995, 

神奈川県水産総合研究所内水面試験場，1996,

1997, 1998, 1999）。また，神奈川県内の希少淡水

魚の生息状況を把握するため，県内の15水系におい

て1994年から魚類調査を実施している（勝呂ほか，

1998，勝呂 ・安藤， 2000）。

今回は相模川および酒匂川において，これまでに試

験場が実施した調査および他者の調査 （工藤，

1984，浜口・長峯， 1987，神奈川県内広域水道企

業団， 1993）で確認されず， 1999～2000年の調査

で初めて確認された5種の魚類について報告する。

調査方法

魚類の採集は，投網，電気ショッカー（スミス・ルー

ト社製 12型），手網（径0.5m）により行った。投網

による採集は， 3種の目合い （7節， 16節， 26節）

を水深等の条件により使い分けた。岸辺の植物の聞

や大石が積み重なっている場所や，流速があって投

網を使用できない早瀬の採集には，電気シヨツカーと

手綱を使用した。併せて，採集時に水温と塩分を水

質チェッカ－U-10（堀場製作所）で測定した。

標本は，神奈川県立生命の星・地球博物館魚類資

料 （ロ M-NI）として登録・保管された。

調査結果

1999～2000年の調査で初めて確認された各魚種の

採集年月日，採集地点の状況および採集方法，採集

個体数，体長（SL），とともに神奈川県および近県（静

岡，東京，千葉）での確認記録等を記載する。なお，

科の配列と各種の学名および和名は，中坊編（1993)

lこ従った。
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Cyprinidae コイ手ヰ

Zacco temminckii カワムツ B型

（図1)

KPM-NI 8726: SL: 90 (72）剛， LL:47, A: iii+lO, 

KPM-NI 8727: SL: 79 (64）凹，LL:51, A: iii十10

相模川の小倉橋上流で 2000年3月30日に電気

ショッカーにより2個体を採集した。採集地点は，相

模川の本川部から離れた右岸の溜まりで，上流にあ

る城山ダ、ムが放流を行ったときのみ本川とつながる場

所である。採集時の水温は10℃，塩分0%であった。

標本の個体は婚姻色を調べるため2000年10月26日

まで飼育したものである （括弧内の数値は採集時の

SLを示す）。

神奈川県では1996年8月8日に相模川水系秋山川

で，当試験場の調査により採集されたが（勝目ほか，

1998），後にこの個体は，側線鱗数および尻鰭条数

からA型と同定した（勝目未発表）。

静岡県ではいずれも両型分離前であるが，狩野川

（板井， 1982；金川， 1988），青野川 （板井， 1985),

伊東松川， 瀬戸川，栃山川， 大井川， 新野川， 菊

川， 太田川， 天竜川， 花川，日比沢！｜｜（板井， 1982)

での言己主主カfある。

東京都では1998年に多摩川水系（多摩川本流，平

井川，秋川，谷地川， 残堀川， 程久保川）で投網，

手網により採集されている（東京都環境保全局水質

保全部，2000）。

千葉県では印膳沼での確認記録がある （谷城，

1985）。

K叶uiidae ユゴイ科

Kuhlia rupestris オオクチユゴイ

（図2)

KPM-NI 8724: SL: 21 mm, A: ill, 10 （相模）｜｜），

ロ M-NI8722: SL: 20 mm, A: ill, 10（酒匂川）, KPM-

NI 8723: SL: 20 mm, A: ill, 10 （酒匂川）



図1 カワムツ B型Zaccotemminckii. 

図2.オオクチユゴイ Kuhliarupestris. 

図3 イトヒキサギGerresfilamentosus. 

相模川では， 1999年7月23日に寒川取水堰の舟通

しデニール型魚道内で手網により l個体を採集した。

採集時の水温は， 24.3℃，塩分0%であった。

酒匂川では1999年10月19日に河口に近い運動公

園前床止直下の右岸寄りの深みで，電気ショッカー

により 2個体を採集した。採集時ーの水温は 16.3℃，

塩分0%であった。

神奈川県では， 2000年10月25日に横浜市金沢区

侍従川で曳き網により l個体 （SL:23.7 mm）が採集

されている （工藤・瀬能，2002）。

Gerreidae クロサギ科

Gerres filαmentosus イトヒキサギ

（図3)

KPM-NI 8721: SL: 37 mm, LLp: 45, TRa: 7 
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図4 ナンヨウボラMoolgardaperusu. 

図5.ツノてメコノシロPolydactylusplebents. 

相模川の河口から約 1800m上流にある， JR東海

道本線鉄橋の右岸側の橋脚付近で， 1999年10月25

日に投網により l個体を採集した。採集時の水温は

19.5℃，塩分 1.26%であった。

本種はこれまで，神奈川県，静岡県，東京都，千

葉県での確認記録がない。主要な分布は南日本の太

平洋岸で，国外ではインド洋・西太平洋域とされる（中

坊編，l993）。

Mugilidae ボラ科

Moolgarda perusii ナンヨウボラ

（図4)

KPM-NI 8717: 44mm, KPM-NI 8718: 44 mm, KPM-

NI8719:42阻

相模川の湘南銀河大橋から約 1,200m下流，河口

との中間にある長さ約300m，幅約50mの中洲の右

岸側には干潮時にワンド状になる水域があり， 1999

年11月10日に投網により，セスジボラ 17個体 （SL:

67-49 mm）とともに，3個体を採集した。採集時の水

温は 18.2℃，塩分0.17%であった。

神奈川県では， 1993年9月19日に金沢区野島町

の野島水路で投網により採集されている（工藤ほか，

1996，工藤 ・中村・， 1999）。

東京湾では東京都下の沿岸浅所で行われた小型地

曳網調査で， 1986～ 1998年にかけて複数回の記録

がある （東京都環境保全局水質保全部， 2000)0



静岡県では， 1984年11月10日に菊川で採集され

ている （金川， 1988）。

Polynemidae ツノfメコノ シロ手ヰ

Polydactylus plebeius ツパ、メコノシロ

（図5)

KPM-NI8720: SL: 150凹

相模川の湘南大橋上流左岸寄りで1999年11月10

日に投網により l個体を採集した。採集時の水温は

16.4℃， 塩分0.97%であった。

神奈川県では，1991年6月25日に京急油壷マリン

パーク下および1991年10月15日に城ヶ島 （工藤ほ

か， 1992),1990年 10月23日および11月 14日に

毘沙門定置網 （山田， 1991），二宮町地先五ッ浦定

置網 （林 ・西ill,1980），葉山海岸（林・伊藤，1974b),

天神島 （林，1982）等の確認記録がある。

千葉県では，1992年 10月7日に館山市相浜の定

置網（望月ほか， 1999），館山湾南部 （林 ・伊藤，

1974a）で確認記録がある。

おわりに

本報告を作成するに当たり ，調査における魚類等

の採集にご協力いただいた，相模）｜｜漁業協同組合連

合会の皆様， 資料収集にご協力いただいた，神奈川

県水産総合研究所の工藤孝浩氏，株式会社環境科学

研究所の荒尾一樹氏，調査全般にわたりご協力いた

だいた，当時日本大学水産増養殖学研究室の学生で

あった山口秀夫氏，神奈川県水産総合研究所内水面

試験場の職員の皆様に深く感謝申し上げる。
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神奈川自然誌資料（23):9-11, Mar. 2002 

三崎魚市場に水揚げされた魚類・ XI 

山田和彦・工藤孝浩

Kazuhiko Yamada and Takahiro Kudo: 

Landing Fishes of Misaki Fish Market, from Sagami Bay, XI 

はじめに

筆者らは相模湾の魚類相を明らかにするために，

三崎魚市場において周辺海域の漁獲物調査を継続し

ている。これまでに545種を記録したが （山田・工

藤， 2001），新たに記録された4種と，興味深い3標

本について報告する。

調査方法

三崎魚市場に水揚げされる魚類のうち，相模湾で採

集されたものについて，種類，採集場所，採集方法

を記録した。調査期間は2000年JO月から 2001年9

月までの 1年間である。1ヶ月平均5回，合計62回

の調査を行った。ここでいう相模湾とは，伊豆半島石

廊崎と房総半島洲崎を結んだ線以北のうち，観音崎

富津岬以北の東京湾を除く海域である。採集場所

の名称を図lに示す。標本として採集した魚は，新鮮

なうちに写真撮影したのち10%フォルマリンで固定し

た。標本は横須賀市自然 ・人文博物館に魚類資料

何CM-P）として登録し保存した。

海況について

調査期間中の相模湾付近における海況は，概略次

のとおりで、あった。

2000年6月に遠州灘沖合から伊豆諸島南部海域に

発生した冷水域が調査期間中を通じて存続し，黒潮

はその南側を迂回して房総半島沖合を北上するパター

ンが持続した。しかし， 12,5, 8月には一時的な冷

水域縮小に伴い，黒潮が伊豆諸島沿いを北上して相

模湾に接近した。

相模湾周辺の水温は，基本的に黒潮流軸が離岸し

ていたにもかかわらず，しばしば蛇行北上部から暖水

が波及したため4,5月を除いて平年並みから高めで

推移した。特にl月下旬にあった強い暖水波及で、は三

崎の水温が平年より4℃以上も高くなり，相模湾に急

潮が発生して定置網に甚大な被害をもたらした。
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図1 採集地および周辺海域の水深．

調査結果

新たに記録された魚類について，通し番号，和名，

学名，図版番号， 採集年月日，採集場所および採集

方法，体長（SL），登録番号，分布記録などの順に

記載した。和名，学名および一般的な分布記録は中

坊編（2000）に従った。

546.テリエピス Sargocentronittodai （図2-1)

2000年 10月l日，藤沢定置網， SL;175 mm, 

YCM-P31890 

南日本から，インド・太平洋の温暖海域に分布す

る。相模湾では田ノ浦湾（東ほか， 1989）から記録

があるが，比較的稀である。

547.ウミヒゴイ属の一種Parupeneussp. （図2・2)

2000年 11月8日， 藤沢定置網，SL;200 mm, 

YCM-P39715 

神田ほか（1998）によってウミヒゴイ属の未記載種と

され，中坊 （200lb）に図示されたものと同種と思わ

れる。近縁のオキナヒメジとは尾柄上部の黒斑がない

ことで，ホウライヒメジとは体背面は暗色ではなく垂直
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図2.1.テリエピスSargocentronittodai; 2.ウミヒゴイ属の一種Parupeneussp.; 3.ハタンポ属の一種Pempherissp.; 4目ミナ

ミハタンポPemphe1isschwenkii; 5.ツノダシZancluscornutus ; 6.アカマツカサ属の一種凡かipristissp.; 7.イケカツオ

Scomberoides lysan; 8.イトヒラアジ、Carangichthysdinema. 

鰭がやや黄色がかることで区別できる。また本種は，

腹部の基底に近いところに黄色帯があるが，オキナヒ

メジとホウライヒメジでは黄色帯カ~1l~部基底よりやや離

れている。オキナヒメジは， 三浦半島沿岸の定置網

ではふつうに漁獲されるが，本種は相模湾初記録で

ある。

548.ハタンポ属の一種Pempherissp. （図2-3)
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1999年7月28日，毘沙門定置網， SL;110 mm, 

YCM-P31864 

本個体は，体色が全体に焦茶色であること，側線有

孔鱗数が60などから波戸岡（2000）のリュウキュウ

ハタンポPempherissp.や柳下（200l）のハタ ンポ属

の一種Pempherissp.に似る。しかし，腹鰭前方に隆

起線がある点で異なる。腹鰭前方に隆起線があるも

のに，従来リュウキュウハタンポとされたP.oualensis 



(Tominaga, 1968；林，1984）がある。今回，P.oualensis 

との比較ができなかったので，ここではハタンポ属の一

種PSp.としておく。

材重の分布は明らかではないが，相模湾からは初記

録である。相模湾でもよく見られるミナミハタンポとは，

体色が黒みがる（ミナミハタンポは淡褐色，図2-4,1999 

年12月8日，三戸定置網，SL;100 mm, YCM-P31867), 

前頭部の傾きは緩やか（急），腹鰭は胸鰭の中央下に

ある （後端下にある），啓鰭始部は背鰭後端直下より

前方にある （後方にある）ことで区別できる。

本種は，1999年の7月から8月にかけて毘沙門の定

置網で連続して漁獲されたが，それ以前とその後は採

集されていない。

549. ツノダシ Zancluscornutus （図2-5)

2001年8月12日，毘沙門定置網， SL;59 mm, YCM-

P39713 

千葉県以南，イ ンド・太平洋に分布する。相模湾で

は， 三浦半島南西部（工藤 ・阿部， 1991），天神島

（林， 1995），芝崎 （萩原 ・長谷川， 1990）， 田ノ浦

湾 （東ほか， 1989）から記録がある。本個体は，ま

だ完全に成魚、の色彩が現れていないほか，体型もや

や丸みが強く幼魚、の形態を残している。なお，9月24

日には城ヶ島沿岸で，成魚、の色彩になった個体（SL;

63 mm）を採集している。

アカマツカサ属の一種Myripristissp. （図2-6)

2000年11月5日，毘沙門定置網， SL;35 nun, YCM-

P39713 

吻端は透明でややとがり，リンキクチス期の特徴が

残っている。鱗は大きく櫛鱗で，全身に発達する。体

色は金属光沢のある茶褐色で，背面は藍色がかる。

背鰭は，赫部は黒く軟条音ISは無色で先端が赤みがか

る。腹鰭は，基部側は黄色く先端に向い黒い。啓鰭

は， 無色で先端が赤みがかる。尾鰭は，基部に黒帯

があり，先端が赤みがかる他は無色。このような特徴

は，沖山編（1988）に図示されたアカマツカサ属Sp.（稚

魚）の特徴に類似する。本属を含むイットウダイ科の

稚仔魚、は，体系的な整理ができていない（沖山編，

1988）ので，種の同定は出来ない。

イケカツオ Scomberoideslysan （図2-7)

2000年10月9日， 三戸定置網， SL;321 mm, YCM-

P39714 

山田・工藤（2001）は幼魚を報告したが，その後，

成魚、の標本が獲られたので補足記録した。

イトヒラアジCar，αngichthysdinema （図2-8)

2001年9月16日，藤沢定置網，SL;96 mm, YCM-

P39702 
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山田・工藤（1992）が報告したものは体長183mm  

の個体で，体色は成魚、と変わりなく銀白色，背鰭基

底に黒斑が並んでいる。本個体はさらに小さく， 全

身茶褐色で，背鰭基底に薄く黒斑が並ぶ。中坊

(2001 a）は，体長91mmのテンジクアジを図示して

いるが，本個体と色彩がきわめて類似している。

おわりに

本報告を作成するに当たり，標本登録の便を図っ

てくださり，種々ご教示いただいた横須賀市自然・

人文博物館の林公義氏，資料収集にご協力いただ

いた丸タ丸，丸共丸，共栄丸，諸磯丸，万七丸， 三

｜崎沿岸漁業協同組合ほかの方々に深く感謝する。
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茅ヶ崎市で保護されたチゴハヤブサの記録

伊藤恵美

Megumi Ito: 

Notes on the rescued eurasian hobby Falco subbuteo from Chigasaki City 

はじめに

日本野鳥の会神奈川支部（1998）によると，本県

において確認されているハヤブサ科は，チョウゲンボ

ウFalco tinnunculus，コチョウゲ、ンボウ Fcol um-

barius，ハヤブサF.peregrinusおよびチゴハヤブサF

sub but eaの4干重となっている。

チゴハヤブサは北海道や東北地方で繁殖し，繁殖

地以外でも9月下旬から 10月下旬にかけて，本種が

南へわたっていく様子が観察できる，とされている（森

岡ほか， 1995）。 事実，本県における観察例も，そ

のほとんどが9月下旬から10月下旬となっている（日

本野鳥の会神奈川支部，1998）。

保護状況

本鳥は2000年10月9日， 茅ヶ崎市本宿町の民家

の庭で、横たわっているところを，家主が保護したもの

で，翌日の10月10日にセンターに搬送された。右翼

上腕骨を骨折しており，右翼付け根の背面側にも外

傷が見られたことから，何かに衝突したものと考えら

れた。搬入翌日の 10月11日に死亡したので写真に

収め，計測をおこなった。

計；~1］値

計測値は次のとおりであった。全長295.0mm，翼

長258.0mm，尾長 135.0mm，噛峰長（蝋膜有り）

16.0mm，日貨峰長 （蝋膜なし） 12.0 mm，会合線20.0

mm，附掠長35.5mm，体重176g。

種の同定

森岡ほか （1998）にもとづき，本鳥は細く短い白

色の眉斑があること，頭部の黒色と白色の境が明瞭

で頬の白い部分は広く，頬と耳羽の聞は黒いくさび

状の模様を呈すること，たたんだ翼の長さが尾の先

を越えること，といった外部形態の特徴（図 l～3)

をもつこと，および計測値より，チゴハヤブサと同

定した。
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図 1.背面．

図2 腹面．

図3 頭部．

また，下腹と腔毛は赤褐色を呈さず，背面には淡

黄色の明瞭な羽縁が見られることより，幼鳥と判定

した。



羽色および計測値から雌雄の識別をすることは，

困難と思われた。

なお，本鳥は神奈川県立生命の星・地球博物館資

料（KPM-NF2000547）として登録・保管されている。

おわりに

神奈川県自然環境保全センターでは， 1978年から

野生傷病鳥獣の保護をおこなっているが，チゴハヤブ

サが収容されたのは，今回が初めての記録となった。

日本野鳥の会神奈川支部（1998）によると，留鳥

であるチョウゲンボウがほぼ県下全域で見られるのに

対し，チゴハヤブサの観察例は沿岸部で多い。北日

本で繁殖した個体の秋の渡りのルートは，内陸ではな
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く沿岸に近いところなのであろう。春の渡りについ

ては詳しく調べられていないが，県内では5月に2

例が報告されており，今後の観察記録，調査に期待

したい。

また，本文中の和名，英名および、学名は日本鳥学

会編，日本鳥類目録改定第6版 （2000）によった。
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電波発信器を用いたテングコウモリ Murinaleucogasterの追跡

山口喜盛・曽根正人・相本大吾

Yoshimori Yamaguchi , Masato Sone and Daigo Aimoto: 

τ'racking of the Tube-nosed bat Murina lθucogaster using the radio-transmitter 

はじめに

コウモリ類は，夜行性で人の耳に聞こえる声を出さ

ずに飛期することから，夜間の行動がほとんど知られ

ていない。

そこで筆者らは，丹沢山地の玄倉川流域で捕獲した

テングコウモリ Murinαleucogasterに電波

発信器（以下発信器）を装着して行動追

跡を試みた。

テングコウモリは，イ ンド北東部，中国，

シベリア東部，日本に分布し，日本では北

海道から九州、｜にかけて生息が知られており

（阿部ほか， 1994），絶滅のおそれのある

種として，瑞寛省編「レッドデータブック」で

は絶滅危慎 H類に掲載されている （環境

省，2002）。本来樹洞を昼間の休息場とし

ているが，洞穴を利用することもあり，森

林内の下層で昆虫を捕食しているらしいが，

詳しい生態は知られていない（阿部ほか，

1994）。 神奈川県では，これまで箱根町，

いるところもある。もっとも長い青崩隆道の長さは約170

mで、途中カーブしており，次に長い石崩｜弦道は約150m

の直線であった。他の6カ所は25m前後で、直線だ、った。

玄倉林道の標高は起点が約400m～終点が約730m

で，延長距離は約10kmで、あった。周辺はシデ類やミ

南足柄市，山北町における古い記録があ 定点： ・ *'6月5日昼間の休息場

予想された行動エリア

500皿

り（中村， 1995），最近では，1992年に箱

根町仙石原（石原龍雄氏私信）で，1996 図1.調査位置図，

年に秦野市寺山 （浜口ほか，1997）で死

体カ守合得されているくらいである。

本報では，追跡した2頭のテングコウモ

リの行動内容を報告する。

調査地の概要と調査方法

調査は丹沢山地の玄倉川流域で、行った。

丹沢山地のほほ中央を流れる玄倉川は，

蛭ヶ岳・丹沢山・塔ノ岳など丹沢主脈の内

側の水を集めることにより険しい渓谷を造り

だしている。この渓谷に沿って玄倉林道が

あり，途中には8カ所の隆道がある。この

隆道はコンクリートでネ南修されたところもあ

るが，手掘りのまま残されて岩が露出して 図2. 発信器をつけたテングコウ司）• 
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等商棋の間隔は50皿



表 1.テング、コウモリの計測lj値

捕獲日 性 体重 前腕長

01.05.20 雌 13.2g 4.32 cm 

01.07.19 雄 12.7g 4.42 cm 

ズナラなどの落葉広葉樹林にモミが点在しており ，

下流域はスギやヒノキの植林地が多かった。

テングコウモリの捕獲は，玄倉林道のほぼ中間に位

置する青崩隆道と石崩｜控道で、行った（図1）。隆道内の

天井部分で休息中のテングコウモリを捕虫網で捕獲し，

計測したあと背面の肩甲骨の聞に発信器を接着し（図

2），放逐後の行動を受信機により追跡した。発信器

は，holohil社 （カナダ）製のもので，テングコウモリ

の体重の5%以下である0.62g，電池寿命3週間のも

のを使用した。受信機は八重洲無線社製のFT-290mk

Eを使用し，指向性のある八木アンテナと車載用の

モービルアンテナを使用した。発信器とコウモリの接着

にはスキンボンドをイ吏用した。

行動追跡は，捕獲した石崩隆道と青崩隆道の聞を

定点として，受信機に入る音の変化と方向を記録し

た。また，車にモービルアンテナを付けて林道を往復

した。

なお，捕獲は勝責省学術捕獲第5-176号により行った。

調査結果及び考察

捕獲したテングコウモリは2頭であった（表1）。

l頭目（雌）は2001年5月20日の18：・30頃，石崩

隆道内のコンクリートを吹きつけた天井の凹みでぶら下

がっていたものを， 2頭目（雄）は7月19日の 19：・00

頃，青崩隆道内の岩の隙聞にいたものを，いずれも

捕虫網で捕獲した。

l頭目の雌は， 5月24日の夕方，発信器を装着し

て石崩隆道内で放逐したと ころ，その翌日の25日の

表2 テングコウモリ（雌）の夜間活動

17: 15，となりの青崩隊道内で発信音を確認した。5月

25日から6月17日にかけて，昼間の休息場所を確認

するために，15日 （回）昼間や活動後の朝，発信音

を探ってみたところ，青崩｜弦道を利用しなかったのは2

日（回）だけであった。このうち l日（回）は（6月

5日），青崩隆道より下流の玄倉川右岸の落葉広葉樹

林内で発信音を確認した。青崩隆道との直線距離は

約600mで、あった （図I）。

このように，放逐後の休息場は，ほとんど青崩隆道

を利用しており，発信音の聞こえる位置からいつも同

じ付近の岩の隙聞に潜り込んでいたようである。

行動追跡は4晩全夜行った。テングコウモリ（雌）が

隆道内で活動を始め，隆道を出てから再び休息する

までの行動を表2に，行動内容を表3に示した。

表2によると，隆道内で行動を開始したのは19:43か

ら19:58の間で，ほほ同じ時間帯であったが，隆道か

ら外に出た時間は19:58から20:37の聞が3晩で，日

が暮れてから6時間あまりがすぎた1:12に出たのがl

晩であった。また，その晩の活動を終了した（休息開

始）時間は23時台が2晩，3時台が2晩であった。

隆道に戻ってきた晩は，入った直後から夜が明けるま

で，発信音にまったく変化がなかったので，すぐに休

息に入ったものと思われる。2晩目は隊道を出たのが

遅く，23:20に確認したところ，｜弦道の入口の洞門に

ぶら下がっており，l’12にようや く隆道を出た。｜娃道

内で時々電波の入り状況に変化があったので，隆道

内や入口付近で採餌していたのかも知れない。隆道

内にはカマドウマ類と飛朔見虫も少ないが見られた。

そして，その晩は出てから隆道には戻らず，明るく

なる直前の3:55に落葉広葉樹林内で休息に入った。3

晩目は， 19:58に出たあと，隆道に戻ってきたのは朝

方の3:15であった。

以上のことから，隆道外での活動時間は，l晩目，2

晩目，4晩目が概ね3時間前後であったことから，この

時期のl日の活動時間は3時間前後であることが推察

された。また， l晩目と4晩日は，暗くなってから l時

・ 休息 … a 嗣内活動開矧 一一，~－向 匿週 一一 休息 …ー圃

①6月2～3日 ……＇[!2亙m …区丘二七二三二mg.. 
（晴）

②6月4～5日 ……四……………四…－cm蜘幽
（晴後曇）

③6月8～98 ··· · · · · · ~＂＂＂＂~七二ケ二七三二＿＿..＿，.，，＿二γ二三[ill ……一
（曇）

④6月13～14日 … ・・[!2&~医ヨマ，γJ二了二巨TI …

（小雨時々 曇）

「洞」は臨道のこと。②は活動後、隆道には戻らず広葉樹林で休息。
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表3 電波受信に基づくテングコウモリ （雌）の行動内容

調査臼 時間帯 時間計（分）
20:25 ～ 21 :02 37 
21:02 ～ 21・50 48 

6月2日～3日 21:50 ～ 22: 10 20 
晴れ 22: 10 ～ 22:20 10 

22:20 ～ 22:35 15 
22:35 ～ 23:40 65 
23:40 ～ 
1:12 ～ 1 :45 33 
1 :45 ～ 2: 10 25 

6月4日～5日 2: 10 ～ 2: 16 6 
晴れのち曇り 2: 16 ～ 2:46 30 

2:46 ～ 2:52 6 
2:52 ，、、， 3:55 63 
3:55 ，、、，

19:58 ～ 20: 10 12 
20: 10 ～ 22: 14 124 
22: 14 ～ 22:30 16 

6月8日～9日 22:30 ～ 22:53 23 
曇り 22:53 ～ 22:54 

1:35～3:00は霧雨 22:54 ～ 23: 15 21 
23: 15 ～ 23:23 8 
23:23 ～ 23:38 15 
23:38 ～ 23:52 14 
23:52 ～ 0:54 62 
0:54 ～ 0:58 4 
0:58 ～ 3: 10 132 
3: 10 ～ 3: 15 5 
3: 15 ～ 
20:37 ～ 20:55 18 
20:55 ～ 21:06 11 

6月13日～14日 21 :06 ～ 21:40 34 
小雨時々曇り 21 :40 ～ 22:08 28 

22:08 ～ 23: 10 62 
23: 10 ～ 23:15 5 
23: 15 ～ 

＼＼＼＼  
斜面 対岸 下流
A B 

6月2日～3日 37 90 20 
6月4日～5日 75 
6月8日～9日 12 77 30 

6月13日～14日 29 33 

計 49 271 83 

間ほとぐ経ってから隆道を出て，3時間ほとぐで、戻ってきて

おり，同じような活動パターンであったが，2晩目のよ

うにl時頃まで、隆道を出なかったり，3晩目のように8

時頃出ても朝方まで、戻ってこなかったりしたことから，

あまり活動パターンは一定していないようである。

定点において受信した発信音の方向と性青白から，利

用していたエリアを，定点側斜面（A），定点の対岸（B),

下流域 （C），に分けてみた （表3，図1）。全体的に発

信音の入らない未受信（D）の時聞が長かったことか

ら，行動エリアの利用状況を分析するのは困難だが，

受信時間が未受信時間よりも3倍くらい長かったl晩

目をみると対岸で行動していることが多く，2晩目は

行動時間の約半分を対岸で行動していた。

c 
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活動状況 エリア
隆道を出て、斜面上部で活動 A 
来受信 D 
下ミ花で活動 c 
対 手で活動 B 
対岸で休息 B 
対岸で活動 B 
隆道に入り休息
陸連を出て、対岸で活動 B 
来受信 D 
対岸で活動 B 
対 手で休息 B 
対 苧で活動 B 
未受信 D 
下流（右岸）広葉樹林で休息
隆1亘を出て、斜面上部で活動 A 
来受信 D 
対 きで活動 B 
対 まで休息 B 
対 まで活動 B 
下流で活動 c 
対岸で活動 B 
対岸で休息 B 
対岸で活動 B 
未受信 D 
下流で活動 c 
来受信 D 
下流で活動 c 
隆道に入り休息、
隆道を出て、対岸で活動 B 
対岸で休息 B 
来受信 D 
下流で活動 c 
未受信 D 
下流で活動 c 
隆道に入り休息

（単位：分）

来受信 行動時間 休息（対岸）
D E=A+B+C+D 

48 195 15 (1回）
88 163 30 (1回）
318 437 38 (2回）

96 158 11 (1回）

550 953 94 (5回）

定点の対岸は大木の多い落葉広葉樹林にモミの大

木が点在しており，下流と定点側斜面は比較的大き

な木のある落葉広葉樹林であった。いずれも，概ね

平均45度以上の急傾斜地域で沢が入り組んだ複雑な

地形であった。

対岸で行動しているときは，電波の強弱変化から

行動 （飛行）中であることがよくわかり，音の強さ

が一定して変化がなくなったり，また，発信音の強

弱がほぼ一定の場所から聞こえることなどがよく

あった。これらのことから，行動中に少時間の休息

をとったり，樹木などに止まったり，狭い範囲を飛

び、回っていることなどが想像された。

6月17日の14:00頃，青崩隆道内でアンテナの着い



たテングコウモリを目視したと きに発信器の電池が

切れたことを確認し，この雌の追跡は終了した。

2頭目 （雄）は，捕獲したその晩に発信器を装着し

て青崩隆道の入口で放逐した。しかし，この個体は放

逐した翌日の7月20日から8月16日までの聞の7日

間，玄倉林道のすべての隆道の中で昼間の調査を

行ったが確認できなかった。そして，6月から10月の

間，隆道内で発信器を着けた雌以外が確認されたの

は，2度だけであったことから （この雄とは限らない

が），この雄は常時の休息場としてこの隆道を利用せ

ず，偶然この隆道を利用した時に捕獲されたものと

考えられる。また， 7月20日から8月10日までの聞

の4日間， 玄倉林道（玄倉～ユーシン間）で，夕方

から夜間（主に18:00～23:00頃）受信機で方探した

が電波の反応はなかった。

以上のようなことから，この雄は玄倉川流域周辺で

常時生活していないのかも知れない。

また，雌は昼間の休息場として隆道を利用し，夜間

は周辺で行動していたが，雄は｜弦道や周辺で一度も

確認されなかったことは，テングコウモリの雄と雌の行

動域や習性の違いを示しているのかも知れない。

おわりに

今回の調査は，定点l点から電波を方探したので，

テングコウモリの行動中の位置を特定し，行動範囲や

採餌環境などを調べることはできなかったが，休息場

である隆道の利用や活動時間など，いくつかのこと

を知ることができた。これらは今後の調査の参考に

なるであろう。

国内では，コウモリ類に電波発信器を使って行動を

追跡した報告例は少なく，前田ほか （1993）と松村

(2001）が知られるくらいである。行動中の姿を見ること
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ができないコウモリ類の生態を調べるためには，今回

のような発信器を使った調査はたいへん有効であると

考えられる。最近は発信器の軽量化が進み， 小型の

コウモリ類にもつけられるようになったので，今後コウ

モリ類の生態を解明するために大いに役立つであろ

っ。
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丹沢山地におけるコウモリ類の生息状況

山口喜盛・曽根正人・永田幸志・滝井暁子

Yoshimori Yamaguchi, Masato Sone, Koji Nagata, Akiko Takii: 

Distribution of bats in Tanzawa Mountains, Kanagawa Prefecture 

はじめに

国内では現在日種のコウモリ類の生息が知られて

いるが（前田，2001），その多くは絶滅のおそれのあ

る種として，環境省（2002）のレッドデータブック

に掲載されており，生息状況はいまだによくわかっ

ていない（前田，1996）。コウモリ類は，闇夜を飛朔

し，普通は鳴き声が聞こえないため，全国的に分布

調査や生態研究， 保護対策が遅れている。

丹沢山地も例外ではなく，本格的なコウモリ類の調

査はこれまで行われていない。したがって，記録され

ている種は少なく ，キクガシラコウモリ Rhinolophus

ferrumequinum，コキクガシラコウモリ R.cornutus，イ

エコウモリPipistrellusabramus，ユピナガコウモリ

Miniopterus fuliginosus，テングコウモリ Murina

leucog，αst erの5種のみである（浜口ほか，1997；柴

田 ・田代，1962）。この中で，近年の記録がある種

はテングコウモリ （1996.7.16渡辺憲子氏死体拾得）と

山麓で普通に生息するイエコウモリだけで，他の3種

は，柴田 ・田代 （1962），柴田 （1964）の目録に挙

げられているに過ぎず，いずれも古い記録で具体的

な記載はされていなしミ。

このようなことから，丹沢山地ではコウモリ類の緊急

な生息調査や保護対策の必要性が指摘されており

（中村， 1995；浜口ほか，1997），筆者らは，まず

コウモリ類の分布を把握するために捕獲調査を行った

ので報告する。

調査方法

ほとんどのコウモリ類は捕獲しないと種の識別が困

難である。したがって，夜間及び昼間の休息場にな

る隆道や洞穴では捕虫網または素手で，森林内や川

では霞網を張って，捕獲調査を行った（環境省学術

捕獲許可第318号，第249号，第640号，第5-2号，

第5-176号，第5-88号）。 また飛期中のコウモリ類を

探索するために，コウモリ類の発する超音波を人の可

聴音に変換できるパッ トデイテクター（MINI-3Ultra 
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Sound Advice, UK）を使用した。捕獲したコウモリ類

は，雌雄の別と，体重， 前腕長等を計測した後，放

逐した。調査は 1998年 12月から 2001年 11月まで

の3年間，丹沢山地の各所で不定期に行った。

調査結果

今回の調査により，丹沢山地において2科9種のコ

ウモリ類の生息が確認された。以下に確認した種ごと

の概要を述べるととも に，捕獲個体と拾得した死体

の記録を表lに示した。なお，種の同定は阿部ほか

( 1994）の検索表に，また，学名と和名は阿部（2000)

によった。

1)コキクガシラコウモリ Rhinolophuscornutusキク

ガシラコウモリ科（図ト1)

北海道から九州、｜にかけて分布し，日本固有種である

可能性が高いが，中国東部にも分布する疑いがある

（阿部ほか， 1994）。神奈川県では，鎌倉市の散在ケ

池奥の石切場跡に大きな繁殖コロニーがあったが開発

によって失われ（寺島 ・柴田，1986），丹沢山麓の

秦野市田原で採集されているが（柴田・団代， 1962),

最近の本種の生息情報は途絶えていた。

材重は，昼間は洞穴などに集団で休息している洞窟性

のコウモリである（阿部ほか， 1994）。本調査では1998

年12月31日に，清川村宮ヶ瀬において，発電所の導水

管を作る時に掘られた洞穴で冬眠中の3頭を確認，Hi買
を捕獲した。天井の岩の凹みにl頭ずつぶら下がり，真

下にはフンが薄く堆積していた。夏期に入洞したときは

確認されなかったので，この洞穴は冬眠穴として利用さ

れているものと思われる。洞穴の出入り口は上に開口

しており，内部の高さと幅は約l～l.5m，長さはl伽1く

らいで，正面はコンク リートでふさがれていた。正面の

左側には人の頭大ほどの隙聞が空いていたが，その奥の

状況はわからなかった。洞穴の標高は約3仙 nで，宮ヶ

瀬ダム湖に面していた。2側 年l月1日の午前10:00頃

に温度を計ったところ，洞穴内の温度は13℃で（洞穴外

の温度は4℃）で、あった。キクガシラコウモリの冬眠穴



図1.1.コキクガシラコウモリ Rhinolophuscornutus; 2.モモジロコウモリ A今otismacrodacかlus:3.イエコウモリ Pipistrellus

αbramus; 4.ヒナコウモク Vespertiliosuperans ; 5.チチブコウモリ Barbastellaleucomelas ; 6.ユビナガコウモリ

Miniopterus uliginosus ; 7.テングコウモリ Murinaleucogaster ; 8.コテングコウモリ Murinaussuriensis . 
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表1 丹沢山地におけるコウモリの計測記録

種名 捕獲日（時間） 捕獲場所 性別 体重 前腕長

コキクガシラコウモリ 1998.12.31 （昼間） 宮ヶj頼（洞穴） 4.2cm 

モモジロコウモリ 1999.10.2 （昼間） 清水（隆道） 8.6g 3.93cm 

モモジロコウモリ 2000.7.20 （夜間） 玄倉（隆道） ♂ 7.2g 3.68cm 

モモジロコウモリ 2000.8.3 (21:00) 玄倉（腿道） ♂ 3.8cm 

モモジロコウモリ 2001.5.20 (18:30) 玄倉（腿道） ♂ 7.2g 3.69cm 

モモジロコウモリ 2001.5.20 (21:30) 玄倉（隆道） ♂ 7.6g 3.65cm 

モモジロコウモリ 2001.5.20 (21:30) 玄倉（隆道） ♂ 7.lg 3.7lcm 

モモジロコウモリ 2001.5.31 (18:23) 玄倉（腿道） ♀ 9.3g 3.76cm 

モモジロコウモリ 2000.8.3 (22:00) 玄倉（隣道） ♂ 4.0cm 

モモジロコウモリ 2001.8.10 （昼間） 玄倉（隆道） ♀ 8.6g 4.05cm 

モモジロコウモリ 2001.8.10 （昼間） 玄倉（隊道） ♂ 9.0g 3.71cm 

ヒナコウモリ 2000.3.20 (18：・10) 玄倉（隆道） ♂ 13. lg 4.8cm 

ヒナコウモリ 2000.3.20 (18:10) 玄倉（腿道） ♂ 12.3g 4.43cm 

ヒナコウモリ 2000.3.20 (18：・10) 玄倉（隆道） ♂ 12. lg 4.9cm 

ヒナコウモリ（死体） 2000.3.23 （昼間） 皆瀬）11 （道路上） ♂ 4.54cm 

ヒナコウモリ 2000.12.9 （昼頃） 札掛（建物外） ♂ 17.7g 4.7cm 

ヒナコウモリ 2001.3.9 （昼頃） 札掛（建物内） 1 l.5g 

テングコウモリ 2001.5.20 (18:30) 玄倉（腿道） ♀ 13.2g 4.32cm 

テングコウモリ 2001.7.19 (20:00) 玄倉（隆道） ♂ 12.7g 4.42cm 

コテングコウモリ 2001.7.27 (20:45) 玄倉（腿道） ♂ 5.5g 3.09cm 

コテングコウモリ（死体） 2001.8.4 堂平（ヒノキ林） 3.26cm 

ユビナガコウモリ 2001.11.16 (16:30) 玄倉（腿道） ♂ 12.0g 4.96cm 

チチブコウモリ 2001.11.25 (20:12) 玄倉（腿道） ♂ 12.7g 4.19cm 

＊ヒナコウモリ（00.3.23）とコテングコウモリ（01.8.4）は死体拾得。標本は山口が保管している。

の例である9～21℃（船越，1996）の範囲内で、あった。

2）モモジロコウモリ Myotis mαcrodactylusヒナコ

ウモリ科 （図1・2)

シベリア東部とサハリン南部，日本では北海道か

ら九州に分布し，洞穴，廃坑，隆道などを休息場と

する洞窟性のコウモリである （阿部ほか， 1994）。神

奈川県では，三浦半島では最近の詳しい情報は知ら

れていないが，箱根山地では多く（石原，1991），丹

沢山地では今回の記録が初めてである。

本調査では，酒匂川の山北町安戸あたりから上流

の河内川の川西までと，丹沢湖，玄倉川の仏岩周辺

で確認した。酒匂川と河内川では，春から初夏に水

面を飛期する個体が多く，両河川がつながるあたり

のJR御殿場線の旧陸道を昼間の休息場として利用

していた。丹沢湖では，水面を飛期している個体が

目撃され，周囲にある隆道を夜間の休息場として利

用していた。玄倉川の仏岩では，青崩｜弦道と石崩｜控

道を昼夜の休息場として利用していた。この流域に

は9カ所の隆道があるが，この2カ所だけを利用し

21 

ていたのは， 他の隆道が25m前後なのに対して，こ

の2カ所は150m前後の長さがあったからと考えられ

る。日没後l～2時間程すると隆道に入って来て，コ

ンク リート面の天井で休んでいることが多かった。

多いときの数は，昼間が6頭くらいで夜間が10頭く

らいであった。昼間は， 青崩隆道ではほとんどの個

体が岩の隙聞に潜り込んでいたが，手掘りにコンク

リートを吹き付けた石崩隆道では，凹みにとまって

いた。昼夜ともに数が多かったのは青崩隆道の方で

あった。これは，石崩隆道は直線でコンク リートだ

が，青崩隆道は途中が曲がりくねっていることから

昼間でも中が真っ暗で，手掘りのまま残された岩の

隙聞が隠れ家になるからと思われる。この隆道で捕

獲した個体は雄が多かった。2001年7月27日に青崩

隆道の天井に体を寄せ合ってとまっていた2頭を捕

獲したと ころ，どち らも雌で，体のやや大きい方は

乳が発達していた。このことから，この2頭は母子

の可能性があり ，この付近で繁殖したものと思われ

る。



3）イエコウモリ（アブラコウモリ）P伊istrellusabramusヒ

ナコウモリ科 （図1-3)

シベリア東部からベトナム，台湾，日本では本州か

ら九州に分布し，家屋を昼間の隠れ家にし， 山間部

とか民家のない森林内には生息しない（阿部ほか，

1994）。

本調査では捕獲していないが，山北町向原の工場

で保護され（山口， 1999），同町の駅周辺や尺里川，

酒匂川から河内川の谷峨や神縄の集落周辺でパット

デイテクターにより福志した。利重のパットデイテクター

を通した声は，近縁であるモリアブラコウモリ

Pipistrellus endoiとの区別は困難で、あるが，モリアブ

ラコウモリは森林に棲み樹洞を隠れ家にすることから

（阿部ほか， 1994），周りに樹洞のできるような天然

林のない民家周辺で、パットデイテクターによって石在認し

たものはイエコウモリとみなした。

4）ヤマコウモリ め1ctalusaviatorヒナコウモリ科

中国東部，朝鮮半島，日本では北海道から九州に

かけて分布し，昼間は樹洞を隠れ家にしている（阿部

ほか， 1994）。神奈川県では川崎市・小田原市・南

足柄市（吉行， 1990；落合， 1996；田代， 1969）な

どで記録されている。

本調査では捕獲していないが，松田町の松田山で

飛期している個体を近距離で目視している。また，

2001年3月に同町の神社にて拾得された本種の艶死

体を筆者の一人である山口が保管している。

5）ヒナコウモリ Vespertiliosuperansヒナコウモリ科

（図1-4)

シベリ ア東部，中国東部，台湾，日本では北海道か

ら九州に分布し，樹洞，家屋，海蝕洞などを昼間の

休息場や繁殖場として利用している （阿部ほか，

1994）。北海道南部 （岡崎， 2000）や青森県 （向山，

1996）では，木造の建物や橋桁などで繁殖する集団

がいくつかの場所で、見つかっているが，全国では他に

数カ所でしか知られてなく，越冬地についてもよくわ

かっていなし、。神奈川県では箱根山地で記録されてい

るが （石原，1991），それ以外では確かな記録は知ら

れていなかった。丹沢山地では初めての記録である。

1999年12月に山北町玄倉にある建物の瓦屋根の

隙間で冬眠集団が発見され （山口， 2000),2001年

4月10日に同所で出巣個体をカウントしたところ，40

頭（17:30～18:50）を数えた。 他の場所では，山北

町皆瀬川沿いの道路脇で2000年3月23日に死体が

拾得され，清川村札掛では， 2000年 12月9日の昼

頃，養魚、場の木造小屋の玄関前に腹を上にした状態

で落ちていた l頭（雄）を西川敦人氏が保護し，2001

年3月9日の昼頃，木造の宿泊施設「県立札掛森の

家」の室内の床に落ちていた l頭（雌雄不明）が，職

員の鈴木清氏により保護され，県自然環境保全セン
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ターに届けられた。

このように，本種は丹沢湖畔で冬眠集団が確認さ

れ，札掛周辺でも複数の冬眠個体がいることがわ

かった。

6）チチフ、コウモリ Barbastella leucomelasヒナコウモ

リ科 （図1・5)

イスラエルからコーカサス，インド北部，中国西部，

日本に分布し，樹洞や洞穴を昼間の隠れ家に利用す

る（阿部ほか， 1994）。囲内の生息状況は，日本日甫

乳類学会編「レッドデータ日本の晴乳類」（前田・松

村 1997）によれば，北海道， 本州中部以北，四国

から採集記録があり，この25年間では，北海道，岩

手県，埼玉県，岐阜県，愛媛県から知られ，この 10

年間の生息確認は3カ所であり，北海道を除くと採

集個体は 10頭を少し超えるにすぎないとされてい

る。神奈川県では今回が初めての記録である。

2001.11.25 20: 12，青崩隆道内の天井の岩の凹みで休

んでいた雄1頭を捕獲した。捕獲したとき体が暖かっ

たので，休息、にやって来て間もない個体と思われる。

7）ユピ、ナガコウモリ Miniopterusuliginosusヒナコ

ウモリ科（図1-6)

アフガニスタンからインド，中国，日本では本州から

九州に分布し，昼間は集団で洞穴を隠れ家にする

（阿部ほか，1994）。 神奈川県では，鎌倉及び三崎

の洞穴に多く生息していた（Shibata& Ter句ima,1958) 

が現在は生息しておらず（寺島・柴田1986），箱根山

地では箱根用水のトンネル内で確認されたことがあ

る（石原龍雄氏私信）。丹沢では，古い文献の晴乳類

リス トに記載されているだけであった（柴田・田代，

1962）。

2001年11月16日 16:30，青崩｜弦道内の天井の岩

の凹みで休んでいた雌l頭を捕獲した。

8）テングコウモリ Murinαleucogasterヒナコウモリ

科（図ト7)

インド北東部，中国，シベリア東部，日本では北海

道から九州に分布し，樹洞や洞穴を昼間の隠れ家に

する （阿部ほか， 1994）。神奈川県では，これまで

秦野市，山北町，箱根町，南足柄市など，丹沢山

地と箱根山地周辺で数例カf記録されているだ、けで、あっ

た（浜口ほか， 1997;Yoshiyuki, 1989；田代， 1969）。

本調査では，石崩隆道内で雌1頭 （2001年5月20

日）， 青崩隆道内で雄 l頭（2001年7月19日）を捕

獲した。捕獲したときの雌は，石崩隆道内のコンク

リートを吹き付けた天井の凹みにぶら下がっていた

が，その後は雌雄ともに青崩隆道内の天井の岩の隙

聞に潜り込んでおり， 単独であったり，モモジロコ

ウモリの数頭の群塊に混じっていることもあった。

雌は25日間，雄は28日間，電波発信器を装着して

行動を追跡したところ，放逐後，雄は一度も確認さ



れなかったが，雌は周辺で活動し，主に隆道内で休

息していた（山口ほか， 2002）。

9）コテングコウモリ Murinaussuriensisヒナコウモリ

科（図ト8)

シベリア東部および北東部，サハリン，千島列島，

朝鮮半島，日本では北海道から九州に分布し， 昼間

の隠れ家は基本的には樹洞のようだが，木の茂み，

樹皮の間隙，落ち葉の下，洞穴，家屋内でも見つ

かっている（阿部ほか， 1994）。神奈川県では，1953

年8月に箱根町金時山山頂の山小屋で，雄の幼獣が

採集された l例（田代， 1961）のみであった。

本調査で次の2頭を確認した。

2001年7月27日， 20:45，玄倉林道の隆道内で，

天井の凹みで休息していたl頭を捕獲した。周辺は急

峻な地形で，ミズナラ，ケヤキ，シデ類などの落葉

広葉樹林にモミが点在し，スギやヒノキの植林地も

あった。隆道の標高は約650mであった。

2001年8月4日，清川村堂平で腐乱したl頭の死

体を確認した。これは8月2日の朝， 二宮史絵氏が

登山道上で弱っている本個体を目撃し，夕方再び通り

かかったときには死んで、いたので，それを土の中に埋

めたもので，その2日後に筆者が掘り出して，吉行瑞

子氏に同定をお願いした。確認した場所は，標高約

920mのスギやヒノキの壮齢林内で，近くには大木か

らなるブナ林やモミ林があった。

まとめ

本調査で確認できたのは，コキクガシラコウモリ，モ

モジロコウモリ，イエコウモリ，ヤマコウモリ，ヒナコ

ウモリ，チチブコウモリ，ユピナガコウモリ，テングコ

ウモリ，コテングコウモリの2手ヰ併重であった。このう

ちモモジロコウモリ，ヤマコウモリ，ヒナコウモリ，コ

テングコウモリは丹沢山地においては初めて記録さ

れ，チチブコウモリは神奈川県初記録であったOこれ

に，過去に記録されているキクガシラコウモリを加える

と，丹沢山地のコウモリ類は2科10種ということにな

る。しかし，キクガシラコウモリの記録は40年ほど前

の古い文献によるもので，しかも，その後の環境は

著しく変化しているので，現在も生息しているかどうか

はわからない。今後再確認を行う必要がある。

テングコウモリ，コテングコウモリ，チチブコウモリは

本来樹洞性と考えられているので（阿部ほか，

1994），洞のできるような大木や古木を必要とする。し

たがって，これらが永続的に丹沢山地で生息していく

ためには，天然林の維持が不可欠であろう。洞穴に

群れるコキクガシラコウモリとユピナガコウモリは，鍾

乳洞がなく，大きな自然洞穴などが知られていない丹

沢山地には少ないと考えられるが，今後廃坑など人

工洞穴が見つかれば，キクガシラコウモリとともに見
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っかるかもしれない。したがって，今回コキクガシラコ

ウモリを確認した洞穴は貴重なものである。モモジロ

コウモリは丹沢湖と，その上・下流域でしか確認され

なかったが，水辺を好むコウモリなので、宮ヶ瀬湖や他

の河川周辺でも今後見つかる可能性がある。また，

車や人の通行が少なく，手掘りのまま残されたところ

のある玄倉川流域の隆道は，洞穴に代わるものとし

て貴重な存在である。ヒナコウモリは，丹沢湖畔で集

団が越冬し，札掛でも冬眠個体が見つかった。本種

の集団越冬地は，囲内において数カ所でしか見つ

かっていないことから，今後，この越冬場所の保全と

越冬生態について解明していきたい。ヤマコウモリは

高空を飛朔することから，移動能力が高く，県内の山

地から平野部に広く分布していると思われる。ケヤキ

などの大木の洞を昼間のねぐらや冬眠場に利用するた

め，むしろ山の中よりも山麓の社寺林や屋敷林で今

後調査を行う必要があるだろう。

おわりに

今回の調査は，調査範囲や調査回数などがまだ

不十分で、あり ，目撃していながら捕獲ができずに

識別のできなかった種もあった。したがって，今後

も調査を続けていけば，他の種も確認できるだろ

う。コウモリ類は，大木や原生林が消失するなか

で，生息が知られないまま，数多くの種が地域的に

絶滅している，と考えられており（前田， 1996），今

回確認したヤマコウモリ，ヒナコウモリ，チチブコ

ウモリ，テングコウモリ，コテングコウモリは，環

境省 （2002）のレッドデータブックで，絶滅の危険

が増大している種として「絶滅危｜其E類」に挙げら

れている。丹沢山地で確認されたコウモリ類のう

ち，モモジロコウモリとイエコウモリを除くすべ

ての種は，丹沢のみならず神奈川県においても，現

在の生息状況がわかっていなかったり，初めて記

録された種であった。

このようなことから，丹沢山地のコウモリ類を保

護していくために，今後も継続して分布調査を行う

とともに，採餌環境や行動範囲，繁殖場や休息、場の

利用様式など，種ごとの具体的な生態調査も実施す

る必要がある。
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相模原市で発見されたヤマコウモリのねぐらについて

青木雄司

Yuji Aoki: Notes on a colony of Japanese large noctule Nyctalus aviator 

found in Sagamihara City 

はじめに

ヤマコウモリ（め；ctalusaviαtor）はヒナコウモリ

科に分類され，翼を広げると40cmほどにもなる大型

の食虫性コウモリである。この種のだす超音波は

20妊Iz前後で，人間の可聴域の声も出すと言われて

いる（前田， 1995）。

ねぐらとする樹洞のある大木の減少によって，ヤマ

コウモリをはじめとする樹洞性コウモリの個体数の減

少も指摘されている（前田，1996）。また，ヤマコウモ

リは環境省のレッドデータブックでは絶滅の危険が増

大しているとされる絶滅創期重E種に指定されている。

神奈川県内でも記録は数例にとどまり，現存のねぐ

らも見つかっていなかった（中村， 1995）。今回， 著

者はヤマコウモリのねぐらを相模原市上溝で発見し

たので報告する。

なお，コウモリの発する超音波はUl回 SoundAdvice 

社製パットデイテクタ－1',但NI-3，ねぐらのあるケヤキ

の樹高はK式測高器，ねぐらに使われている樹洞の

高さは検測梓を用いて調べた。

ヤマコウモリのねぐらと判断した根拠

ねぐらの中から標本を採集していないが，以下の3

点からヤマコウモリのねぐらと判断した。

1.ねぐら下でヤマコウモリの死体を拾得した。

2.ねぐらから飛び出す大型のコウモリを確認した。

3.可聴域の声と， 20kHz前後の超音波を確認した。

ねぐらについて

ねぐらが発見されたのは，相模原市上溝，佐藤行

雄氏宅の敷地内にあるケヤキの大木で，樹高 32.2

m，胸高幹周6.59mであった（図 l，図2）。

2001年10月四日に調査したところ，明るい内の

16:20から 16：・55にかけて最低35頭のヤマコウモリが

2カ所の樹洞から飛び出すのを確認した（当日，横浜

の日の入り時刻は16:50）。その際にホオジロの地鳴

きを激しくしたようなチッチッ という可聴域の声と
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図1 ねぐらが発見された場所．国土地理院I: 50000地

形図「上野原」より作成．

20kHz前後の超音波を確認した。飛び出した 2カ所

の樹洞は，樹洞下部の高さ 13.5m，入口（縦） 40 cm 

×（横） 10 cmと（図3），樹洞下部の高さ 17.7m，入

口 （縦）80 cm× （横）5 cmで、あった（図4）。 これら

の樹洞の入口の値は目測によるものである。

ねぐら下で‘拾得した死体について

2001年5月l日，県道上にて著者がヤマコウモリの

死体を拾得した（図5）。 死体は損傷が激しく，頭骨

などに骨折が見られた。そのため，計測可能部位は

前腕長（62.5mm）のみであった。現在，この標本

は相模原市立博物館に収蔵されている。



図2 ねぐらのあるケヤキ （右側）．

図3ヤマコウモリの出てくる樹洞I.

図4ヤマコウモリの出てくる樹洞2.
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図5拾得したヤマコウモリ．
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東京南西部多摩川中流域におけるサワガニ体色変異集団の分布

鈴木惟司

Tadashi Suzuki: Coloration and distribution of the Japanese freshwater crab 

Geothelphusa dθhaani (White) in the middle reaches of the Tama River in the 

south-west area of Tokyo. 

Summary: Distribution of BL (bluish body-color type) and DA (dark body-color type) populations of the 

Japanese freshwater crab Geothelphusαdehaani (White) was investigated in the middle reaches of the Tama 

River, mainly in Hachiohji City in the south-west area of Tokyo. On the right bank of the Tama River, DA 

populations were found in the upper s紅白msof and on the north of the Asakawa River which is one of the m勾or

tributaries of the Tama River. On the other hand, BL populations were distributed on the south of the Asakawa 

River, including Tama Hills. On the l巴ftbank of the Tama River, BL populations were found at Todoroki, 

Meguro-ku and Ohkura, Setagaya-ku , and a DA population was found at Ohsawa, Mitaka City, Tokyo. A DA 

population was also found at Miyadera, Iruma City, Saitama Prefecture. One Mixed population was found at 

Tatemachi, Hachiohji City. 

はじめに

サワガニ Geotheかhusadehaani (White）は本州，

四国，九州地方各地の清流域に生息する 日本固有の

カニで，その体色に顕著な変異のあることが知られ

ている（嶺井， 1968；酒井， 1976；三宅， 1983）。 日

本国内におけるサワガニの体色変異集団の分布や遺

伝的分化については， 一寸木（1976）以来多くの研

究が積み重ねられてきており，その実態が明らかに

なりつつある（一寸木， 1976,1980; Yamaguchi & 

Takamatsu, 1980：，菅原 ・蒲生，1984;Nakajima & 

Masuda, 1984：，鈴木 ・津田， 1991；鈴木，1992, 1998, 

2000; Aotsuka et αl., 1995：，西村 ・鈴木，1997；鈴木，

1997；和田， 1997;Ikeda et al,. 1998; Okano et al., 2000）。

東京・神奈川を含む関東南部のサワガニには，成

長すると体色が青色を呈する個体から成る集団（以下

BL集団）と，黒褐色ないし黒紫色を呈する個体から

成る集団（以下DA集団）が存在する。両体色集団

の分布状況は神奈川県で詳細に調べられた（一寸

木， 1976；鈴木， 1992, 1998, 2000；鈴木，1997）。

岡県内では両者は分布域を違えており （側所的に分

布する），DA集団は主として丹沢地域に， BL集団

はその他の地域に分布することなどが明らかにされて

いる（同前）。また，神奈川県西部に隣接する東海

地方静岡県小山町や御殿場市周辺の両者の分布様

式も報告されている（一寸木， 1976；西村 ・鈴木，

1997）。さらに，神奈川県および周辺に分布するこれ
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らの体色変異集団では，歩脚の毛の長さが異なるこ

と（西村 ・鈴木， 1997；鈴木， 1997,2000），両集

団聞で交雑は起こ り得るものの，両者は集団遺伝学

的にも遺伝子流動上の制約のある別グループであるこ

となどが明らかにされている（Aotsukaet al,. 1995; 

鈴木，2001）。

東京都南西部諸地域は，地勢的には神奈川県北東部

と連続し，神奈川県に生息する生物の生息分布状況を

より良く理解するためには無視することの出来ない地

域である。筆者は，先に，神奈川県相模川中流域にお

けるサワガニ体色変異集団の分布状況を調査した（鈴

木， 2000）が，さらに，それらの分布境界域を明らか

にすることを主な目的として，相模川中流域と繋がる

八王子市を中心とした多摩川中流域における体色変異

集団の分布調査を実施した。このたびその調査結果を

とりまとめることができたので報告する。

調査地および方法

調査地域

調査地は，東京南西部多摩川中流域のうち，主に，

多摩丘陵北部から加住丘陵に至る多摩川右岸 （南

側）地域である（図 l：調査地域A）。

この地域には，神奈川県川崎市や東京都の八王

子，日野，多摩，稲城，町田の各市が含まれる。ま

た主な河川として，多摩川本流の他，支流の谷地川，

川口川， 浅川，程久保川，大栗川および三沢川， さ



十
Q BL集団
• DA集団

⑨ MIX集団

東京都

埼玉県

川崎市

0 2Km 
L-ー・...... ・E・－＇

図1 多摩川中流域周辺におけるサワガニ体色変異集団の分布．調査地点を示す番号は表lの調査地番号

と対応する．調査地番号のない境川流域分布調査結果は，鈴木 （2000）より引用した．

らに鶴見川上流部等が分布する。また境川が，神奈

川県と東京都の境界にあたる多摩正陵西南部沿いを

流れている。

上記地域内は近年都市化が急激に進んでいる。サ

ワガニの見られた地点の大部分は，開発により分断

された状態で僅かに残された清流域あるいは湧水地で

あった。

体色変異集団の分布境界域を見い出すことを目的と

した本調査では，調査域の中でも分布境界域を明ら

かにする上で必要と思われた各河川上流域の調査を

やや詳しく行なった。また調査域は市街地化が進んだ

所が多く，水質が悪くて調査のできない所や，調査を

実施してもサワガニが採集できないケースも多々あっ

た（これらは調査結果に含めていない）。従って本報

で示す調査地点は比較的特定の地域に集中した。な

お，この地域の体色変異集団の分布図を作成するに

あたって，多摩正陵西部南縁を流れる境川流域の分

布データ（7地点分）も鈴木（2000）より引用した。

なお多摩川中流域として，多摩川左岸（北側）地

域における体色変異集団の分布調査も行なったが，

多摩川左岸側は右岸側以上に都市化が著しく ，今回

分布資料が得られたのは，東京都三鷹市大沢（図1: 

St.33）， 世田谷区大蔵 （同St.32），目黒区等々力 （同

St.31) （多摩川水系）および水系は異なる （荒川水

系）が，埼玉県入間市宮寺（同 St.30）の合計4地

点のみであった。

調査方法

調査方法および体色変異集団の判別は鈴木（2000)
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に従った。ここでは主要な点だけを簡単に述べる。調

査個体として，甲幅20mm.l2J、上の大形個体を各調査地

でオスメス込みで10個体以上集めるようにした。10個

体以上採集出来なかった場合は，その地点での下限サ

イズを甲幅18mmとして調査個体数を増した。これら採

集個体の体色型と歩脚の毛の長短の組み合わせから，

調査地のサワガニ集団がBL集団，DA集団， MCX（混

棲）集団のいずれに入るかを判定した。

調査結果

表lに，多摩川右岸（St.I～St.29）および左岸地域

(St.30～St.33）のBL集団・DA集団の分布を示した。

調査地が生息地としては不適な市街地に近いことも多

く，採集個体を得たとしても少数である場合が少なくな

かった。そのため，調査個体下限サイズを甲幅18mm

としても調査個体数が10匹に満たない場所が12地点

(36.4%）もあった。それらの地点については甲幅18

mm以下の個体も観察したが，大型個体のみによる集

団判別結果と特に矛盾するようなことはなかったので，

調査個体数の多寡に拘らず表lによる集団判別結果に

基づいた分布調査結果を述べる。

全調査地点中，BL集団が見られたのは17地点，DA

集団は15地点だ、った。このほかにl地点でh位X集団

が見られた。

図lに，表lおよび境川流域のデータ（鈴木，2000)

をもとにした多摩川中流域の体色変異集団の分布状

況を示した。全体的には，多摩川支流域においても上

流側にDA集団，下流側にはBL集団が分布するとい

う，神奈川県内の表丹沢地域，酒匂川中流域および相



模川中流域等の分布（鈴木，1992,1998,2000) 

と同じ傾向が見られた。

以下，多摩川右岸流域の多摩丘陵北西部

周辺，浅川流域と加住正陵，そして多摩川

左岸側流域のJi［頁に体色変異集団の分布状況

を述べる。

表1 多摩川中流域周辺におけるサワガニ体色変異集団の分布

St.水系河川名

調査場所 調 査標高 調 査 集団

年／月／日 (m）個｛持主2）判別結果

96/11/10 180 

97 /5/29 

97 /5/29 

95/11 /29 130 

100 96/1 0/19 

97 /5/30 

97 /5/3 0 

97 /6/13 

91 /11 /13 170 

00/4/17 

95／日／2

97 /7 /4 

92/5/23 

00/9/7 

97/6/13 

97 /6/4 

95/7／つ
96/11 /9 

八王子市川町 96ハ0/19 160 
八王子市元八王子 96ハ0/17 175 
八王子市元八王子 96ハ口／17 200 

八王子市長房町 96/10/17 155 

八王子市甘里町 94/04ハ8 200 
八王子市高尾町 91 /11 /20 240 

八王子市南浅川町 91ハ1/18 250 
八王子市初沢町 96ハ0/17 160 
八王子市初沢町 96/1 0/1 7 200 

八王子市舘町 95/10/25 190 

八王子市舘町 95/10/25 190 

八王子市寺田町西日5/11/8 

八王子市大船町 95/4/4 

八王子市大船町 95/11/08 140 

33 多摩川大沢川 目黒区等身力 92/9/24 25 

1）神奈川県川崎市，城山町，埼玉県入間市。 他は東京都。
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I也名1)

八王子市戸吹町

八王子市加住町

田野市東豊田

八王子市宇津貫

八王子市長山

日野市南平

日野市程久保

日野市三沢

八王子市鑓水

八王子市鑓水

八王子市南大沢

多摩市連光寺

川崎市麻生区

28 鶴見川鶴見川 町田市上小山町

29 多摩川五反田川 川崎市多摩区

30荒川柳瀬Jll（狭山湖）入間市宮寺

31多摩川野 川 三鷹市大沢

32多摩川仙川 世田谷区大蔵
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5 DA 

7(2) DA 
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13 DA 

9(2) DA 

4 DA 

日 DA 

20 DA 
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12 DA 

17 DA 

18 MIX 

14 日L

15 BL 

6(1) BL 

13(4) BL 

7 BL 

16 BL 

2 BL 

20 BL 

14 BL 

15 BL 

19 BL 

25 BL 

6(1) BL 

20 BL 

6(1) BL 

18 DA 

4 DA 

7(1) BL 

19 BL 

多摩丘陵北西部周辺

多摩丘陵は，東京都八王子市西南部から

三浦半島の付け根（神奈川県横浜市南部お

よび鎌倉市）まで広がる丘陵地帯である。本

調査の行なわれた多摩丘陵地域は，概ね，

多摩丘陵北西部に相当する。この区域は，

西側を関東山地，北側を多摩川支流の浅

川，東側を多摩川本流，そして南側を境川

や鶴見川の上流域に固まれている。また正

陵内部を多摩川支流の大栗川等が谷を刻ん

でいる （図1）。

多摩正陵北西部周辺にはBL集団が広く分

布していた。鶴見川 （St.28），三沢川 （St.27)

および大栗J11 (St.23とSt.24）の各源流部で

もBL集団のみが認められた。

この地域に広く分布するBL集団に対し，

DA集団は，関東山地との境界地帯である

浅川支流湯殿川の源流部（St.13）でのみ記

録された。図lにも示されているように，St.13

に近い境川の源流部でもDA集団が分布して

いる（鈴木， 2000）。

また，本調査で確認された唯一のMIX集団が，湯

殿川の上記とは別の沢の水源に近い源流部（St.14）で

認められた。ちなみに，沢の水源地までMIX集団が

占めていてDA集団の見られない例が，神奈川県内の

日向川薬師沢の枝沢で観察されている（鈴木2000の

St.80上流側）。
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2）オスメスの合計数。 f舌弧内に示されているのは甲幅が18mm以上20mm未満の個体。
他は甲幅20mm以上。

浅川流域および加住E陵

浅川は関東山地南東部に源を発する。全体的には西

から東に向かつて流れ，東京都日野市で多摩川本流

に合流する。 中流域で，北浅川 （浅川本流），南浅

川，湯殿川，川口川等に分かれている（図 l）。

浅川本流右岸域（浅川本流の南側）を流れる支流湯

殿川では，前項で見たように，関東山地寄り源流部に

DAおよびM収集団が見られた。しかし，それらを除

くと，湯殿川流域および湯殿川との合流点より下流側

の浅川右岸では全てBL集団が記録された。

南浅川やその北に隣接する城山川では上流部にDA

集団が分布していた。南浅川や城山川の下流域は市

街地が広がり，調査は困難であった。しかし南浅川下

流部のSt.7(DA集団）の結果から推察すると，両河

川ともども，下流域にもDA集団だけが分布している

と考えられる。

浅川左岸側（北側地域）は，浅JIIと多摩川本流（お

よび支流の秋）｜｜）とに挟まれた，加住丘陵を含む地域

である。この地域で認められたのはDA集団のみで

あった（St.1～ St.3）。

以上の結果をまとめると，浅川本流（北浅川）上流

部の調査は行われていないものの，浅川全体で見れ

ば，上流部（源流部）と左岸側（北側）地域にはDA

集団が，右岸多摩丘陵側（南側）にはBL集団が分

布すると言えよう。

多摩川左岸地域

多摩川本流左岸地域では， 下流側の東京都目黒区

等々力 （St.33）および世田谷区大蔵（St.32）にはBL集

団が分布していた。それに対し，上流側に位置する三

鷹市大沢（St.31）および埼玉県入間市宮寺（St.37；た

だし荒川水系）にはDA集団が分布していた。世田谷

区大蔵と三鷹市大沢の聞には調布市や狛江市が広が

り，この地域内に分布境界域があると思われたが，都

市化が著しく，十分な調査を遂行するに至らなかった。
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おわりに

相模川東岸 ・神奈川県北部低地に分布するサワガ

ニBL集団の分布域は，さらに北の多摩正陵北西部に

まで、広がっていた。

多摩川右岸，多摩丘陵北西部に広く分布するBL集

団は，多摩丘陵西端部，関東山地との境界域では，

丹沢方面のBL集団と同じように，Jllの上流部でDA集

団と置き代わっていた。

また北部方面では，東西方向の流れをもっ浅川が

BL集団の分布北限となっており，浅川左岸側はDA集

団のみが分布していた。このことは浅川が，東京南西

部の多摩川右岸側低地における， BL・DA両集団の

分布境界域となっていることを示している。

一方，多摩川左岸側では，浅川との合流部の東南

寄りに位置する調布を中心と した地域が，BL・DA両

集団の分布境界域と考えられた。しかし，調査地点数

が少なく ，分布境界地域を明らかにするには詳細な調

査が必要で、ある。

結果として，多摩川中流域全体で見ると，BL・DA両

集団は分布の置き代わり地帯を挟んで，上流側にDA

集団，下流側にBL集団が分布し，両者が分布する支

流単位で見ても上流側にDA集団そして下流側にBL集

団が分布するするという，神奈川県中央・西部の主要

河川に見られる分布と同じ傾向を表していた。

要約

束京南西部多摩川中流域周辺におけるサワガニ体色

集団の分布を調べた。

多摩川右岸側地域では，多摩丘陵北西部の広い範

囲に渡り BL集団が分布していた。 DA集団は，多摩

川支流浅川の山地側上流部と浅川の左岸側 （北側）

山北にあたる多摩川の浅川より上流側地域に分布して

いた。なお，湯殿川源流部 （八王子市館町）でMIX

集団が見られた。

多摩川左岸側地域では，都市化のためあまり調査が

できなかったが，東京都目黒区等々力および世田谷区

大蔵でBL集団が，三鷹市大沢および埼玉県入間市宮

寺（荒川水系）でDA集団を記録した。

謝辞

東京都世田谷区のサワガニについての貴重な情報を

お寄せ頂いた，九州大学・ 鮫島智行氏にお礼申し上

げる。
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三浦半島、油壷湾内で採集されたウシエピの稚エビ

山田和彦・池田等

Kazuhiko Yamada and Hitoshi Ikeda: Record of juvenile big tiger shrimp, 

Penaeus monodon in Aburatsubo Bay, Miura Peninsula, central Japan. 

はじめに

ウシエピPenaeusumonodonは，インド・西太平

洋の熱帯・亜熱帯海域に広く分布する大型のクルマ

エピ属のエピである （林，1981,1986）。 東南アジア

などでは養殖がさかんに行われ，ブラックタイガー

の名で食用に供されている。本種は，着底期以降の

一時期にマングローブなとなの浅海汽水域にすみ，成

長に伴って沿岸深所に移る （Takeda,1988）。圏内で

は房総半島以南に分布するとされるが（林， 1986),

その記録は少ない。

2001年9月14日，ウシエピと思われる稚エピが油

査湾内で採集された （図I）。本種は，相模湾や三崎

で採集された記録はある（Kubo,1949；田村， 1999)

が，詳細な採集報告はない。ここでは，ウシエピ稚

エピの形態と，採集時に観察された生態について報告

し，併せて相模湾付近における熱帯性の甲殻類の記

録をまとめた。

三 浦半島

1k圃

図1 採集地．
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記載標本

Class Malacostraca軟甲綱

Order Decapoda十脚目

Family Penaeidaeクルマエピ科

Penαeus monodonウシエピ

葉山しおさい博物館甲殻類標本HSM-Crm-0087o 

本個体は，採集時には全長約5cmであった。しか

し，海中垂下式の龍に入れておいた 20日間の聞

に， 2回脱皮を行ったため，ここでは脱皮後の測定

結果を示す。

全長79.Smm，体長72.6mm，頭胸甲長 18.8mm,

体幅9.5mm。額角は脱皮時に破損したのか，先端部

分が欠損している。額角上縁の歯は7本，下縁の歯

は2本。額角側溝は不明瞭。体色は黒緑褐色で，背

面は黄褐色。体側と背面の色の境界は，複雑に入り

組む。第一触角の鞭状部はクリ ーム色と焦茶色の縞

模様がある。

採集時の状況

2001年9月11日に台風が三浦半島付近を通過した。

その2日後，油壷湾奥にある ヨットハーパーの浮き桟

橋に木の枝が流れ着いた。この枝を取り除こうとした

ところ，枝の一部に見えたものが離れ，また自力で元

の位置にもどった。よく見ると暗色のクルマエピに似た

エピで， 全長は約5cmであった。

通常，クルマエピ類の稚エピは砂底を好み，日中は

砂に潜っていることが多い。しかし，ウシエピの稚エ

ピは砂にあまり潜らない。飼育実験の観察によると，

全長5cmの稚エピは，水槽内に設置された小枝に頭

を下にしてとまっていた。暗色の細い体は，一見する

と小枝と区別するのが困難であった（橘高私信）。本

種の生息地の一つであるフィ リピンでは，マングローブ、

の根に，稚エピが付いているのが観察されている （橘

高私信）。これらの行動は，本種の稚エピのマング

ローブ域における擬態と思われ，本報告での観察例と

も一致する。
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ウシエピの幼生期間はおよそ 15日間

で，その後，沿岸の汽水域に戻り着底す

る（Takeda,1988）。他のクルマエピ属の

場合，浮遊生活を送る幼生期間が終わる

と，すぐに着底するため， 浮遊期間を特

定することができる。しかし，ウシエピの

場合，幼生期聞が過ぎても木の枝などに

掴まったまま漂流する可能性があるので，

浮遊期間を特定するのが困難である。静

岡県の浜名湖では，本種が漁獲対象と

なっており，再生産が行われていると思

われる。今回採集された個体を含め，相

模湾付近で採集されるウシエピの起源が，

産卵場としては最も近い浜名湖なのか，

それよりさらに南にあるのかどうかを明ら

図2 油壷湾で採集されたウシエピPenaeusmonodon HSM-Crm-0087. かにするために，より多くの標本を収集

TL79.5mm. a：側面， b：背面． し、海況や採集情報を含め，分析する必

なおl個体目が採集された3日後 （9月16日ごろ），

もう l個体が採集されたが，標本は保管できなかった。

相模湾での熱帯性甲殻類の記録

これまでに相模湾から熱帯性の甲主顕として，ツノメ

ガニ Ocypodecerαtophthalma （渡部， 1976），ハク

センシオマネキ Ucalactea （工藤・山田，2000），ニ

シキエピPαnulirusornatus （池田， 1992）などの記

録がある。これらは，幼生が黒潮にのって相模湾に

到達し成長はするが，冬期の低温下で死亡するため

繁殖に至らない，すなわち死滅回遊の一例である。

ウシエビ、の分布記録の北限は房総半島で，外房に面

した大原港では，個体数は少ないが本種の稚エピが

採集されている（Motoh& Kojima, 1986）。にもかか

わらず，筆者らが1963年から調査を行っている相模

湾と東京湾のクルマエピ漁（底刺網，手操網）で，ウ

シエピの成体は採集されていないことから，死滅回遊

と考えられる。

死滅回遊に関しては，魚類の記録は多くみられる。

しかし，死滅回遊魚の出現メカニズムを解明するまで

には至っていない。また，近年，飼育していた外国

産の魚類を放流したと思われる例がある （瀬能，

2001）。甲殻類に関しても，生きたものがアメリカ東岸

から空輸されているアメリカウミザリガニHomants

americanusの記録があり （渡部， 1993）， 三浦半島

江奈湾で記録されたハクセンシオマネキは，人為的な

放流も考えられる （工藤 ・山田， 2000）。 今回のウシ

エピの記録は，本種の稚エピが国内で観賞用または

養殖用として飼育されることはないので，自然分布と

思われる。
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要がある。
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横浜市金沢区野島海岸で採集されたマゴコロガイ

木村喜芳

Kiyoshi Kimura: Record of Peregrinamor oshimai from Nojima beach, Yokohama 

マゴコロガイPeregrinamorosh仰のはアナジャコ類の

胸部に着生するカワホトトギス科Dreissenida巳の二枚

員である。本種は，庄司 （1938）により福岡県博多

湾産の標本に基づいて記載され，模式産地のほかに

熊本県と東京湾に分布すると された。その後，九州か

ら東京湾までのいくつかの内湾の干潟から記録された

が，近年の干潟の減少に伴い，その生息場所が失わ

れつつある （和田ほか， 1996）。庄司（1938）の原

記載以降，東京湾では宮崎（1941）が金沢八景の海

産生物相に関する報文で材重について記述した以外に

は記録がなく，すでに絶滅したとみなされていた（木

村・山本，1990；和田ほか，1996）。筆者は横浜市

金沢区野島海岸において本種の標本を得たので報告

する。

本報をまとめるにあたり，海をつくる会の荒井雪江氏

には標本を御恵与いただいた。姫路市立水族館の増

田 修氏からは多数の文献・資料を提供していただい

た。標本の登録にあたっては横須賀市自然・人文博

物館の林公義氏に便宜を図っていただいた。ここに

記して感謝の意を表する。

マゴコロガイPeregrinα:moroshimαiShoJし1938

YCM-H（横須賀市自然博物館軟体動物資料）876 I: 

l個体 （図I），神奈川県横浜市金沢区野島町野島海

岸（東京湾）, 1999年2月6日， 荒井雪江氏採集，

殻長 ：8.9mm，殻高： 3.5mm， 殻J!f~ ： 5.5 mm。

採集標本は，体長38.6mmのアナジャコ均ogebia

majorの胸部腹面に足糸でイ寸着していた。アナジャコ

は海岸に打ち上げられたアオサの中に数個体が発見さ
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れたが，本種が着生していたのは上記の l個体のみ

で、あった。

冒頭にも述べたとおり，マゴコロガイは全国的にも産

地が限定され，いずれの産地においても絶滅寸前と

評価されている。模式産地である博多湾においても，

庄司 （1938）が調査した当時には，アナジャコの約4

割にマゴコロガイの着生が認められたとされるが，現

在ではまったく確認されていない（和田ほか， 1996）。

今回の野島海岸での採集例によ り本種の分布東限が

東京湾にあることが再確認されたが，その生息状況は

きわめて稀少であると考えられる。野島海岸は横浜市

沿岸に残された唯一の自然海岸線であり，この周辺

水域からは多くの海岸動物が記録されている（海をつ

くる会，1995）。今後，野島海岸周辺での本種の詳

細な生息状況の確認が必要で、あるが，あわせて生息

水域である干潟環境の保全が望まれる。
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A 

図1.アナジャコの胸部に着生したマゴコロガイ（YCM-H8761，横浜市金沢区野島海岸産）.A, B：アナジヤコの腹面から，

c：アナジャコの側面から（スケールはいずれも 5mm)
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金目川水系4河川におけるタイワンシジミの生息状況

園原哲司

Tetsuji Sonohara: Freshwater clam Corbicula fluminθa in the four rivers of 

the Kaname river system 

はじめに

いわゆる“タイワンシジミ” Corbiculajlumineaは

シジミ科に属する二枚貝で，台湾，中国をはじめ東ア

ジア各地のj炎水域に分布する（黒住， 2000）。タイワ

ンシジミは日本産マシジミ C.leanaと形態上大変類

似しており，多くの色彩型があり形態変化に富む。遺

伝的にも日本産マシジミに極めて近い種であり，ア

メリカの貝類学者の間では，マシジミはタイワンシ

ジミのシノニムであるとする見方もあり，分類学的

な扱いが定まっていなし、（古丸， 200la）。

日本産の代表的なシジミにはマシジミ，セタシジミc
sandai，ヤマトシジミ仁japonicaの3種類がある。タ

イワンシジミやその色斑型シジミの生射津川、｜で、確認さ

れた報告としては，最も初期のものに1985年岡山県倉

敷市のものがあるが（増田・ 波部， 1988），近年西日

本の瀬戸内海流入河川を中心に，タイワンシジミやそ

の色斑型シジミの生息が報告されている（増田・河野・

片山，1998）。

筆者は，1999年神奈川県伊勢原市内の3面コンクリー

図1 タイワンシジミ（上・タイプl，下タイプ2).
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ト農業用排水路で、マシジミに酷似した二枚貝の生息を

確認し，千葉県立中央博物館の黒住耐二氏に同定して

いただいたところ，タイワンシジミ（カネツケシジミ

型 ：Cjluminea王insulalis）であることが判明した。タ

イワンシジミには殻表面が暗緑色および黒色，殻内面

が帯紫色および紫色などの他にもいくつかの色斑型が

あり，本種の形態を一概に書き表すことは難しく，日

本産のマシジミ以上の変異がある。タイワンシジミの

うち，殻表面が黄白色から淡茶褐色，殻内面が白色な

いし撞色を帯び，両側歯が紫彩されているものをカネ

ツケシジミとしている （増田・波部， 1988）。本報では，

カネツケシジミはタイワンシジミのータイプであると

の立場をとり，殻表面が黄褐色，殻内面が白色ないし

白紫色で両側歯が紫彩されているもの（タイプI）およ

び殻表面が黄褐色，殻内面が紫色であるもの（タイプ

2）の二つのタイプをタイワンシジミとして扱う（図I）。

いままでに神奈川県内でタイワンシジミの生息を

確認した報告はないと思われる。2001年に伊勢原市

内の金目川水系の河川でその生息状況を調査したの

でその結果を報告する。

調査方法

調査は2001年4月から同年8月まで，図2に示した

28地点で実施した。調査対象の河川は， 2級河川金

目川水系の渋田川 （Il地点），歌川 （6地点），戸張

川 （5地点），笠張川 （6地点）の4河川で，平塚市

の土安橋より上流を調査した。なお，調査地点の間隔

がおおむね2kmを上回らないようにした。

員類採集には，直径30cmで3mm目のふるいを用い

た。l地点の調査時間は平均30～40分程度とし，採

集した生貝および貝殻は写真撮影し，一部は向上高校

に生物標本として保存した。調査地点の環境について

も写真撮影した （図3）。

調査結果

本調査の結果，対象とした4河川のすべてでタイワン

シジミの生息が確認された。



ンクリ ートであり， 一部砂のた

まっている所にはタイワンシジ

ミが生息していた。カワニナの生

息もこれと重なっていたallI底の

砂は少ないながら，タイワンシジ

ミにとって良好な条件があるも

のとみられる。

(4）笠張川

笠張川は農業用水路で、あり，下

流は2面コンクリート， K3より上

流は3面コンクリートになってい

る。6調査地点のうち3地点でタイ

ワンシジミの生息が確認された。生

貝カ苛信Eされなかった地点でも懸し

い数の殻があった。KSは，3面コン

クリート，オく深10～2伐mで，底部

にところどころある砂だまりにタイ

図2 調査水系と調査地点 宮崎 ・タイワンシミえ生貝確認地点， ・ タイワンシ、ス殻 ワンシジミが生息していた。これは

のみ確認地点， 0：タイワンシ、六未確認地点． 戸張川の生息状況によく似ていた。

K3, K4,K6にはタイワンシジミとカワニナの殻が大

変多く，近年笠張川全域で相当高密度にタイワンシジ

ミおよびカワニナが繁殖していたものと思われる。
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渋田川では稚貝のみの確認で，明らかな定着・繁殖

と判断できないが，歌川・戸張川・笠張川では生息、密

度は低いながら定着・繁殖しているものとみられる。ま

た，タイワンシジミの生息地点はカワニナの生息地点と

も多くの地点で共通していた。

タイワンシジミが多く生息するのは川幅が広く上国交的水

質の良い場所ではなく，幅2m程度の3面コンクリート

用水路で，生活排水 ・水田からの排水が流れ込む場

所であった。水深も浅く， 10～50cm程度だ、った。

(1）渋田川

渋田川では， 11調査地点のうち， 2地点（S3,SS) 

でタイワンシジミの生息が確認された。生貝は少なく10

mm以下のものばかりで， タイワンシジミの殻もあまり

みられなかった。明らかな定着・繁殖とはいえず，近

年繁殖していた形跡は見出せなかった。殻長3mmの

稚貝のみの確認については，渋田川につながる支流

水路で、繁殖している可能性が考えられる。

(2）歌！｜｜

歌川では，6調査地点のうち4地点でタイワンシジミ

の生息が確認された。渋田川に比べると生息数は多

かった。生息場所は水深が20～60 cmで砂は深く泥

が少ない点が共通していた。他の地点で発見されたタ

イワンシジミは内面が白紫色 （タイプI）だが， U4で

は内面が紫色（タイプ2）のものもあり，多くある色斑

型のひとつとみられる。生息密度は低いながら，歌川

全体でタイワンシジミが繁殖していた。

(3）戸張川

戸張JIIは，正確には河川ではなく3面コンクリートの
農業用水路・生活排水路で、ある。歌川に流入する2地

点（Tl,T2）以外では多数のタイワンシジミが確認さ

れ，7mmから20mmまでのものがみられた。底部はコ

平塚市

考察

今回調査対象としたのは，金目川水系の一部にあた

る4河川のみであったが，その全てで生息密度は低い

ながらタイワンシジミの生息が確認された。2000年の

調査では，伊勢原市石田の農業用排水路で50×50cm

の範囲に515個生息していた地点もあった。今後タイ

ワンシジミが良好な繁殖条件の満たされる場所に侵入

すれば，爆発的に繁殖することも予想される。

西日本を中心に，タイワンシジミの生息が広く報告さ

れているので，伊勢原市ばかりでなく神奈川県全域の

河川・水路に移入種のシジミが生息している可能性が

ある。今回調査した河川にはマシジミの生息に関する

過去の記録がないため，マシジミがいなくなったところ

にタイワンシジミが定着した可能性もあり，いわゆる競

争置換により，移入種のシジミが原因で在来種シジミ

の駆逐につながったとは判断はできない。しかし，岡

山市賞田周辺水路のようにマシジミが消えて移入種

に置換してしまった事実もある（増田・河野・片山，1998）。

自然の河川においてもタイワンシジミの移入方羽生来種の

マシジミの繁殖，生息を抑制し，マシジミの衰退につな

がることが十分予想される。

貿易統計に生のシジミが登場するのは1989年であ

り，東南アジア地域からと考えられる外国産シジミの本

州への移入は1980年代からと思われる。漁業養殖業

生産統計年報によると，1999年に日本で消費されたシ

ジミのうち49%は中国をはじめとする輸入シジミである。

輸入シジミカ可玄く国内に生貝としてでまわり，由来のわ
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表 1. 調査地点一覧

水 系 調査地点 調査年月日 護岸・底質 タイワンシシゃミ その他の貝 ・生物
渋田川 Sl 2001.4.15 2面・深い砂 貝類見当らず サカ？キrイ（殻）
渋田川 S2 2001.8.17 2面・砂・醗 不明シγミ殻破片 カワニナ （殻）・メダカ大群
渋田川 S3 2001.8.18 2面・砂・蝶 大 生貝 （8,9ミリ）2個 サカ？キ炉イ （殻）・カワニナ（殻）
渋田川 S4 2001. 7.25 2面・砂・磯 貝類見当らず
渋田川 SS 2001.8.17 2面・砂・醗 大 生貝 （3ミリ）1{固 カワニナ （殻）
渋田川 S6 2001.5.15 2面・砂・泥 貝類見当らず カワニナ （殻）
渋田川 S7 2001.5 .8 2面・深い砂． タイワンシシ守殻破片 カワニナ （殻）
渋田川 SS 2001. 5 .15 2面・砂・醗 貝類、見当らず ホトケ卜ゃシゃヨウ・nゃうハヤ
渋田川 S9 2001.5.14 2面・砂・醍 貝類見当らず カワニナ （殻）・77"7ハヤ
渋田）｜｜ SlO 2001.5.14 2面・砂・諜 貝類見当らず カワニナ（生貝）・サワカコ－力守ラハヤ

歌渋田川 Sll 2001.5.15 ・lR－面二・2深p＿い：J砂~－ 元一亙貝類頁見．て6当プらミ：ず；芦恒一一ー）｜｜ Ul 2001. 7.25 務？有~，－re摂；一一ー

歌 川 U2 2001. 8.17 2面・深い砂 大 生貝 （8～10ミリ）5個 モクrクY二
歌川 U3 2001.5.10 2面・砂・泥 ・ 夕刊ンシシゴ殻破片 カワニナ （殻） ・メゲカ
歌 川 U4 2001.5 .8 2面・深い砂 大 生貝（8～14ミリ）9個 カワニナ （生貝・殻）
歌川 us 2001.5 .8 2面・深い砂 大 生貝（8～11ミリ）8個 カワニナ （生員・殻）
歌戸張川川

U6 2001. 5 .8 J®－面 二・法浅Kい~3砂~－ 一一塁貝翠類男見品当Eらfず－－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー胃・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーTl 2001.4.13 
戸張川 T2 2001. 4.13 3面・深い砂 貝類見当らず
戸張J11 T3 2001.4.13 3面・砂 大 生貝 （9～18ミリ）7個 カワニナ （生貝・殻）
戸張J11 T4 2001.4.15 3面・浅い砂 大 生貝 （9～18ミリ）7個 カワニナ （生貝・殻）

，．，笠戸張~~r川「「 TS 2001.4.21 1R－面ニ・1砂j2＿二・盤磯． ~－－－主息ー_(7二、ご戸l生b又2凡:_Q:_¥/.H_Q個．．カワニナや（~ィE貝（擾・殻） ） 
Kl 2001. 4.15 ． タイワンシγ サカ？キカ

笠5~む I I K2 2001. 4.15 2面・砂・泥 大 生貝 （6～7ミリ）3｛固 サカ？キrィ（殻）
笠5目｜｜ K3 2001.4.15 3面・浅い砂 大 生貝 （6ミリ）1個殻多数 カワニナ （殻） 多数
笠張川 K4 2001.4.21 2面・砂・泥 ・ 夕刊ンシγミ殻多数 カワニナ （完全）多数
笠5ru11 KS 2001.4.21 2面・砂・泥 大 生貝 （6～20ミリ）11{固 カワニナ （殻生貝）） 
笠5劃｜｜ K6 2001.4.21 3面・砂・諜 ・ 夕刊ンシシゴ殻多数 カワニナ （ 多数

※ 女：タイワンシ、穴生貝生息 ・：タイワンシ、え殻のみ確認．

からない輸入シジミが国内の河川に放流される可能性

も大きくなる。

移入種定着の経緯としては，放流，生貝の混在する

選別屑の河川への投棄などが考えられる。特にタイワ

ンシジミは批勧住同体で生殖方法もマシジミと非常に類似

し，雄性発生という動物界でも稀な自家受精で繁殖す

ることが可能である（古丸， 1999；古丸， 200lb）。タ

イワンシジミは一個体でも繁殖することができ，マシジ

ミ，セタシジミ，ヤマトシジミなどの国内産シジミとは比

べものにならないほどの繁殖能力をもっ。外国産シジ

ミの移入のもたらす問題としては，マシジミの繁殖が大

きな打撃を受ける危険性があること，殻住によって生ま

れる雑種が繁殖能力を失う可能性があること，員に寄

生， 付着する動物， 病原体の危険性などが指摘され

ている（古丸， 2001a）。

移入生物のFo~題はようやくクローズアップされつつある

が，一般の認識はまだ低い。地域の自然環境の中で

生息してきた多様な生物が，人為的な要因によってこ

れ以上大きなダメージを受けることは避けなければなら

ない。

今後，現状の把握のために神奈川県全域の河川・水

路でタイワンシジミをはじめ移入種の生息調査が実施

され，生息状況の記録の蓄積が必要である。また，シ

ジミ類は外来種の原産地である大陸地域において分類

が十分に確立されておらず，そのために移入種の同定
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や原産地の推定が難しくなる （中井・松田， 2000）。分

類学的な扱いを明確にするためにも，参照資料として

各地の実物標本を収集することが不可欠である。博物

館等の公的研究機関が，公表されていなし、情報や実物

標本の収集，新たな調査の推進の中心となる必要があ

ると思う。さらなる広報活動によって，一般の研究者

や各朝交の生物系クラブ等とのネッ トワークづくりも，

こうした地道な研究には有効であろう。

本報のような分布情報の報告が，新たな調査研究

活動のきっかけとなれば幸いである。

i~1 辞

各河川における生息調査では，向上高校生物部水

生班の生徒諸君によるところが大きい。千葉県立中央

博物館の黒住耐二氏には，タイワンシジミの同定でお

世話になるとともに多くの情報提供をいただいた。ま

た，この報告をまとめるにあたって，三重大学の古丸

明氏，姫路市立水族館の増田修氏，平塚市博物館の

浜口哲一氏に種々のご教示をいただいた。謹んで感謝

の意を表する。
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平塚市および大磯町の海岸に漂着したイ力類

山田和彦・浜口哲一

Kaz uh五rnYamada and Tetsuichi Hamaguchi: Stranded squids on the beach of Sagami Bay. 

はじめに

平塚市博物館では1990年から漂着物を拾う会を定期

的に催し，平塚市虹ケ浜海岸を中心に漂着物の観察と

収集を行ってきた。近年，同会会員の新井和雄氏らに

よって，軟体部の保存されたイカ類が相次いで発見さ

れ，博物館に届けられた（図1）。イカ類の漂着に関す

る報告は少なく，日本海沿岸のものについて本間

(1983）などがあるのみである。相模湾においてはこれ

までまとまった報告はない。ここでは， 2000年10月か

ら2001年9月までに漂着し，平塚市博物館に資料とし

て収蔵されたイカ類について報告する。

採集されたイ力の種類

採集されたイカはツツイカ目開眼亜日の3科6種で

あった（表1）。各種の詳細を示す。

1ホタルイ力モドキEnoploteuthis(Paraenoploteuthis) 

chuni （図2.1)

HC恥1-54-1746, 1747, 1748, 1749, 1750, 1751 

f 
iよ

相模湾

1.Sk• 

図1 採集地.1.大磯町照ヶ崎，2.平塚市虹ケ浜；3.龍城ヶ

li; 4.袖ケ浜
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本種の外套膜後端は長く，ゼラチン質になってい

る。触腕の掌部には8個前後の鈎と，その前方に4列

の小吸盤を持つ。腹面前部に明瞭な8列の発光器が

あるが，後部は不明瞭であるなどの特徴をもっO

日本列島を中心とした北西太平洋に分布し，主に中

層に生息する。相模湾でも三浦半島の定置網での漁

獲やキンメダイの胃内容として記録がある（Kubodera

& Yamada, 2001）。

本種は本報告中，最も個体数が多かった（6個体）。

採集月をみると， 3月の l例を除き， 6～8月に集中

している。外套長は， 79mmから 96mmで130mmま

で成長する材重としては未成体であると思われる。

2スジイカEucleoteuthisluminosa 

HCM-54-1752,1753 

本種はスルメイカに似た体型を持つが，腹面に2本

の明瞭なすじ状の発光器があることが特徴である。

北太平洋と南太平洋，インド洋，大西洋南東部など

に広く分布する。相模湾では沿岸の定置網で比較的

ふつうに漁獲される （久保島， 1992）。

本報告では， 2個体が記録された。採集月は5,6 

月であった。外套長はどちらも約1lOmmで， 220mm

まで成長する本種としては未成体である。

3.シラホシイ力野aloteuthispelagica 

HCM-54-1754 

本種はスルメイカに似た体型を持つが，腹面に瞳孔

大の白色の発光器が19個あることが特徴である。

本州中部沖以南，太平洋の熱帯，亜熱帯海域と北

西大西洋に分布する。主に外洋域に生息するため，沿

岸域での記録は少なく，相模湾からは初記録である。

本個体は， 10月に記録された。外套長は72mmで，

90mmまで成長する本種としては，やや小型である。

4.ア力イ力 Ommastrephesbartrami 

HCM-54-1755 



表1 平塚市，大磯町の海岸に漂着したイカ類

標本番号 採集年月日
外套背長

採集場所＊ 採集者(mm) 

ホタルイカモドキ科

ホタルイカモドキトICM-54-1746 2001.3.30 86 平塚市藷城ヶJi(3) 新井和雄

HCM-54 1747 2001.6.13 87 平塚市龍城ヶ丘（3) 新井和雄

HCM-54 1748 2001.7.1 79 平塚市龍城ヶ丘（3) 新井和雄

HCM-54-17 49 2001.8.14 90 平塚市虹ケ浜 (2) 新井手口雄

HCM-54-1750 2001.8.14 96 平塚市虹ケ浜 (2) 新井和雄

HCM-54 1751 2001.8.30 86 平塚市龍城ヶ丘（3) 新井和雄

アカイカ科

スジイカ HCM-54 1752 2001.5.28 111 平塚市虹ケ浜 (2) 新井和雄

日CM-54-1753 2001.6.13 113 平塚市龍城ヶ丘（3) 新井和雄

シラホシイカ 日CM-54-1754 2000.10.13 72 平塚市虹ケ浜 (2) 新井和雄

アカイカ HCM-54 1755 2001.5.15 

ヤセトピイカ HCM-54-1756 2001.8.25 

ユウレイイカ科

ユウレイイカ HCM-54-1757 2001.9.24 

＊（）内の番号は図 l. 中の番号に対応

本種はスルメイカに似た体型を持つが，鰭は幅広

く，胴も太短い。トピイカとは，外套膜と漏斗軟骨

器が癒着せず，簡単にはずれる（トピイカは癒着し，

簡単にはずれない）ことで区別できる。

赤道付近を除く世界の亜熱帯から亜寒帯に広く分布

する。相模湾では沿岸の定置網で漁獲されるが，個

体数は多くない（Kubodera& Yamada, 200 l ）。

本個体は， 8月に記録された。外套長は192mmで，

lmまで成長する本種としては未成体である。

5ヤセトピイカOrnithoteuthisvolatilis 

HCM-54-1756 

本種はスルメイカに似るが，胴は細長く，後端は尖

る。触腕掌部の吸盤にある角質環には，ほほ同大の18

から21個の鋭い歯が並ぶ（アカイカやトピイカは，90

度ごとに並ぶ4本のはが大きい）ことが特徴である。

日本の南部，南太平洋，南アフリカ東部に分布し，

主に外洋の沖合に生息する。本種は，小田原沖で採

集された標本に基づき新種記載された（Sasaki,1915) 

が，その後，相模湾での採集記録はない。

本個体は， 8月に記録された。外套長は105mmで，

310nunまで成長する本種としては未成体である。

また，今回の調査中， 1960年代に二宮町五ッ浦漁

場の定置網で漁獲された個体（HCM-54-1758,DML. 

116mm）の標本を確認できた。

6ユウレイイカChiroteuthisimperator 

HCM-54-1757 

本種は全身が寒天質である。体は細長く ，鰭は丸
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192 平塚市袖ケ浜 (4) 新井和雄

105 平塚市龍城ヶ丘（3) 新井和雄

140 大磯町照ヶ崎 (1) 南那津子

い。腕のうちの2本（第W腕）は太く長い。触腕は

ひも状で長く，掌部の吸盤は非常に細かいなどの特

徴がある。

本州中部以南からインドネシアまでと，インド西部に

分布し，主に中層に生息する。相模湾では沿岸の定

置網でまれに漁獲される （Kubodera& Yamada, 

200 I）。

本個体は， 9月に記録された。外套長は140mmで，

250mmに成長する本種としては小型である。

おわりに

今回の報告は，わずかl年あまりの期間に採集され

た資料に基づくため，各種の出現特性などを特定する

までには至らなかった。イカ類は，腐敗または他の動

物による捕食などによって，軟体部が保存されること

が少ない。また，これまでは単に『イカJとして見過
ごされていることも考えられる。今後も調査を継続し，

資料が蓄積されれば，平塚市および大磯町の海岸に漂

着するイカ類と海況の関係も論議できるであろう。

なお，海岸に漂着するイカ類としては，コウイカ

類の殻が最も多い。コウイカ類の殻は， 腐敗しにく

く水にも浮くため，漂着物としての発見は多い。し

かし，相模湾付近のコウイカ類を殻によって識別す

ることは，現段階では困難で、ある。コウイカ類の殻

による種同定も，漂着イカ類の研究を進める上で，

大きな課題の一つで、ある。

謝辞

本報告を作成するに当たり，標本を採集し寄贈下
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図2. 1.ホタルイカモドキEnoploteuthis (Paraenoploteuthis) chuni; 2.スジイカ Eucleoteuthisluminosa; 3.シラホシイカ

Hyaloteuthis pelagica; 4.アカイカOmmastrephesbartrami; 5.ヤセトピイカOrnithoteuthisvolatilis; 6.ユウレイイカChiroteuthis

imperator 

41 



さった新井和雄氏，南 那津子氏，助言をいただい

た国立科学博物館の窪寺恒巳博士，資料整理にご協

力いただ、いた永井紀行氏に深く感謝する。
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三浦半島・南下浦（東京湾口）産ヒトデ類

池田等・倉持車司

Hitoshi Ikeda and Takashi Kuramochi: Sea stars collected from off Minami-shitaura 

(mouth of Tokyo Bay), coast of Miura Peninsula, Kanagawa Prefecture, central Japan. 

はじめに

日本周辺海域に棲息するヒトデ類は，およそ280

種が報告されている（佐波，2000）。 そのうち相模湾

からは， 昭和天皇の採集品にもとづき 13科68種が

報告され （林，1973），その後Shigei(1991）などによ

り数種類の追加がなされている。

本稿では，筆者らが東京湾口の三浦市南下浦沖に

おいて， 1963年以来，継続して行っている生物相の

調査からヒトデ類8科11属19種が採集されたことを報

告する。

本報告にあたり，採集調査にご協力いただいた南下

浦周辺の漁業関係者，椎名泰之氏（横須賀市）に感

謝申し上げる。

調査方法

1963年4月から 2001年10月までの期間に，東京

湾口南下浦沖 （図 1）において漁業者が行った，設

置深度・底質の異なるシロギス （水深ふ20m）・クル

マエピ（10-30m）・イボダイ （20-100m）・マコガレイ

(30-80 m）・タチウオ（30-120m）・ヒラメ （30-200m）・

アカムツ （200-250m）の底刺網，マダコ（5-15m) 

を目的としたタコ壷など，水深5・250mに設置した各

種漁法，および潮間帯の採集，打ち上げにより得ら

れた標本について種の同定を行い目録を作成した。

採集された標本は，液浸・乾燥標本にし，葉山しおさ

い博物館に保管されているものは，HSM-E（葉山しおさ

い博物館所蔵赫皮動物資料）として登録されている。

結果および考察

本調査により， 8科11属19種が採集された。この

種数は，これまでに日本周辺海域より報告されている

ヒトデ類（およそ280種）の6%にあたり，相模湾（江

ノ島から城ヶ島に至る海域）から報告された68種のほ

ぼ25%に当たる。また，本海域から採集された種のす

べては，相模湾産と共通種である。

これまでに本調査海域にあたる東京湾口・浦賀水道
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図1 調査海域．

に特定したヒ トデ類相に関する報告はないが，周辺

海域の千葉県沿岸から，）｜｜名（1988;1989），佐波

(2000）の報告がある。佐波（2000）は，千葉県沿

岸全域に生息するヒトデ類として14科29属46種を記

録し，うち房総半島沿岸浦賀水道から筆者らの採集

記録にないクロスジモミジ、ガイAstropectenkagosjmensis 

DeLoriol，オオニセモミジガイCtenopleuraludwigi (De 

Lorio！），エゾヒトデAphelasteriasjaponica (Bell）を報

告している。また， Hayashi( 1940）は，浦賀水道を模

式産地としてレギ、ユラ ヒメヒトデHenriciaregularis 

Hayashi，ウラガマクヒトデドPterasteruragaensis 

Hayashiの2種を記載しているが，これらについても筆

者らの調査では確認されていない。

筆者らは相模湾においても， ヒトデ類相について長

年追求しており，その結果，本調査海域においては，

ヤツデスナヒトデLuidiamaculata Muller et Troschel, 

スナヒ トデLquinariαvonMartens，トゲモミジガイA.

polyacanthus Muller et Troschel，イトマキヒトデ

Asterinαpectinφra Muller et Troschel，キヒトデ
Aster，附 amurensisLutken などカf相模湾沿岸海域に比

べ生息、個体数が多い事が分かつた。これは，三浦半

島の西岸にあたる相模湾海域に比べ，当海域が東京

湾からの内湾水の影響で，海底にヒ トデ類が捕食する

軟体動物などが豊富であるためと考えられる。一方，



図2 la-b. ニセモミジガイ CtenopleurajisheriHayashi: 1975.5 HSM・E-0110.（乾燥標本）R=87.3 nun 2a-b.ウデナ

ガゴカクヒ トテ，.Mediaste1brachiatus Goto: 1978. HSM-E-0115. （アルコール液浸標本） R=39.6 nUTI; 3a-b.ユミヘリゴカ

クヒトデMediasterα1cuatus (Sladen): J 978. HSM-E-0112. （乾燥標本） R=59.6mm. 

ヤツデヒトデCoscinasteriasacutisoina (Stimpson) 

は，相模湾より当海域の方が生息個体数は少なく，こ

れは本種が潮通しのよい海域を好むためと思われる。

調査海域の種類数が相模湾より少ないという結果が

得られたが，当海域は，相模湾に比べ内湾的要素 （東
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京湾からの内湾水の景免警による）が強いことによって，

種の多様性が制限されていると考えられる。その他に

も，当海域より相模湾の底質がさまざまなことや，黒

潮の影響が強Uミことなどが両海域のヒ トデ類相の種の

組成や生息個体数を決定しているものと推察される。



図3. la-b. ニチリンヒトデSolastercf. paxillatus Siad巴n 1980. HSM-E-0116. （アルコール液浸標本） R=85.4 mm; 

2ab.ウチダニチリンヒトデSolasteruchidai Goto: 1984.4. HSM-E-0051. （アルコール液浸標本）R=46.3 nun; 3カンム

リヒトデCoronαste1νolseUσtus(Sladen): 1995.5.HSM-E-0087. （アルコール液浸標本） R=135.8 nun. 
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三浦半島・南下浦（東京湾口）産ヒトデ類目録

目録について：分類体系は佐波（2000）に，学名は

林（1973）および小黒（1995）に従った。 HSM-Eと

示している標本は，葉山しおさい博物館所蔵赫皮動物

資料登録番号。

ヒトデ綱 Class Asteroidea 

スナヒトデ科 Family Luidiidae 

1.スナヒトデ Luidiaquinaria von Martens 

1986-3. 打ち上げ干采集 HSM-E・0039; クルマエピ

刺網

2.ヤツデスナヒトデ Luidiamaculat，αMuller et Troschel 

1972-5. クルマエピ刺網 HSM”E-0113 

モミジガイ科 Family Astropectinidae 

3.ヒラモミジ Astropecten latepinosus Meissner 

シロギス刺網 ・打ち上げ （確認）

4.モミジガイ Astropecten scoparius Valenc1ennes 

シロギス刺網・打ち上げ HSM-E-0117 

5.トゲモミジガイ Astropecten polyacanthus Muller et 

Troschel 

1995-5. クルマエピ刺網 HSM-E-0109 

2001-3. クルマエピ刺網 HSM-E-0103 

6.ニセモミジガイ Ctenopleura jisheri Hayashi 

1970-5. クルマエピ刺網 HSM-E-0110 

7.ハダカモミジ Dipsacasterpretiosus (Doderlein) 

2001-9. クルマエピ刺網 HSM-E-0104, 0108 

ア力ヒトデ目 OrderValvatida 
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アカヒトデ科 Family Ophidiasteridae 

8.アカヒトデ Certonardoa semiregularis Muller et 

Troschel 

2000-9. イセエピ刺網 HSM-E-0107 

ゴ力クヒトデ科 Family Goniasteridae 

9.ウデナガゴカクヒトデ Mediαsterbrachiatus Goto 

1978－冬． アカムツ刺網 HSM幽E・0115

10.ユミヘリゴカクヒトデ Medi仏sterαrcuatus(Sladen) 

1978－冬 ヒラメ刺網 HSM-E-0102

イトマキヒトデ科 Family Asterinidae 

11.イトマキヒトデ Asterinapectinifi rαMuller et 

Troschel 

2001-9. クルマエピ刺網 HSM-E-0105・イセエピ刺網・

打ち上げ

12.ヌノメイトマキヒトデ Asterinabatheri Goto 

イセエピ刺網・磯採集（確認）

ニチリンヒトデ目 Order Velatida 

ニチリンヒトデ科 Family Solasterida巴

13.ニチリンヒトデ Solasterpaxillatus Sladen 

1980－冬． アカムツ刺網 HSM-E-0116 

14.ウチダニチリンヒトデ Solasteruchid，αl Goto 

1980-4 アカムツ刺網 HSM-E-0051 

ヒメヒトデ目 Order Spinulosida 

ヒメヒトデ科 Family Echinasteridae 

15.ヒメヒトデ Henriciaaff. niJヮponicaUchida 

1992-3 マコガレイ束脈問 HSM-E-0060 

16.ヌメハダヒメ ヒトデ Henricia pacbyderma Hayashi 

2001-10 磯採集 HSM-E-0106

キヒトデ目 Order Forcipulatida 

キヒトデ科 Family Asteriidae 

17.カンムリヒトデ Coronaster volsellatus (Sladen) 

1995-5 ヒラメ刺忠岡 HSM-E-0087. 

18.ヤツデヒトデ Coscinasterias acutisoinα（Stimpson) 

1975-6. 磯採集 HSM-E-0114・イセエピ刺網・打ち

上げ

19.キヒトデ Asteriasamurensis Lutken 

1972-5. クルマエピ刺網 HSM-E-0111 ・磯採集・

打ち上げ



神奈川｜自然誌資料（23):47-51, Mar. 2002 

小田原市城山競技場におけるヨコヅナサシガメの越冬状況

樽倉lj

Hajime Taru: Notes on the hibernation of Agrioshodrus dohrni (Hemiptera: Reduvi-

idae) in Shiroyama, Odawara, Kanagawa Prefecture 

はじめに

ヨコヅナサシガメ （Agrioshodrusdohrni）は帰化昆

虫として知られる大型のサシガメ類である。明治以

降に日本に渡来したと考えられ（大野， 1991），宮崎県

より初記録された。（進士，1928；中尾，1954）。

神奈川県内での初記録は， 1992年に横浜市の北西

部で確認された （後藤， 1992）。それ以降1997年まで

の分布状況は，高桑ほか （1998）にまとめられ，その

，， 
図1 城山競技場．

N

十
斗
｜

図2調査した樹木の分布（Kl～Kl4,SI～S35, RSI～－RSJ9). 

中で小田原市への進出は1995年頃と推定されている。

ヨコヅナサシガメの記録は，いずれも初記録などの

分布の最先端を問うもので，これまで分布力・拡大力

を示すようなデータは公表されていなし3。筆者は2001

年3月に小田原市城山競技場において，多数のヨコ

ヅナサシガメの越冬を確認し，同年4月にその状況を

調査したのでここに報告する。初記録または進出推定

時期から5年経過し，経年変化を追えるわけではない

が，ヨコヅナサシガメの分布力・拡大力を議論する上

でも重要と考えられる。

本報告を行うにあたり，神奈川県立生命の星・地球

博物館の高桑正敏氏には，執筆にあたって適切な御

助言をいただいた。同じく田中徳久氏には植生，越冬

樹の観察について重要なコメントをいただくとともに，

出川洋介氏にはコケを同定していただいた。記して感

謝する。

凡例

• : s－－： ゾメイヨシノ
・：K－： トウカエデ
。：RS・－：ソメイヨシノ（道路側D

同
－
回

V
l
－－ ・
7
1
1
A

．
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図3ソメイヨシノの樹皮の割れ目で越冬するヨコヅナサシガ

メの終齢幼虫（2001.4.15).

図5 トウカエテ、の樹皮の下で、越冬するヨコヅナサシガメの

終齢幼虫（2001.4.16).
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.t¥; 
図6 トウカエデの樹皮についたヒナノハイゴケ上で越冬す

るヨコヅナサシガメの終齢幼虫（2001.4.15).



調査地

城山競技場（以下，競技場）は小田原駅から西方

約llanにある城山公園内にある （図I）。競技場は谷

戸の最奥部に位置し，谷戸は東方に聞いている。競

技場周囲にはソメイヨシノ， トウカエデが植えられ

ており（図2），その樹幹でヨコヅナサシガメの越冬

が観察された。

調査状況

調査は，越冬している集団の頭数，越冬部の地面

からの高さ，越冬部の樹幹における方位の3項目に

ついて行った。調査経過は以下の通りであ
図8.越冬が確認されたト ウカエデ．

る。なお，中直えてあったソメイヨシノ，トウカ

エデにはそれぞれ識別するための番号を付け 表1 越冬を確認した樹木（樹幹番号は図2に対応）
発見回初日1.4.12

た （図2）。 個｛本数確認目2仙 .4.15(17:2ト 18:2口）. 4.16(16：口0-17:00).4.川 4:30-16:00
方位確認20口1.4.16(16:00由 17口0).4.23 ( 14:30-16: 00) 

2001年4月12日

競技場入り口のトウカエデ（Kl～Kl4）に

越冬中の幼虫を確認。

2001年4月15日・ 16日

競技場入り口付近～管理棟付近のトウカエ

デ，ソメイヨシノ（Sl～S28）に越冬を確認。

集団の頭数，越冬部の高さ， 方位を計測。

2001年4月22日

競技場北側～西側のソメイ ヨシノ （S29～

S35）に越冬を確認，計測。

2001年4月23日

競技場入り口の道路に街路樹として植えら

N 

全樹幹刊
b

J
引
d

a 

K 

c 
図7.越冬部の方位.a：計測した全樹幹上越

冬部の方位，b：街路樹のソメイヨシノ上越

冬部の方位，c：競技場入り口付近～管理

棟付近のトウカエデ上越冬部の方位，d：競

技場北側～西側のソメイヨシノ上越冬部の方

位.RS, S, Kは図2，表lに対応．

手1)1 樹斡番号 品さ（cm) 頭数 集団の方位 備考

ソメイヨシノ－S 2 150 4 

3 170 15 N115W 

4 130 23 N118W 周囲に脱皮殻あり

5 60 2 

85 

100 8 N115W 

6 190 3 

7 120 5 N75W 

165 11 N105W 周囲に脱皮殻多数あり

25 100 他の倒訴の方位からほぼ反対側にいた

29 50 8 N140W 

30 200 6 N145W 

31 190 5 N140W 

250 23 N140W 側方に張り出した桂の下面にいたため方位は不正確
34 160 

小計 116 

ソメイヨシノ＝R 10 140 6 N78W 3N!i羽化

13 200 4 

15 160 2 

16 270 12 N40W 6頭羽化

17 160 24 N40W 1口頭羽化

18 140 羽化

170 2 羽化

19 55 5 N35W 

小計 56 

トウカエデ 100 22 N120W 4/231=14頭羽化確認

2 160 6 N98W 

205 6 N98W 

3 160 5 N120W 

175 2 
100 

4 155 25 N68W 

185 3 

135 周囲に脱皮殻多数あり

100 

5 160 15 
210 死骸あり（クモつ）
130 8 N108W 

165 他の樹幹の方位からほぼ反対側にいた

6 135 7 N120W 

7 130 3 周囲L脱皮殻多数あり
100 3 
85 

8 140 12 N82W 樹幹表面
日 55 10 N50W 

100 2 

10 220 
11 165 14 N90W ヒナハイコケのの着着生生部

190 ヒナハイゴケ 部

12 135 7 N65W 

90 1 

13 140 4 
2口口

190 4 N65W 

155 13 N65W 樹酔表面・4ハ6に1頭羽化確認
14 220 23 N70W ヒナハイコケの着生部

150 3 
30 

小宮十 208 

合計 380 
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図9.越冬が確認されたソメイヨシノ （管理棟脇）．

れているソメイヨシノ （RSJ～RS19）に越冬を確認，

計測。

調査結果

各樹幹における越冬状況は表lのとおりである。越冬

集団の高さは，確認できたものについてのみ記録した。

越冬場所

越冬場所は，ソメイヨシノでは樹皮の割れ目（図3),

太い枝の脇になどに多く見られた。しかし，樹皮の割

れ目が大きくても，クモの巣が張っているところでは，

まったく確認されなかった。トウカエデでも樹皮の割れ

目（図4），めくれ上がった樹皮の間 （図5），枝分か

れする脇部，ヒナノハイゴケの着生部（図6）で確認

された。興味深いのは，ヒナノハイゴケが着生してい

るところで越冬頭数が多かったことである（Kl1, 

Kl4）。

また，越冬中の個体すべてが樹皮の割れ目やめくれ

上がった樹皮の裏側に入っているわけで、はなかった。

ヒナノハイゴケの着生部で越冬しているものは，割れ目

など体カキ患れる部分にはまったく入り込んで、いなかった。

頭数

計測できた頭数は，ソメイヨシノで64頭（平均越冬

頭数 ：10頭／J本），トウカエデで208頭（平均越冬

頭数： 14.9頭／I本），合計372頭であった。トウカ

エデで越冬数が多いのは，ソメイヨシノでの越冬部（樹

皮の割れ目，脇）に加え，めくれ上がった樹皮の聞な

ど越冬に適した場所が多いためと考えられる。

観察した限りでは，最低位は地上30cm，最高位で

はケースは地上約6m（頭数を確認できなかったた

め，表記していない）であった。分布は，高さ lOOcm

～200cmに分布が集中している （表2）。

越冬部の方位

ヨコヅナサシガメは集団で越冬を行う。筆者が確認し

たときは，気候も暖かくなり始め，すでにある程度分

散を始めていたと思われる。そのため，方位について

は5頭以上の集団について計測した。その結果，樹

幹における越冬部の方位は，図7の通りとなった。原
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表2 越冬部の高さの分布（cm)

則として越冬部

は西方に認めら

れるが（図7・a),S 

では南西～西南

西（図7-d),Kで

国 1集団

は西北西～西南西（図7・c),RSでは北西～北北西（図

7・b）に偏りがあり，樹木の場所によって越冬部の方

位に変化が見られた。

成虫への羽化の時期

調査途中で羽化が確認された。Klでは4月15日に

22頭が幼虫だったのに対し， 4月23日には，うち 8

頭が羽化していた。4月23日に確認したRSIO,RS16, 

RS17では，それぞれ6頭中 3頭が羽化， 12頭中6

頭が羽化， 24頭中10頭が羽化していた。このことか

ら， 2001年，小田原市での羽化の時期は4月後半

だ、ったと考えられる。

越冬対象樹のばらつき

調査した樹木のうち， S8～S28,S33, S35, RSI 

～RS9では越冬が確認されなかった。これらの樹木

は，樹皮の割れ目の程度や太さなどについて，越冬

が確認された樹木との差は見られなかった。しかし，

越冬が確認された樹木は比較的開けたところにあった

（図8,9）のに対し，越冬が確認されなかった樹木

の近くには林があった。林はS8～S25では樹冠の高

さにあたる。S26～S28・ S33～S35 ・RSI～RS9で

は樹幹周囲にあった。また，RSIO～RS19は根元付

近が薮で，樹冠の高さは開けた状態である。林は，

おもに谷戸周辺の斜面林であり，高木としてはケヤ

キ，エノキ，ムクノキなどの夏結構t，スダジイ，シラ
カシ，クスノキなどの常緑樹で構成される。また，中・

低木としてはイヌピワ，キブシ，ヒサカキ，ヤブツバ

キ，ヤブニッケイ，クサギ，ウルシなどで構成され，

それらの中にモウソウチクやアズマネザサ等の竹類が

モザイク状に分布する。

考察

今回観察された結果から，ヨコヅナサシガメの越冬に



ついて考察を行った。

ヒナノハイゴ、ケ着生部について

ヒナノハイゴケ着生部はこれまでヨコヅナサシガメ

の越冬部として報告がない。湿度，温度など，越冬

に適する条件が整っているのかもしれない。

また，ヒナノハイゴケ着生部ではヨコヅナサシガメ

は，周辺に樹皮がめくれた部分があるにもかかわら

ず，身を隠さないで越冬していた。これは捕食者とし

て考えられる鳥類に対して，まったく無防備な状態とい

える。そのため，鳥類から味などの点で忌避される物

質を体内に持っていることも考えられ，もしそのような

性質を持っているのであれば，生存に当たって非常に

有利であるのは確かであろう。

越冬部の高さと方位

今回の調査の結果，ヨコヅナサシガメの越冬部の高

さと方位について偏りが見られることが明らかになった。

越冬部の高さについては，その多くが100～200cmの

聞に分布し，明らかに傾向が見られる。おそらく比較

的単純な要素により，その位置が決められているので

あろう。

一方，方位については，日照時間や越冬部の気温

に強く依存するのであれば，基本的に南方に偏りが見

られると予想されるが，実際には偏りの中心は西方で

ある。しかし，そのほとんどは北西と南西に偏ってお

り，決して一様な分布とは言い切れない。今回区分し

た樹幹別（S,K, RS）に見ると， S,RSではそれ

ぞれ南西と北西に偏りが見られるが，Kについては分

布がぱらついているのがわかる。このような結果か

ら，越冬部の方位については樹幹の形態，気温・湿

度の日変化，風向きなど，様々な要素によって選択

しているのかも しれない。

越冬対象樹の選択

今回の調査で，樹冠周囲に林のある樹木ではヨコヅ

ナサシガメの越冬が確認されず，かっ根元付近が薮に

覆われている樹木では多くの個体の越冬が確認された

ことから，ヨコヅナサシガメの幼虫が生育するために
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重要なことは樹冠が開けた場所にあるかどうかである

可能性がある。大野 （1991）も好適な生息環境と して

「明るい空間に面した樹木の幹部に見られることが多

いJと報告しており，今回の調査結果はこれに調和的
である。ただし， S25とS34において，周囲が林である

にもかかわらず，各1頭ずつ確認された。また，ヨコ

ヅナサシガメの幼虫は，大きな移動力を持っていない

と考えられ，越冬樹の選択というよりも，成虫の産卵

場所の選択による景簿の方が大きいかも しれない。

終わりに

今回，小田原市城山の城山競技場で2001年に観察

されたヨコヅナサシガメの越冬状況を報告した。小田

原市内における最初の発見から約5年で，限られた範

囲内に400頭近い個体数が確認されたことは，ヨコヅ

ナサシガメの拡散力・繁殖力の強さを物語っていると

いえるであろう。

今回の調査で，以下のことが明らかになった。

I.主要な越冬拍t種としてトウカエデFが用いられること。
2.ヒナノハイゴケ着生部を越冬場所としていた。

3.越冬部の方位（北西～南西），高さ（100～200cm)

などにある程度傾向があること。

4.開けたところにある樹木での越冬が多いこと （大

野，1991）。
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小田原市で 2001年に確認されたナガサキアゲハ

小林惰樹

Yuki Kobayashi: A subtropical butterfly, Papilio memnon thunbergii, discovered 

from Odawara, central Japan in 2001 

はじめに

亜熱帯性のチョウであるアゲハチョウ科ナガサキ

アゲハ Papiliomemnon thunbergii Sieboldは， 突然

1999年になって横浜市中区と三浦半島からそれぞれ

複数の個体が確認され神奈川県でも発生するよう

になったと考えられている。2000年にはその記録も

増加し，分布は三浦半島から湘南地方にかけての一

帯と横浜市中区に及ぶようになった（以上，岸，2001;

高桑， 2001）。2000年の時点では小田原・箱根地方で

の記録はなかったが，2001年になって筆者は小田原

市でも複数の個体を採集または目撃しているので，

本種の発生が神奈川県西部に達していることは確実

と思い，ここに記録しておくことにする。

採集・目撃記録

2♂採集 .6♂目撃，曽我山六本松，5.IX. 2001 ; 

l♂目撃，入生田， 8.IX. 2001 ; 1♂目撃，田島若

葉地区， 15.IX. 2001 ; 1♂目撃，田島若葉地区， 16.

IX. 2001 ; 1♂採集 ・2♂目撃，曽我山， 26.IX. 2001 ; 

l♀採集，田島別所界地区， 3.X. 2001，以上いずれ

も筆者によるもの（採集品は筆者保管）

曽我山と田島での雄は，一面がミカン畑となった場所

で確認された。また田島における雌は道路に落ちてい

た死んだ個体である。採集できた雄はいずれも後麹表

面の青色鱗の発達が弱い型であり ，雌も後麹の白斑

は発達しているがいわゆる本土の型（亜種thunbergii)

で、あった。

なお， 10月3日以降もたびたび曽我山を訪れたが，

l頭も確認できなかった。

小田原市への進出状況

上記の採集・目撃例が本種の小田原市における最初

のものではない。すでに2001年5月13日に市西北部

の和留沢において1雄が採集されている（波多野，

2001）し，露木太一氏はそれよりも 1週間前の5月6

日にl雄を小田原駅近くの栄町で目撃されている。な
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λ主；；；えにこ

図1.2001年における小田原市でのナガサキアゲハ

記録地点（0：岸， 2001に示された 1999・2000年

の記録地点（・）の図を使用）．

お，神奈川県立生命の星 ・地球博物館の高桑正敏 ・

勝山輝男両氏は同年9月6日に入生田駅においてl雄

を目撃している。入生田では筆者の観察例と併せ，2

例が目撃されている（同一個体の可能性もあるが）こ

とでもあり，小田原市西部でも発生した可能性が強い。

材重がどういうルートで小田原市に進出したかは明ら

かでないが，他の地域から飛来してきたとすれば，ふ

つうには次の2通りが考えられる。

A. 伊豆半島方面から

2000年には伊豆半島東海岸の伊東市で発見されて

いる（高桑， 2001）ことから，その方面のものが北

上して小田原市に到達した。ただし，湯河原町や真鶴

町方面での発見例が出ていないとすれば，その可能

性は低いと見るべきかもしれない。

B.湘南地方方面から

2000年夏には二宮町一色で発見されており，また

大磯町や平塚市での発生が確認されている（岸，

2001）ことから，この地域のものが西方に進出した。

曽我山や田島は二宮町に隣接している（一色とは直

線距離で4km程度）ことから，当地のものはこのルー

トの延長と考えることができる。



おわりに

ナガサキアゲハは2001年になってようやく小田原

市でも発生が確認されたが，その記録はまだ局地的

である。また，湯河原町など小田原市と伊豆半島と

の聞の地域での記録が出ていない。本種がどうやっ

て小田原市に進出したか，あるいはこれから小田原

市を中心とした神奈川県西部地域でどうやって分布

を広げていくのか，大変に興味がもたれる。
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完新統大船貝層から産出した化石ウチムラサキガイの生息環境と殻形態について

佐藤武宏・松島義章

Takehiro Sato and Yoshiaki Matsushima: Habitat and shell morphology of fossil 

Saxidomus purpurata (Bivalvia: Veneridae) collected from Holocene Ofuna Shell 

Bed, Central Japan 

Summary: Fossil specimens of Saxidomus purpurata (Bivalvia: Veneridae) collected from Holocene ma-

rine deposits of Ofuna Shell Bed at Okamoto of Kamakura City were analyzed to investigate habitat and 

shell morphology. The fossil molluscan assemblage consists of several species and shows inner-bay rocky 

bottom community. 

Ten shell variables were measured and standardized by shell length. Canonical discriminant analys巴s

were carried out with the standardized nine variables and compared among the other population collected 

企omSouthern Kanto District. The result of discrimination suggests that the shells of population at Ofuna are 

morphologically similar to those of boring population at Tateyama. The similarity of shell morphology 

should be caused by the same boring life mode. 

はじめに

北海道南部以南の日本各地とその周辺海域に広く

分布するマルスダレガイ科の二枚貝，ウチムラサキ

ガイ （s，似idomuspurpurata）は，化石・現生群集とも
に神奈川県内に普通に分布する，大型の二枚貝であ

る。現生群集は主として三浦半島の両岸を中心に，岩

礁域からその周辺の砂磯質の底質に生息している例が

多く報告され（e.g.大里・池田， 1979；竹山， 1997；植田

ほか，1998），東京湾の猿島では海底の基盤岩に穿孔す

る生態も観察されている（大里・池田， 1979）。 一方，

海成沖積層からの化石群集も三浦半島とその周辺部か

ら産出しており（e.g.松島 ・川口，1988；松島， 1976;

1984），その分布域や生息環境について，化石群集と

現生群集との聞に目立つた変化は見られていなしコ。

先に筆者らは， 三浦半島東部（東京湾西岸）の神

奈川県横須賀市夏島町と，房総半島南部（東京湾東

岸）の千葉県館山市西郷の，それぞれに分布する海

成沖積層から産出した化石ウチムラサキガイに関して

多変量解析を試み，殻の形態変異や生息環境との関

連について解析を行なった（佐藤・松島，2000a;

2000b）。今回，三浦半島の頚部にあたる神奈川県鎌

倉市大時計寸近に分布する大船貝層から，まとまった数

の化石ウチムラサキガイが新たに得られた。そこで，

この化石ウチムラサキガイに対して殻形態の多変量解

析を行なうとともに，共産して得られた貝化石を含め
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図 1古大船湾湾央部に位置する大船員層 Loe.31Nの概
要．鎌倉市岡本.2001年3月松島撮影．
Fig. 1. Outcrop of Loe. 3 IN ofOfuna Shell Bed locat巴dat the central 
area of Paleo Ofuna Bay. Okamoto, Kamakura, Central Japan. 
Photographed by Y. Matsushima on March, 2001 

た，古大船湾の湾央部における古環境の再確認を試

みたので，報告する。

大船員層は，片瀬川の支流，柏尾川低地におい

て，縄文海進にともなって形成された（e.g.松島，

1972）。本層は，古大船湾を埋積した泥や砂などの細

粒物質より構成される完新統の海成層で，豊富に貝

化石を含むことで知られる（松島， 1971;1972）。本層

は，その後の詳細な化石貝類研究によって，日本列

島の後氷期における，内湾に生息する浅海性員類群

集区分の模式地となった（松島・大嶋， 1974：，松島，

1984）。



材料と方法

今回新たに採集した化石ウチムラサキガイは， 柏

尾川低地の中央部に位置する， JR大船駅の西側を南

流する柏尾川の河床から得られたものである。 同所

では河底に上総層群大船層の泥岩の露出が観察され

る。最近実施された柏尾川の護岸工事にともなって

大船貝層の堆積物が削剥され，その基盤をなす大船

層が，幅約 2m，長さ lOm以上に達する水平で、かな

り平坦な埋没波食台を形成していることが明らかに

なった（図 1）。化石を採集した地点は， JR大船駅か

ら約200m南西の柏尾川右岸河床のLoe.31N(lat35° 

20’56”N, long 139°31’58”E）で（図 2），埋没波食台の表
面には，泥岩に穿孔するウチムラサキガイやニオガ

イなどの員類と，それらによって穿孔された巣穴が

子時騒怒器事項翠騒菰凶暴；時i'.:
図3基盤岩に穿孔する生息、姿勢を示す化石ウチムラサキ
ガイ （Saxidomuspwpur・αta）とその巣穴．鎌倉市岡本．

2001年3月松島撮影．
Fig. 3. Fossil Saxidomus purpurata and their boreholes showmg zn 

situ boring life mode and orientation. Okamoto, Kamakura, Cen-

tral Japan. Photographed by Y. Matsushima on March, 2001 
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観察された（図 3）。なお，この露頭の海抜高度は4.26

mである。

得られた資料を水洗し，堆積物を除去した後，産

出頻度を観察し，大船貝層の他の地点から得られた

化石貝類群集との比較を行ない，古環境を復元した。

まとまった数の産出を記録したウチムラサキガイに

関しては，潜入角度 （前後軸と水平面のなす角）の

測定，破壊の観察，殻形態の多変量解析を行なった。

破壊の観察方法については，佐藤 ・松島（2000a)

に従った。それぞれの個体に対して，破壊が，前縁

部，背縁部，中央部，腹縁部，後縁部のどの部分

に見られるかを，目視による観察に加え，資料をディ

ジタルスチルカメラで撮影し，Adobeillus仕atorver9.0.2

for Macintosh上で，資料画像にメッシュ画像を上乗せ

して確認した。

殻形態の解析の方法については，佐藤 ・松島

(2000b）に従った。それぞれの個体の右殻を測定に

用い，殻長（L），殻高（H），右殻のみの殻幅（B),

靭帯長（LL），套線湾入長（SL），腹縁部における

殻厚 （T），前閉殻筋痕の最大軸（AM）とそれに直

行する短軸（am），後閉殻筋痕の最大軸 （PM）とそ

れに直行する短軸（pm）の10形質を測定部位として

設定した。10形質すべてが測定できない個体に関し

ては，測定を行なわず，解析の対象から除外した。殻

長を除く各形質の測定値を殻長によって規準化し，新

たに求められた 9変数（H/L,B/L, LL/L, SL/L, T /L, 

AMIL, am/L, PM/L, pm止）を，佐藤 ・松島（2000b)

の正準判別分析の結果に適用して，殻形態の判別分

析を行なった。
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図4化石ウチムラサキガイ （Saxidomuspurpurata）の潜

入角度．

Fig. 4. Boring angle (dip) of fossil Saxidomus purpurata 

貝化石群集の観察の結果

大船員層Loe.31Nから採集された化石貝類群集を

観察した結果は以下のとおりであった。穿孔するウチ

ムラサキガイと共産する貝類としては，ニオガイとニオ

ガイモドキが多く観察された。さらに，大船貝層堆積

時に基盤となっていた，かつての埋没波食台の窪みを

埋めるシルト質砂礁の中には，ハイガイ，サルボウガ

イ，イタボガキ，マガキ，カモノアシガキ，ナミマガシ

ワ，キクザ、ルガイ，シラオガイ，アサリ，ウネナシト

マヤガイ，シオガマガイ，ウメノハナガイ，ヒメマスオ

ガイ，オオノガイ，ウミニナ，イボウミニナ，イボニシ

などの貝類が確認された。すなわち，総産出化石中

に，カキ類やキクザルガイなどの岩礁群集の構成種

と，湾奥干潟の砂泥地に分布するアサリ，シラオガ

イ，ウメノハナガイ，オオノガイ，ハイガイ，ウミニナ，

イボウミニナなどの内湾砂底群集あるいは干潟群集の

INDEX MAP 

cbs 

構成種の双方が含まれていた。しかし，これら両群集

構成種の化石殻の保存は悪く，異地性堆積をしたこと

を示している。隣接する Loe.31に同様の群集が確認

されることなどから，同地点から運搬され，堆積した

可能性も考えられよう。

Loc.31Nに産出するウチムラサキガイの化石には，

柏尾川の護岸工事にともなって堆積物が剥削され，河

川水に接したことによる殻のごくわず、かな溶蝕と，藻

類の付着が記録されていた。現在の河床面と、大船

貝層の基盤となる大船層の埋没波食台面がほぼ平行

であることより、ウチムラサキガイの生息時の、基底

面への潜入角度を知ることができた。個体の前後軸

が基底面に対してなす角（潜入角度）を測定した結果

を図 4に示す。大部分の個体の潜入角度は， 50～

70 °に集中していた。この角度に関して，本地点で

得られた群集と，館山市西郷から産出した化石群集，

現在の三河湾で採集された群集との聞に，有意な差

は確認されなかった（0.10くPく 0.90）。

古環境復元

現在，波食台は， 一般に外海に面した沿岸の岩礁

海岸域に形成され，溺れ谷型の内湾では，波浪の影

響を受けやすい湾口部だけにみることができる。しか

し，相模湾東岸から東京湾沿岸に分布する，縄文海

進にともなって形成された溺れ谷型の内湾では，湾口

部だけではなく，湾央部から湾奥部にまで，広く波食

台が形成されていることが明らかにされ，特に逗子の

田越川低地に形成された古逗子湾では，その分布が

詳細に調べられている（松島， 1993;1996; l 999a; 

LEGEND 

Eヨmud
医ヨ wavecut be附
企 inner-bayrocky 
botto昨1co灯imunity
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図5 古大船湾の湾央部における貝類群集の分布（松島， 1984に加筆）．

Fig. 5. Distribution of molluscan connnuniti巴sat the central area of Paleo Ofuna Bay (A仇erMatsushima, 1984 with additions by the authors). 
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表 1 古大船湾湾央部における員類群集の分布（松島， 1984に加筆）
今回の調査地点を網掛けの列に，ウチムラサキカイを網掛けの行に示す

Table 1. Distribution of molluscan assemblages at the central area of Paleo Ofuna Bay (After Matsushima, 1984 with additions by the authors) 

Result of this study is shown in shaded column and Sιxidmus purpurata is shown in shaded low. 
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イタボガキ
ウチムラサキガイ

オオヘビガイ

キクザルガイ

ニオガイモドキ

ニオガイ
サルポウガイ

カガミガイ

アサリ

ハマクリ

シオフキ
ヒメシラトリ

イポキサゴ
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ウラカガミ

イヨスダレ

ホトトギス
マガキ

ウネナシトマヤガイ
ハイガイ

イポウミニナ

オキシジミ

14-C年代測定値

立主主~一一
コード番号

は，古大船湾が，湾央部から湾奥部にかけて，周辺

音防f複雑に屈曲した細長い入り江であるとする，松島

(1984）の考察をさらに裏づけるものとなった。

a＝多産 ；c＝普通 ；r＝稀産 a= abundant; c = common; r = rare 

形態解析の結果

大船員層Loc.31Nから産出したウチムラサキガイ 40

個体について，合弁であるかか離弁であるかの産出

状況と破壊部位を観察した。そのうち， 10形質すべ

てのデータセットを得ることができたのは16個体で、あっ

た。これらの測定データは表2に示した。

破壊がどの部位においてもランダムに起こっていると

仮定して検定を行なったところ，仮説は棄却された

(chi-square test; P < 0.01）。したがって表 2より，破

壊は殻体の後側（中央部・腹縁部 ・後縁部）に集中

して発生していることが示された。

測定した10形質のうち，殻長を除く各形質の測定値

を殻長によって規準化し，新たに求められた9変数

を，佐藤 ・松島（2000b）の，化石ウチムラサキガイ

4群の正準判別分析の結果に適用した。4群はそれ

ぞれ，横須賀で得られた砂瞭中に散在するグループ

(YS），横須賀で得られた基盤に穿孔するグループ

(YB），館山で得られた基盤に穿孔するグループ

(TB），館山で得られたカキ礁中に散在するグループ

(TO）である。佐藤 ・松島（2000b）によって求めら

れた，それぞれの変数ごとの正準係数を使用して，今
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1999b）。古大船湾の基盤を形成する大船層は， 古逗

子湾の基盤を形成する逗子層や池子層に比べて堆積

年代が新しいため，固結度が低い。さらに，今回検

討した露頭に代表されるように，傾斜は同様に緩やか

である。これらの原因によって，両者共に波による侵

食を受けやすい地形，地質構造となっているのであろ

う。したがって，古大船湾も，古逗子湾と同様に，湾

奥部まで、波食台の形成が及ぶ内湾環境になっていたと

推察される。

今回調査を行なった Loe.31Nとその周辺は，古大

船湾の湾央部に位置し，南西側が湾口側，北東側が

湾奥側に位置している（図 2,5）。これまでの調査か

ら，4種類の貝類群集が分布していることが明らかに

され，特に，柏尾川に沿う地点について注目すると，

湾口側から，内湾砂底群集（Loe.15, 14），内湾泥

底群集（Loe.9, 8, 7），内湾岩礁群集（Loc.6），干

潟群集（Loe.31）と，直線的に湾口側から湾奥側に

向かつて，水深が浅くなっていく ような傾向が見られる

（松島，1984）。今回の調査で Loe.31Nから産出した

貝類は，穿孔する生態を示すウチムラサキガイをはじ

め，ニオガイ，ニオガイモドキなど内湾岩礁群集を構

成する種が多く含まれていた（表 1）。 Loe.31Nは，

松島（1984）の古環境復元によると古大船湾に大きく

迫り出した陸地に近接する場所にあたる。今回の調査

の，Loe.31Nに内湾岩礁群集が分布するという結果



表 2 化石ウチムラサキガイ （Saxidomuspurpurata）の産出状況，形態計測値，破壊部位

Table 2. Mode of occurrenc巴，shelldimensions measuredおrmorphometric analyses, and position of shell breakage of fossil Saxidomus purpurata 

Locarity Habitat Sample No. Valve Measu田dV副ue Shell Breakage 
L R L H 日 T LL SL AM am PM pm A D C V P 

Kamakura Bo同ng
Oluna 
Loe. 31N 

NN0016201 L R 

NN0016202 L R 

NN0016203 L R 

NN0016204 L円

NN0016205 L R 

NN0016206 L R 

NN0016207 L R 

NN0016208 L R 

NN0016209 L R 

NN0016210 L R 

NN0016211 L R 

NN0016212 L円

NN0016213 L円

NN0016214 L円

NN0016215 L円

NN0016216 L R 

NN0016217 L R 

NN0016218 L R 

NN0016219 L円

NN0016220 L R 

NN0016221 L R 

NN0016222 L R 

NN0016223 L R 

NN0016224 L円

NN0016225 L R 

NN0016226 L R 

NN0016227 L円

NN0016228 L R 

NN0016229 L R 

NN0016230 L R 

NN0016231 L R 

NN0016232 L円

NN0016233 L R 

NN0016234 R 

NN0016235 L 

NN0016236 L 

NN0016237 R 

NN001623自 円

NN0016239 L 

NN0016240 

85.18 70.55 24.20 

84.83 72.91 25.84 

80.20 61.64 23.61 

79.65 65.55 23.03 

84.73 67 .01 25.56 

78.02 63.30 22.44 

75.58 63.47 23.48 

81 .78 63.49 22.06 

69.07 58.09 23.12 

79.20 62.15 23.34 

74.65 56.59 20.69 

63.57 51.07 18.14 

68.42 51.07 19.44 

58.49 51.08 17.76 

69.71 57.80 19.17 

61.46 49.72 16.61 

2.22 40.74 46.62 27.05 17.33 24.21 20.48 

2.71 33.43 45.93 25.71 20.01 25.44 22.95 

2.65 34.02 43.23 23.50 15.96 20.01 16.21 

2.95 34.78 42.80 24.94 16.75 24.25 21.22 

2.56 37.77 46.18 24.21 17.19 22.93 20.37 

2.46 35.16 41.98 25.61 17.36 22.72 1且55

2.57 35.35 38.86 21.82 16.26 22.19 18.46 

2.37 35.99 42.94 23.82 16.10 22.46 18.76 

2.41 29.89 35.47 23.04 16.70 19.69 19.65 

2.36 35.38 41.75 24.61 16.20 22.17 19.69 

2.25 34.09 37.66 21.89 14.96 19.35 16.69 

1.7百 30.73 31.72 19.69 13.13 16.93 15.37 

1.99 29.22 34.23 21.39 13.74 17.93 15.34 

1.41 26.76 30.04 18.80 12.22 16.68 13.80 

1.81 33.04 35.72 21.53 14.76 19.12 18.76 

1.47 26.05 32.63 18.53 11.93 16.62 14.46 

産出状況の凡例.LR二合弁で産出； L＝左殻のみ産出； R＝右殻のみ産出．

p 

p 

p 

A C P 
c p 
p 

p 

p 

p 

v p 
c v p 
c v p 
DC  V P 

A C P 

c v p 
p 

c p 
c v p 
c v p 

A C P 

D C P 

c v p 
c v p 
c p 
D C V P 

A C V P 

ADC  VP 

DC  P 
DC  VP 
A VP 
A C P 

A CV  P 

ADC  VP 

測定部位の凡例.L＝殻長；H＝殻高；B＝右殻の殻幅； T＝腹縁部における殻厚； LLニ靭帯長； SLニ套線湾入長；

AM＝前閉殻筋痕の最大軸長； am＝前閉殻筋痕の短軸長； PM＝後閉殻筋痕の最大軸長； pm二後閉殻筋痕の短軸

長.[L, H, BJ, [AM, am], [PM, pm］がそれぞれ直交するように測定をおこなった．

破壊部位の凡例： A＝前縁部；Dニ背縁部； C＝中央部；V＝腹縁部；P二後縁部． 部位の定義は佐藤・松島（2000a)
によった．
Legend of mode of occu汀enc巴 LR=articulated valves; L = detached left valve; R = detached right valve 

Legend of shell dimensions: L =shell length; H =shell height; B = shell breadth of right valve; Tニ shellmargin thickness; LL = ligament 

length; SL = pallial sinus length; AM  = m句oraxis of anterior muscle; am = minor axis of anterior muscle; PM = major axis of posterior 

muscle; pm二 minoraxis of posterior muscle. L, H and B ar巴measuredpe叩endicularlyto the others. AM  and am, PM and pm are measured 

perp巴ndicularlyeach other. 

Legend of position of shell: Aニ anteriorsection; D = dorsal section; C = Central section; V = V巳ntralsection; Pニ Posteriors巴ction.D巴白nitton

of section follows Sato and Matsushima (2000a）。

回得られた各個体の正準判別関数値を算出した。そ

れぞれの個体の正準判別関数値と，佐藤・松島

(2000b）の分析の結果算出された 4群の重心までの

距離を利用した群判別分析の結果を表3に，第l正

準判別関数値と第2正準判別関数値の散布図を図6

に示す。群判別分析の結果， 16個体中 ll個体がTB

に， 4個体がYSに， l個体がYBに，それぞれ形

態的に最も近いと判別された。

さらに，佐藤・松島（2000a）のデータと，今回鎌

倉で得られた基盤に穿孔するグループ（阻 ）の形態

計測値 （表2）を用いて， 5群の正準判別分析を行

なった。各標本に対して新たに計算された第l正準判

別関数値，第2正準判別関数値を用いて散布図を作

成した （図7）。また，各正準変量の変数ごとの標準

化正準係数，固有値，寄与率を表4に，正準判別
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関数を用いた多群判別分析の結果を表5に示す。判

別的中率は 72.8%と，比較的高い値を示した。 KB

に注目すると，判別的中率は 87.5%と YSに次いで

極めて高い値を示したが， 12.5%がTBに誤判別さ

れる結果となった。

形態解析の考察

破壊部位の観察の結果，破壊は殻体の後側に集中

して発生していることが示された。この結果は佐藤・松

島（2000a）によって示された，横須賀と館山に産出

する化石ウチムラサキ群集にみられる破壊の偏在に調

和的である。しかし，その頻度は，今回取り扱った大

船貝層の群集で高く，それ以外の群集で低くなってい

る。頻度に差が生じた原因を特定することは難しい

が，資料が年代的に極めて新しいこと，ほとんどが合
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図6 佐藤・松島（2000b）の結果を適用した，化石ウチ

ムラサキガイ（品川＇domuspurpurata）の第 l正準判別
関数値，第2正準判別関数値の散布図．塗り潰し記号

は各グループの重心を，白抜きの記号は各個体の位置

を示す．丸＝横須賀 砂礁中に散在（YS）；正方形＝
横須賀一基盤に穿孔 （YB）；菱形＝館山 基盤に穿孔

(TB）；上向きの三角形＝館山 カキ礁に散在（TO）；下

向きの三角形＝鎌倉 基盤に穿孔 （KB).
Fig. 6. Two dimension sea抗ergramof fossil Saλidomus purpurata o日

the first and second canonical variates calculated and overplotted 

on the result of Sato and Matsushima (2000b ). Solid symbols rep-

resent locations of group centroids, and open symbols represent 

individual case scor句 。Circles= Y okosuka -lying in the sand and 

gravel (YS); squaresニ Yokosuka-boring into base (YB); dia-

monds =Tat巴yama-boring into bas巴（TB);upward triangles二

Tateyama -lying in the oyster bed (TO); upside-down triangles二

Kamakura -boring into base （阻）

弁で産出し，生時の生息姿勢を保存していることな

どから，運搬や堆積，続成作用にともなう物理的破壊

のみが主たる原因とは考えにくい。水管長を反映する

套線湾入長から，生時の最大潜入深度を推定すること

が可能であり（Kondo,1987：，近藤，1989）， これによる

と化石ウチムラサキガイは自らの殻長を超えて底質に

潜入することが可能で、あったと考えられる。しかしな

がら，基盤上に観察される巣穴の深さは，その巣穴に

生息する個体のせいぜい殻長程度であり，最大潜入深

度には達していなしミ。穿孔という生態は，捕食や破壊

に対して有効であると考えられるが（小津， 1984），化

石ウチムラサキガイの場合，その有効性を発揮できる

ほどの深度まで穿孔を行なうことができず，結果的に

生時，あるいは死後ごくわずかのあいだに殻体の後

側に集中して破壊が起こったものと考えられる。た

だし，この破壊が礁の衝突など物理的作用に起因す

るものであるか，捕食などの生物的作用に起因する

ものかを特定するのは困難である（佐藤， 1994）。

殻長によって規準化した9変数に対して，佐藤・松

島（2000b）によって求められた正準係数を使用して，

Canonical Variate 1 (43.9 %) 

図7.5群の殻体の形態形質に基づく正準判別分析で再計

算された化石ウチムラサキガイ（Saxidomuspurpurata) 

の第 l正準判別関数値，第 2正準判別関数値の散布

図．凡例は図 6に従う．
Fig. 7. Two dimension scatt巴rgramof Saxidomus purpurata on the 

first and second canonical variates recalculated with the standard-

ized shell variables of five test groups. Legend follows Fig. 6 

今回得られた各個体の正準判別関数値を産出し，佐

藤・松島（2000b）のグラフに重ねてプロットしたところ

（図6），今回得られた，鎌倉で産出した穿孔するグルー

プ（阻 ）に属する各個体と，館山で産出した穿孔する

グループ（TB）に属する各個体が，形質空間において

近位に位置づけられた。すなわち， KBとTBの群集

が，形態的に類似していることが示された。形質空間

内における 4群（YS,YB, TB, TO）の重心までの距離

を比較して判別分析を行なったところ，大部分の個体が

TBに最も類似していると判別された（表3）。

さらに，5群に対して正準判別分析を行なったところ，

70%を超える判別的中率が示され，殻形態によって群

が正しく判別されることが支持された（表5）。KBに注

目すると，判別的中率は YSに次ぐ87.5%という好成

績であり，形態的に充分安定していることが示された一

方で，TBに誤判別されたケースが見られた。ここで，

TBに注目すると，もっとも偏って誤判別された対象群は

KBであり，TBと回が形質空間内で近位に位置づけ

られることが再確認された（図7）。

佐藤・松島（2000b）は，回帰分析によって，基盤に

穿孔するタイプのウチムラサキガイれよりふくらみを帯

表3.佐藤・松島（2000b）の結果を利用した，化石ウチムラサ

キガイ（s.αxidomuspurpurata）の群判別スコア
Table 3. Discrimination score of fossil S似 idomuspurpimαta using result 

of canonical variate discrimination analysis and pan-distance to group 

centroids calculated by the result of Sato and Matsushima (2000b) 

~豆~巳← I Prnd;ctod Groep 
N I YS YB TB TO 

16 I 4 1 11 o 
KB 
erceot I 25.00 6.25 68.75 0.00 

ハU
ρh
u
 



表4 各正準判別関数の，各形質ごとの標準化

正準係数，固有値および寄与率

Table 4. Standardized coef日cientsof variable, eigenvalu巴

and propo口ionby canonical variate 

Standacdized Cnefficients 

Variate 1 Variate 2 Variate 3 Variate 4 

H/L 0.281 0.094 -0 426 ・0169 

B凡 0.524 0.219 -0.256 -0.346 

T/L ー0.432 0.477 0.157 0.815 

ししし ・0.021 -0 974 ・0.423 0.344 

Sしし 0.075 -0 275 0.654 0.111 

AMIL 0.014 0.181 0.127 -0.630 

am／し -0.556 0.423 ・a178 0.160 

PM/L 0.315 -0.081 0.506 0.803 

mん 0.627 ・0.018 0.274 0.175 

Eigenvalue 1.196 1.019 0.371 0.136 

Propo円ion 0.439 0.375 0.136 0.050 

表 5 正準判別分析による化石ウチムラサキガイ

(Saxidomus purpurata）の多群判別スコア
Table 5. Discrimination score of fossil Saxidomus purpur，αtαus 

mg canomcal variate discrimination analysis 

－－＂虫豆~ P.edicted Grnuρ I Correct Cases 

N YS YB TB TO KB I N percet叫

YS 28 26 O 0 2 0 I 26 92.9 

YB 29 1 19 4 5 o I 19 65.5 

TB 62 3 5 39 6 9 I 30 62 .9 

TO 27 0 4 3 20 0 I 20 74.1 

KB 16 o o 2 o 14 I 14 87.5 

Total 162 30 28 48 33 23 I 118 72.8 

びて，前後に短い殻形態をしていることを明らかに

し，このような殻形態が，比較的浅くて断面が円形の

巣穴の形状に良く適合しているとしている。また，よ

りふくらんだ殻を効果的に開閉させるために，靭帯と

閉殻筋を発達させていることを示している。今回分析

した化石ウチムラサキ群集も，ふくらみが強く ，前後

に短い殻形態をしており，形質空間内では館山で産出

したグループに最も近位であることが示され，殻形態

が巣穴の形状に良く適合しているという点について，

佐藤 ・松島 （2000b）に調和的な結果が得られた。

環境に対応して殻の形態変異が認められる例として

は，波浪との関係が指摘されているサザエ （Turbo

cornutus）の例 （小林，1994）や，カニによる捕食の影

響が示唆されるタマキビ、ガイ科のLittorinaob加。ωに例
(Trussell, 1996）が知られている。ウチムラサキガイも，

生息環境や底質によって異なる殻形態、を示すが，この直

接的な原因が何であるのか，成長の途中で環境が変化

するとそれに対応して殻形態が変化するのかなど，わか

らないことが多く残されている。これらについては，移植

実験などによって生息環境を変化させながら，殻形態を

追跡していったり，遺伝的変異の角材斤などを同時に行な

うなど，さらに詳しい研究がi必要であると考えている。
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2001年台風15号の影響により露出した西小磯海岸の大磯層

平田大二・田口公貝lj.山下浩之

Daiji Hirata, Kiminori Taguchi and Hiroyuki Yamashita: The outcrop of the Oiso 

Formation cropped out by an influence of typhoon 15 in 2001, at Nishi-Koiso beach 

of Oiso・machi,Kanagawa Prefecture. 

はじめに

砂浜海岸に露出する露頭は，強風や波浪による海

浜砂の移動によって被覆状況が変わり，その露出状

態が変わる。2001年9月に神奈川県を直撃した台風15

号による強風と波浪の影響は，相模湾沿岸全域にお

よんだ。大磯町西小磯海岸において，以前から露出し

ていた中新統の大磯層の露頭が海岸全面に現れた

（図1）。台風が去り，海浜の状況が定常状態に戻ると，

海浜砂の復元は予想以上に早いものである。刻々と

露頭が被覆されてしまい，観察は再びできなくなる

状況にあった。そこで本報告では，露出した直後の露

頭状況を記録することとした。

現れた露頭の概要

台風15号は，9月11日午前6時頃に伊豆半島南端

をかすめ，相模湾を通って午前9時30分頃に神奈川

県鎌倉市付近に上陸した。中心気圧は970ヘクトパス

カル，中心付近の最大風速は30メー トル，中心から

半径70キロメー トル以内は風速25メートル以上の暴風

域となった。 また，その影響で相模湾沿岸の波浪は6

～9メートルの高さとなり，ちょうと号満潮時と重なったた

め相模湾沿岸全域にわたり海j賜、の流出をもたらした。

西小磯海岸には以前より中新統の大石劃曹が露出して

おり，大塚（1931）をはじめとしていくつかの報告があ

る。その露頭の記載および研究史は森・長田（1986),

－
酉
I
C

図1 位置図．（地形図「平塚」の一部を使用）．

蟹江ほか（1999）に詳しい。

今回の砂流出により，西小磯海岸全域にわたって大

磯層の露頭があらわれた （図2,3）。特に， 血洗川

から葛川河口までの海岸西部において，これまで観察

記録のない露頭が出現したが，砂の復旧状況は予想

以上に早く，台風から3ヶ月を過ぎると，露頭はほぼ砂

で埋め尽くされてしまった （図4）。また，従来から露

出していた海岸東部においても，露出部の範囲は広

がっていた（図5）。これまでは，約20年前の状態が

長く続いていた。

血洗川を挟んだ露頭全体の規模は長さ約300m，幅

約40mである。岩相は， 主に層厚20～50cmの凝灰

質砂岩と火山喋凝灰岩の互層からなり，層厚IO～5伽 n

の酸性凝灰岩層が数枚狭在する。地層の走向はほぼ東

西，傾斜は北に40～60°である。東部には，貝化石

を含む喋岩層が2層挟まれる。醸の手重要頁と背外犬は次のと

おりである。凝灰質砂岩および火山喋凝灰岩の亜角陳

(20～5伽n大），玄武岩や安山岩，デイサイ トなどの亜

角磯～亜円磯（2～IOcm大），花岡岩類の亜円牒 （IOcm

未満），頁岩および硬砂岩，チャートなどの円礁（5cm未

満）などである。 化石は， 浅海性二枚貝類の片殻が多

葛川｜

N 

0 100m 1-
』－・E・－・E・..l I 

図2 露頭の露出範囲（綱掛け部分）．上は2001年4月14
日の状況，下は2001年10月2日の状況.2001年4月
の時点では，露頭はほとんど海浜砂で覆われていた．

葛川

63 



図4 血洗川西岸における海浜砂の被覆状況の比較．左は2001年9月21日，右は2002年1月13日撮影.3ヵ月後には，
元の状況に戻ってしまった

コ婦 二三品管註~＇－ 二 ~、~‘~.. 句ピ
図5 含化石磯層付近の海浜砂の被覆状況の比較．左は 2001年 10月2日，右は 1982年5月9日撮影.1982年の状況
が一般的な露出状態．

く，まれにクジラの骨片，サメの歯なども含まれる。基

質は凝灰質砂である。この含化石喋岩層については，そ

の産状から不整合説（対家，1931），化石床説（井尻・藤

田， 1949；小島， 1954），同時侵食説（生越， 1956),

チャネル堆積物説（Ito,1986；森・長田， 1986）など

があるが，決着をみていない（蟹江ほか， 1999）。

おわりに

大磯地域は，フィリピン海プレートの北上に伴うプ

レートの収束域である丹沢・伊豆の衝突帯と三浦・房

総半島の付加体の中間に位置している。そのため，地

質構造が平易住である。また露頭が少ないため，情報が

断片的であり，古くから研究されてはいるものの未解

明な部分も多い。西小磯海岸に現れた大関曹について

も，その堆積帯寛や礁の供給源，火成岩礁からみた火

成活動など，今後解明すべき課題は多い。

このような状況のなかで，今回のようなあらたな露頭を

記録に残すことは，今後の調査研究を進めるにあたり，

貴重な参考資料となるであろう。台風や暴風間などの影

響で，一時的にこのような大規模な露頭が出現すること
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を，今後十分に意識する必要がある。
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神奈川県産蘇苔類チェックリスト

平岡照代・磯野寿美子・回選光夫

Teruyo Hiraoka, Sumiko Isono, and Mitsuo Tanabe: A checklist of bryophytes of 

Kanagawa Pref., Japan 

Summary: A literatur巴surveywas carried out for bryophytes rep01ied from Kanagawa Pr巴f.,Japan. In the amount, 

357 species of Musci, 150 species of Hepaticae and 7 species of Anthocerotae are recorded. 

はじめに

神奈川県における蘇苔類の採集記録は古く， 19世

紀末には既に外国の採集家，J.BissetやU.Faurieら

が箱根や大山で採集したことはよく知られている（井

上，1972，生出， 1980, 服部， 1988, 野口， 1986）。

一方，日本人採集家としては牧野富太郎，久内清孝，

桜井久一，笹岡久彦らが20世紀初頭にかけて広く箱

根，丹沢， 三浦半島（横須賀） などで採集するなど

（北Jll,1998），神奈川の豊かな自然がコケの研究者

達に優れたフィールドを提供してきた。しかし20世紀

半ば過ぎまでは採集地としては利用されたが，研究対

象地として扱われることは少なく，神奈川県の蘇苔類

に関するまとまった報告は見当たらない。1960年代以

降，生態学の報告（手塚，1964）や箱根の辞類に関

する報告（勝俣，1972）が見られるようになり， 1980

年代後半になってようやく丹沢山塊や箱根地方からの

詳細な報告がなされるようになった。県内にはまだ都

市部や半島など，低地の音II分が未調査で
今後，この部分の調査をより効果的に行うための基礎

資料としてチェック リストを作成した。その結果，蘇類

は44科 159属 335種8£t~種 12 変種 2 品種を，苔類

は33科62属 139種7亜種4変種を，ツノゴケ類は3

科5属7種を記録上確認したので報告する。

チェックリストの作成には次の点に留意した。

1）使用した文献は分類学関係とフロラ関係のものの

うち，必ず研究標本が明示されているものに限っ

た。生態学関係の文献は蘇苔類の研究には重要

ではあるが，標本に関する記載が見られないもの

がほとんどであるため割愛した。

2）リス トには学名，和名，文献の著者名，発表年

を記した。

3）学名と和名，科の配列については，蘇類は

Iwatsuki( 1991）に，苔類およびツノゴケ類は古木・

水谷 （l 994a,b）に従った。
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4）現在使用されていない学名で報告されたものは，

発表年の後に（as・・・）で示した。

神奈川県産蘇苔類チェックリスト

蘇類
Sphagnaceaeミズゴケ科
5す？hagnumgirgensohnii Russ.ホソノtミズコケ，生1:1:'1,1984 
Spalust陀 Lオオミズゴケ，生出， 1984
丘squα1Tos11111Cromeウロコミスゴケ，生出， 1984

Tetraphidaceaeヨツパゴケ科
Tetrodontium brownianum (Dicks.) Schwaegr. v日lrepandum (Funck) 

Limpr.コヨツパゴケ，生出・児玉， 1985
Tetraphis pellucida Hedw.ヨツパゴケ，生出， 1984：，平岡他， 1997：，磯
野・平岡，2000

BtLxba凹直iaceaeキセルゴケ科
Buxbaumia aphylla Hedw.キセJレゴウ，生出， 1984
Diphysciumfoliosum (Hedw.) Mohrミヤマイクビゴケ，生出，1984：，平岡
｛也，1997

D.fu！ザoliumMitt.イクピゴケ，生出， 1984：，生出・吉田，1986：，平岡他，
1997：，杉村大橋， 1999

Polytrichaceaeスギゴケ科
Atrichum crispulum Schimp. ex Besch.チヂレタチゴケ，平岡他， 1997,
杉村－大橋， 1999
A. rhystophyllum (C. Muell.) Par.ヒメタチゴケ，Noguchi& Osada, 1960 
(as A. unduratum var.minus）；，生出，1984：，平岡他，1997：，磯野・平
岡，2000；大石・平岡，2002
A. undulatum (Hedw.) P. Beauv.ナミガタタチコケ，生出，1984：，生出・
児玉， 1985：，生出・吉田， 1986：，生出他，1987：，吉田， 1996：，吉田・
足立， 1996：，平岡他，1997：，杉村－大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯
野田平岡，2000：， 大石平岡，2002
A. undulatum v日r.graci/isetum Besch.ムツタチゴケ，Noguchi& Osada, 
1960 (as A. undulatum var. haussknechtii) 

A. yakushimense (Hor.) Miz.ヤクシマタチゴケ，Noguchi& Osada, 
1960：，生出， 1984：， 平岡他， 1997；磯野・平岡，2000
Bartramiopsis lescurii (James) Kindb.フウリンゴケ，生1±¥,1984 
Pogonatum contortum (Brid.) Lesq.コセイタカスギゴケ，Osada,1966 （分
布図による），生出， 1984：，平岡他， 1997
P. inflexum (Lindb.) Lac.コスギゴケ， Osada,1966 （分布図による），
生出， 1984；吉田， 1986：，生出他， 1987：，吉田， 1996：，吉田・足立，
1996：，平岡他， 1997：，杉村 ・大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯野・平



岡， 2000

P. ne白ii(C. Muell.) Dozyヒメスギゴケ3Osada, 1966 (as P. akitense，分布

図による），生出， 1984；生出 他，1987(as P. akitense）；，平岡他，

1997：，杉村・ 大橋， 1999：，平岡他，2000

P. nipponicwn Nog. et Osadaシンモエスギゴケ，生出 ・吉田， 1986：， 平

岡他，1997

P. otaruense Besch.チャボスギゴケ，Osada,1965; Osada, 1966 （分布図

による），平岡他， 1997

P. spinuloswn Mitt.ハミズゴケ，Osaぬ，1966（分布図による），生出， 1984,

生出児玉， 1985：，生出吉田， 1986：，生出他， 1987：，平｜珂他，1997;

磯野 ・平岡，2000

P. urnigerum (Hedw.) P. Beauv.ヤマコスギゴケ，Osada,1966 （分布図に

よる），生出， 1984：， 平岡他， 1997：，磯野平岡，2000

Polytricha1trumfhrmosum (Hedw.) G. L. Smithオオスギゴケ，Osada,

1966 (as Polytrichumjirmoswn var. intersedens，分布図による），生

出， 1984(as PoかtrichumJormosum）；，生出 ・吉田， 1986(as 
Poかかichwnjimnosum ）；，吉田， 1996：，吉田 ・足立， 1996：，平岡他，

1997 

P. ohioense (Ren. et Card.) G. L. Smithエゾスギゴケ，Osada,I 966 (as 

Polytrichwn ohioense）；，平岡 他，1997

Polytrichum commune Hedw.ウマスギゴケ，生出，1984：，生出 ・児玉B

1985：， 生出 ・吉田， 1986

?.junψerinum Hedw.スギゴケ，生出， 1984
P. piliferwn Hedw.ハリスギゴケ，平岡他，1997

Fissidentaceaeホウオウゴケ科

Fis side附 adelphinusBesch.コホウオウゴケ，生出， 1984：，生出・児玉，

1985：，生出吉田， 1986：， 生出他＇ 1987：，吉田 ・足立， 1996：，平岡

他， 1997：，杉村－大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000：，大

石 ・平岡，2002

fぞbeckettiiMitt.ピルマホウオウゴケ，lwatsuki& Suzuki, 1982 

F. blyoides Hedw.エゾホウオウゴケ，生出・児玉，1985

F. blアaidesvar. JαI白川a/is(Broth.) lwats. et T. Suzt山チャボホウオウゴケ

モドキ，平岡他， 1997：，杉村－大橋，1999；平岡他，2000：，磯野平

岡，2000：，大石・平岡，2002

F. b1yoides var. ramosissimus百1er.ホソベリホウオウゴケ，生1±'1,1984, 

杉村・ 大橋， 1999：，平岡他，2000：，大石平岡， 2002

F. closteri Aust. subsp. kiusiuensis (Sak.) lwats.キュウシュウホウオウコ‘

ケ，lwatsuki& Suzuki, 1982；生出，1984：，吉田 －足立，1995：，吉

田・足立，1996：，大石 平岡，2002

fそdubiusP. B巴auv.トサカホウオウゴケ，生出， 1984(as F. ct目的tus）；，生

出－児玉，1985(as F. cristatus）；，生出 ・吉田， 1986(as fぐcristatus);

生出他，1987(as F. er目的tus）；，吉田 ・足立， 1995(as F. cristatus); 

吉田・足立，1996：，平岡他， 1997：，杉村ー大橋， 1999：，平岡他，2000;

磯野平岡，2000：，大石・平岡，2002

fそganguleeiNorkett ex Gang., Iwatsuki & Suzuki, 1982：，平岡 他，1997

F. geminiflorus Dozy et Molk.ナガサキホウオウゴケ，生tU.児玉， 1985
(as F. geminiflorus var. nagasakim吋，生出 ・吉田，1986(as F. 

geminiflorus var. nagasakinus）；，生出他，1987(as F. geminif/orus 

var. nagasakinus）；，吉田足立， 1995(as F. geminiflorus var 

nagasakinus）；，吉田 1996：，吉田 －足立，1996：，平岡他， 1997：，杉

村大橋，1999：，平岡他，2000；磯野 ・平岡，2000：，大石 ・平岡，

2002 

fぐgeppiiFleisch.ジヨウレンホウオウゴケ，杉村大橋，1999

F. grandiji-ons Btid.ホソホウオウゴケ，生出，1984：，生出吉田， 1986

F. gymnogynus B田ch.ヒメホウオウゴケ，生W,1984：， 生出・吉田， 1986,
平岡他，1997：，杉村 ・大橋，1999：，磯野 ・平岡，2000

F. hyalinus Wils.巴tHook.サツマホウオウゴケ，吉田足立， 1995：，吉

田・足立， 1996：， 大石 ・平岡，2002

F. ／，α~ws Sull. et Lesq.チャイロホウオウゴケ，生1'±'1,1984 

F. micmcladus Thwait.巴tMi仕。ガーベルホウオウコケ，生出， 1984：，生

出他， 1987(as F. garberi）；杉村・ 大橋，1999：， 平岡他，2000：，磯

野 ・平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

F. nobilisマGtiff.ホウオウゴケ，生出，1984

F. obscurirete Broth. et Par.ジングウホウオウゴケ，生出，1984：， 平岡他，

2000：，大石・ 平岡，2002
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F. plagiochiloides B巴sch.ハネホウオウゴケ，平岡他， 1997,

I幾野・平岡， 2000

F. protonemaeco/a Sak.ユウレイホウオウゴケ，杉村大橋＇ 1999

F. taxi(olius Hedw.キャラボクゴケ，生出，1984：，生出 ・児玉，1985：，生

l:B ・吉田， 1986：，吉田－足立， 1995：， 吉田，1996：，吉田，足立， 1996;
平岡他，1997：， 杉村・大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯野・平岡，2000;

大石 ・平岡，2002

F. tosaensis Broth.チャボホウオウゴケ，平岡 他，2000：，大石・平岡，2002

F. zippelianus Dozy et Mollくサクラジマホウオウゴケ，Iwatsuki& St区uki,

1982：， 生出 ・児玉， 1985(as F. incrassatus); Inoue, 1987 (as F. 

OSαdαe〕

Archidiaceaeツチコ’ケ科

Archidium ohioense Sc11irnp. ex C. Muell.ミヤコノッチコケ，生出他，1987

(as A. japonicum) 

Ditrichaceaeキンシゴケ科

Ceratodon purpureus (Hedw.) Brid.ヤノウエノアカゴケ；生出，1984：，生

出－児玉，1985：，生出 ー吉田， 1986：， 生出他， 1987;Matsui & 

Jwatsuki, 1990：，吉田，1996：， 吉田 ・足立， 1996：， 平岡 他， 1997；磯

野平岡，2000

Dit -ichum macrorhynchum Broth. ex Card.ヒメキンシゴケ，平岡他，1997

D pαllidum (Hedw.) Hampeキンシゴケ，生出， 1984：，生出・児玉，1985;

生出l 吉田，1986：， 生出他，1987

Bryoxiphiaceaeエピゴケ科

B1yo.λiphiwn norvegicum subsp. japonicum (Berggr.) Love et Loveエピ

ゴケ3生出， 1984：，生出 －児玉， 1985：，生出 ・吉田， 1986：，平岡 他，

1997：，杉村 大橋，1999：，磯野・平岡，2000

Seligeriaceaeコシッポゴケ科

Bli1 

岡他’ 1997：，杉村 ．大橋，1999：，磯野 ・平岡，2000：‘大石・ 平岡，

2002 

Oicranaceaeシッポゴケ科

Brothera leana (Sul!.) C. Muell.シシコケ，生出， 1984：，生出・吉田， 1986,

吉田，1996：，吉田 ・足立， 1996：， 平岡他， 1997：，杉村・ 大橋， 1999;

平岡他，2000；磯野 ・平岡，2000：，穴石 ・平岡，2002

Bryohumbe1印刷bcomosa(Di日.）Fralunツリパリコケモドキ，平岡他，

1997：，磯野 ，平岡，2000

Campy/opus japonicus Broth.ヤマトフデゴケ，生出児玉， 1985：，生出

吉田，1986

C. subulatus Schimps.，平岡他， 1997

C. umbellatus (Amott) Par.フデゴケ，生出 ・児玉， 1985(as C. richardii), 

生W・吉田， 1986（日S仁川chm・dii）；，杉村 －大橋，1999
D凶 odo11tiu111pe/lucidum (Hedw.) Sch.imp.シメリイワゴケ3平岡他，1997,

杉村 大橋， 1999：，磯野 ・平岡，2000

Dicrane!la het臼wna/1a(Hedw.) Schimp.ススキゴケ，生出， 1984：，生出

児玉， 1985：，生出 ・吉田，1986：，生出他，1987：，平岡 他＇ 1997：，杉

村 大橋，1999：，平岡 他，2000：，磯野 ・平岡，2000：，天石 ・平岡 2

2002 

Dicranodontium denudatum (Brid.) Bn仕 exWilliamsユミゴケ，生出，

1984：，生出 児玉， 1985：，生出・吉田， 1986：，平岡他， 1997：，杉村 ・

大橋， 1999：，磯野・ －＇jZ岡，2000

Dicranolomaり；/indrothecium(Mitt.) Sak.ミヤマシッポゴケ，Takaki,

1966：，生l:U,1984：，平岡他，1997；杉村大橋，1999
Dicranumjlagellare Hedw.ヒメカモジゴケ，平岡他，1997

D. hamulosum Mitt.カギカモジゴケ，平岡他， 1997

D. jα＇ponict川1Mi仕シッポゴケ，生出， 1984：，生出吉田，1986：，平岡他，

1997：，機野 ー平岡，2000

D. leiodontwn Card.ナスシッポコケ，生出， 1984：， 平岡他， 1997

D. majusSm.チシマシァポコケ，生1±'1,1984 

D. mのriiBroth.コカモジゴケ， Takaki,1964：，平岡他， 1997：，磯

野 ・平｜音J'2000 

D. nipponense B巴sch.オオシッポコケ，Takaki,1964：， 生出，1984；平岡



他，1997

D. scoparium Hedw. カモジゴケ；生出， 1 984; 生出• 吉田， 1 986；平岡 他，

1997 

D. viride (Sull.et Lesq.) Lindb. var hakkodense (Card.) Tak.タカネシッポ

ゴケ；生出 1 984；生出 • 吉田 ， 1 986；平岡他 ， 1 997

Onchophorus crispifolius (Mitt.) Lindb.チヂミバコブゴケ；生出， 1984;

生出 ・ 児玉， 1985 ; 生出 • 吉田 ， 1 986；生出 他 ， 1 987；平岡 他 ， 1 997;

杉村 ・ 大橋 ， 1 999；平岡 他 ， 2000；磯野•平岡 ， 2000

0. wah/enbergii Brid.エゾノコプゴケ；平岡他，1997

Rhabdoweisia crispata (With.) Lindb.ナメハヤスジゴケ；平岡他，1997

Trematodon /ongicollis Michx . ユミダイゴケ；生出， 1 984 ; 生出 •吉田，

1986，生出他，1987；吉田，1996；吉田・足立， 1996；平岡 他，1997;

杉村・ 大橋， 1999；磯野・ 平岡，2000

L.eucobryaceaeシラガゴケ科

Leucob1yu111 bowringii Mitt.アラハシラガゴケ；生出・児玉， 1985;生出・

吉田， 1986

L.juniperoideum (Brid.) C.Muellホソバオキナゴケ；生出，1984(as L 

nei lgherrense)；生出 ・児玉， I985 (as L. neilgherrense) ； 生出 •吉

田，1986(as. L. neilgherrense)；生出 他，I987 (as L. neilgherrense), 

Yamaguchi, I 993;吉田， I996 (as L. neilgherrense)；吉田 ・足立，

1996 (as L. neilgherrense)；平岡 他，1997;杉村 ・大橋，1999;平岡

他，2000；磯野・ 平岡，2000；大石 ・平岡，2002

L. scabru111 Lac . オ オシラガゴケ ； 生出 ， 1 984 ; 生出• 吉田 ， 1 986 ;

平岡 他，1997

Calymperaceaeカタシロゴケ科

Syrrhopodon japonicus (Besch.) Broth.カタシロゴケ；杉村・ 大橋， 1999

Pottiaceaeセンポンゴケ科

Anoectangium aeslivi1111(Hedw.)Mitt.ネジレラッ キョウゴケ；生出，1984,

生出 ・ 児玉， 1985， 生出 • 吉田， 1 986

Anoeclangium tho111s011ii Mitt.イトラッキョウゴケ；平岡 他， 1997；磯野

平岡 ，2000

Barbu/a indica(Hook.) Sprengトゥ ョウ ネジクチゴケ；Saito,1975;生出

他，1987(As B. oriental is)；杉村・ 大橋， 1999;平岡他，2000

B. subco111osa Broth.ケ不ジクチゴケ；Saito,1975 

B. ungi1icu/a1a Hedw.ネジクチゴケ；Saito,1975;生出， 1984;生出・ 児

玉， 1 985，生出 • 吉田， 1 986， 生出他 ， 1 987 ； 吉田 ， 1 996，吉田 ・足

立， 1996；平岡他，1997；平岡他，2000；磯野・ 平岡，2000

B1yoe1ythrophyllum gymnostomum (Broth.) Chen ; 磯野 • 平岡 ， 2000

Chenia rhizophylla (Sak.) Zand.ナガバヒョウタンゴケ；Saito,1973 (as 

Tortu/a rhizophylla) 
、、 .. 

Didy111odon constrictus (Mitt.) K. Saitoチュウゴク不ンクチゴケ；生出，

1984;生出 ・児玉，1985;生出他， 1987;平岡 他，1997;杉村・ 大

橋， 1999

D. michiganensis (Steere) K. Saitoイトフタゴゴケ；Saito,1975 

D. rigidicau/is (C. Muell.) K. Saitoジムカデゴケ；平岡 他，1997

Eucladium verticillatum (Brid.) Bruch et Schimp.ダンダンゴケ；長田，

1958；永野巌，1959;斉藤， 1972;Saito, I 975；岩月，2001

Hyophi/a propagulifera Broth.ハマキゴケ；生出，1984;生出 ・児玉，

1 985；生出• 吉田 ， 1 986，生出他， 1 987；吉田 ， 1 996；吉田・ 足立，

1 996；平岡他 ， 1 997；杉村 ・ 大橋 ， 1 999 ； 平岡 他 ， 2000，磯野 • 平

岡， 2000；大石 • 平岡， 2002

Oxyste6,i1s cylindricus(Brid.) Hilp.ッツクチヒゲゴケ；平岡 他，1997;杉

村 ・ 大橋 ， 1 999; 磯野 · 平岡， 2000；大石 • 平岡， 2002

Pollia /anceolata (Hedw.) C. Muell.ナガバセンボンゴケ；生出 ・児玉，

1985 

Pseudosy111blepharis an思1s/ata(Mitt.) Chenアナシッポゴケモドキ；平岡

他，1997

Scopelophila cataractae(Mitt.) Broth.ホンモンジゴケ；野ロ・服部， 1956

(as Merceyopsis sikki111e11sis)；生出他，1987;杉村・ 大橋，1999

Torte/la japonica(Besch.) Broth . コネジ レ ゴケ，平 1岳］他 ， 1 997 ; 磯野 •平

岡，2000

Tortu/a obrusifolia (Schwaegr.) Mathieuエゾネジ レゴケ；生出 他，1987;

平岡 ・出口，1988
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Tuerckheimia angus/ゆlia(K. Saito) Zand.ニセイ シバイゴケ；磯

野・平岡， 2000

u,-eob1y11111 naga1101杓guchi,I. G. Stone & Z. Iwats. ッチノウエノハリゴ

ケ； Kiguchi他，1996

Weissia con//-oversa Hedw. ッチノウエ ノ コゴケ；生出， 1 984；生出• 児玉，

1 985；生出• 吉田， 1 986；生出他 ， 1 987；吉田 ， 1 996 ； 吉田 ・ 足立，

1 996；平岡他， 1 997；平岡 他 ， 2000 ; 磯野 ・ 平岡， 2000 ; 大石 • 平

岡，2002

W. crispa (Hedw.) Mitt. ッチノウエノタマゴケ； 生出 • 吉田， 1 986(as 

As/011111111 crispum)；生出 他， 1987(as As/011111111 crispum)；吉田，

1996；吉田 ・足立， 1996；平岡他，2000，大石 ・平岡，2002

W. edenlula Mitt. ホ ソバト ジクチゴケ； 大石 • 平岡， 2002

Grimmiaceaeギポウシゴケ科

Grimmia brachydictyon (Card.) Deguchiコアミメギボウシゴケ；平岡 他，

2000 

G. pilifera P. Beauv.ケギボウシゴケ；Deguchi,1979;生出，1984;生出 ・

吉田，1986;Inoue, I 987 (as G. hisauchii)；生出他，1987;平岡他，

1997；杉村・ 大橋，1999；平岡 他，2000；磯野 ・平岡，2000

Ptycomitrium den/alum (Mitt.) Jaeg . ハチヂ レ ゴケ；生出 • 吉田 ， 1 986 ;

吉田， 1996；吉田 ・足立， 1996

P.Jauriei Besch.ヒダゴケ；Noguchi,1954;平岡他，1997;杉村 ・大橋，

1 999 ; 平岡他 ， 2000; 磯野• 平岡 ， 2000

P. linea,ifolium Reimイシノウエノ ヒダゴケ（ナガバチヂレゴケ）；Noguchi,

1 954；生出， 1 984；生出• 吉田， 1 986 ； 生出他， 1 987；吉田 ， 1 996;

吉田・足立， 1996；平岡他， 1997；杉村・大橋， 1999；平岡 他，2000;

磯野 • 平岡 ， 2000

P. sinense (Mitt.) Jaeg.チヂレゴケ；Noguchi,I 954;生出他，1987;平岡

他，1997；平岡他，2000

Racomilrium barbuloides Card.コバノスナゴケ；平岡 他，1997;杉村 ・

大橋， 1 999 ； 平岡他 ， 2000；磯野 • 平岡， 2000

R. canescens (Hedw.) Brid. subsp. /atifolium (C. Jens. in J. Lange et C. 

Jens.) Frisvol]スナゴケ；生出， 1984(as R. canescens)；生出・児玉，

I 985 (as R. canescens)；生出 • 吉田 ， 1 986(as R. canescens)；生出

他，1987(as R. canescens)；吉田，1996(as R. canescens)；吉田 ・足

立， 1996(as R. cenescens) 

R. carinatum Card．チョウセンスナゴケ；平岡 他，1997；杉村・大橋， 1999;

平岡他，2000；儀野 ・平岡，2000

R. ericoides (y.leb. et Brid.) Brid.ハイ スナゴケ；生出，1984

R. jascicu/are (Hedw.) Brid.ミヤマスナゴケ；生出，1984

R.fasciculare var. an・oviride Card.ナガエノスナゴケ；生出・児玉，1985

(as R. anomodontoides) ；生出 • 吉田 ， 1 986(as R. anomodonloides); 

平岡 他，1997；杉村 ・大橋， 1999；平岡 他，2000；磯野・平岡，2000

R. heteros1ich11111 (Hedw.) Brid.クロカワキゴケ；平岡他， 1997

R. japonicwn Dozy et Molk.エゾスナゴケ；平岡他，1997;杉村・ 大橋，

1999，平岡他，2000；磯野 ・平岡，2000

R. lae/!1111 Card.キスナゴケ；杉村 ・大橋，1999

R. sudelicwn(Funck) Bruch et Schimp.ヒメスナゴケ；平岡 他，1997

Schislidiwn /iliputanum (C. Muell.) Deguchiコメバギボウシゴケ；生出，

1984 

S. strictwn (Tum.) Loeske ex O.Maert.ホソバギボウシゴケ；Deguchi,1979 

(as S. graci/e)；平岡他，1997;杉村 ・大橋，1999;磯野 ・平岡，2000

Erpodiaceaeヒナノハイゴケ科

Glyp/10111itriu111 l111milli111um (Mitt.) Card.サヤゴケ； Noguchi,1952b;生

出 ， 1 984；生出 ・ 児玉， 1 985；生出• 吉田 ， 1 986 ； 生出 他 ， 1 987；吉
田， 1996；吉田・足立， 1996；平岡他，1997；杉村 ・大橋，1999，平

岡他，2000

G. minutissimum (Okam.) Broth.チャボサヤゴケ；Noguchi,1952b; Inoue, 

I 987 (as Aul ulacomilrium mi1111tissi111u111) 

Ve11/11rie/la sinensis (Vent. ex Rabenh.) C. Muell. クチベニゴケ；生出 • 吉
田，1986；吉田，1996；吉田 ・足立， 1996；平岡 他，2000

Funariaceaeヒョウタンゴケ科

Funaria I,•)1g1-omelrica Hedw.ヒョウタンゴケ；生出，1984;生出 ・児玉，

1 985；生出 • 吉田， 1 986 ；生出 他 ， 1 987；吉田， 1 996； 吉田 ・ 足立，



1996;平岡 他，2000;磯野 ・平岡， 2000

Phvsco111itri11111 eun,s/011111111 Sendtt1.ヒロクチ） ゴケ；生出， 1 984；生出 • 吉

出， 1986;生出他， 1987；吉田， 1996；吉田 ・足立， 1996；杉村 ・大

橋， 1999，平岡他， 2000

P. sphaericum (Ludw.) Brid.アゼゴケ；生出 他， 1987;平岡他，2000

Bryaceaeハリガネゴケ科

Ano111ob1y11111jilifor111e (Griff) Jaeg. var. concinnatwn (Spr.) Loeskeヒメ

ギンゴケモ ドキ；生出，1984(asA./i/,jorme)；生出・ 児王，I985 (as 

A.jiliforme) ； 生出• 吉田 ， 1 986 (as A. _/iliforme)；吉田， 1996(as A 

.filiforme)；吉田 ・足立， 1996(as A. filiforme)；平1面）他，1997;杉村 ・

大橋， 1 999; 平岡他 ， 2000；磯野 • 平岡 ， 2000

Brachyme11ium erile (Do-z.y et Molk.) Bosch et Lac.ホソウリゴケ；Ochl, 

1959；生出， 1984；生出・ 児玉， 1985；生出他，1987；吉田，1996;

吉田 ・足立， 1996；杉村・ 大橋， 1999；平岡 他，2000

8. nepalense Hook.キイ ウリゴケ； Ochi,1959 (as 8. nepalense var 

clavulum)；生出， 1984;平岡 他，1997

81yu111 argenteum Hedw.キンゴケ；Ochi,1959 (also as 8. argenteum 

var. /anatum)；生出 ， 1 984 ; 生出 ・児玉， 1 985 ; 生出• 吉田 ， 1 986 ;

生出 他， 1987；吉田，1996；吉田・ 足立， 1996；平岡他，1997；杉

村 ・大橋， 1999，平岡他，2000;

8. atrovi1'ens Viii. ex Brid.アカミノハリガネゴケ；生出 他，1987(as 8. 

e1ythrocarpu111) 

8. caespiticium Hedw.ホソハリガネゴケ；生出 他，1987;磯野・平岡，

2000 

8. capil/are Hedw.ハリガネゴケ； Ochi,1959 (as 8. capillare var 

1 ·ubroli111batum)；生出 ， 1 984; 生出・ 児杢， 1 985 ; 生出• 吉田， 1 986;

生出 他，1987；吉田，1996；吉用・ 足立， 1996；平岡他997；杉村 ・

大橋， 1999，平岡他，2000;磯野・ 平岡，2000；大石 ・平岡，2002

8. cel/ulare Hook.オンセンゴケ；Ochi,1959 

8. cyclophyllum (Schwaegr.) Brnch et Schimp.ランヨウハリガネゴケ・ 昇，丁
岡 他 ， 1 997 ； 磯野•平岡 ， 2000；大石 • 平岡， 2002

8. dichotomum Hedw.ックシハリガネゴケ；平岡 他，1997

8. paradoxu111 Schwaegr. ヤマハリガネゴケ； 平岡 他， 1 997; 磯野 • 平岡，

2000 

8. pseudotriquetru111 (Hedw.) Gaertn., Meyer, et Scherb.オオハリガネゴ

ケ ； 生出 ， 1 984； 生出• 吉田， 1986；生出 他， 1 987；平岡他 ， 1 997 ;

杉村 ・大橋，1999；平岡 他，2000；磯野 ・平岡2000

£p1jJfe1ygiu111 tozeri (Grev.) Lindb. アカスジゴケ；大石 • 平岡， 2002

leptob1ywn pyrリorme(Hedw.) Wils.ナシゴケ；磯野 ・平岡， 2000

Plagiob1yu111 demissum (Hook.) Lindb. subsp. hultenii Ochi et Press.コゴ

メイ トサワゴケ；生出，1984；平岡他，1997

Pohliafauriei (Card.) lhs.チョウチンマゴケ；Ochi,1959 

P.flexuosa Hookケヘチマゴケ；Ochi,1959;生出， 1984;生出 ・児玉，

1985；生出他，1987；平岡 他，1997；杉村・ 大橋， 1999;平岡他，

2000；磯野 ・平岡，2000

P. 111ela11odo11 (Brid.) Shaw; Ochi, 1959 (as P. de!ica111/a) 

P. nutans (Hedw.) Lindb.ヘチマゴケ；生出 ・児玉， 1985;平岡他，1997;

平岡 他，2000

P. proligera (Kindb. ex Limpr.) Lindb. ex Amellホソエヘチマゴケ；平岡

他，1997

P. wah/enbergil(Web. et Mohr) Andr.チョウチンハリガネゴケ；Ochi,1959, 

生出・児玉， 1985；生出他，1987；平岡他，1997，杉村・大橋， 1999;

磯野 • 平岡， 2000

Rhodob1J1U1ll giganteum (Schwaegr.) Par.オオカサゴケ；生出， 1984;生

出•吉田 ， 1 986; 吉田 ・ 足立， 1 996 ; 平岡 他 ， 1 997 ; 磯野 ・ 平岡，

2000 

R. 011tarie11se (Kindb.) Kindb.カサゴケモドキ；生出，1984；平岡他，1997

Mniaceaeチョウチンゴケ科

Mnium heterophy/lum (Hook.) Schwaegr.コチョウチンゴケ；生出 児 屯

, 1985;平岡 他，1997;磯野 ・平岡 ，2000

M. /aevinerve Card.ナメリ チョウチンゴケ；生出， 1984；生出他，1987；平

岡他，1997;杉村・ 大橋， 1999;平岡 他，2000;磯野 ・平岡，2000,

大石 • 平岡 ， 2002

Plagio11111i11111 acutu111 (Lindb.) T. Kop.コッボゴケ；生出， 1984;生出・児
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歪， 1985(as P. tri choman es )；生出 • 吉田， 1 986 (as P 

trichomanes)；生出他，1987(as P. triclto111a11es)；吉田 ・足立

, 1996 (as P. trichomanes)；平岡 他，1997;杉村・ 大橋， 1999;

平岡 他，2000;磯野・平岡， 2000;大石・平岡，2002

P. cuspida/11111 (Hedw.) T. Kop.ツボゴケ；生出・児玉， 1985

P.japonicwn (Lindb.) T. Kop.ヤマトチョウチンゴケ；平岡他，1997

P. maximoviczii (Lindb.) T. Kop.ツルチョウチンゴケ；生出， 1984;生

出 ・ 児王， 1 985；生出 • 吉出， 1 986；生出 他 ， 1 987；平岡 他 ， 1 997 ;

杉村 ・ 大橋， 1 999 ; 平岡 他 ， 2000；磯野 • 平岡， 2000 ; 大石•平岡 ，

2002 

P. succule111U111 (Mitt.) T. Kop. アツバチョウチンゴケ；大石•平岡， 2002

P. tewkae (Sak.) T. Kop.テヅカチョウチンゴケ；平岡 他， 1997

P. vesicatum (Besch) T. Kop.オオバチョウチンゴケ；生出， 1984;生出・

児王， 1985；生出• 吉田 ， 1 986；吉田， 1996；吉田 ・足立 ， 1 996；平

岡 他 ， 1997；杉村 ・ 大橋， 1 999；磯野 ・ 平岡， 2000；大石 • 平岡，

2002 

Rhizo11111iu111 striatu/11111 (Mitt.) T. Kop.スジチョウチンゴケ；生出，1984;

平岡他，1997;磯野 ・平岡，2000

R. tuomikoskii T. Kop.ケチョウチンゴケ；平岡他， 1997;杉村・ 大橋，

1999;平岡 他，2000;磯野 ・平岡， 2000

Trachycystis.flagellaris (Sull. et Lesq.) Lindb.エゾチョウチンゴケ；生出，

1984;平岡 他，1997

応nicrophylla(Dozyet Molk.) Lindb.コバノチョウチンゴケ；生出，1984;

生出 ・児玉， 1 985；生出• 吉田 ， 1 986；生出他 ， 1 987；吉田， 1 996 ;

吉田 ・足立， 1996；平岡他，1997；杉村 ・大橋， 1999；磯野 ・平岡

, 2000；大石 •平岡 ， 2002

T. ussuriensis (Maack et Regel) T. Kop.ユガミチョウチ ンゴケ，

生出 ・児玉， 1985(as T. i111111argi11ata)；生出 • 吉田 ， 1 986 (as T 

immarginata)；平岡他，1997

Rhizogoniaceaeヒノキゴケ科

Pyrrhob1yum dozyanum (Lac.) Manuelヒノキゴケ；生出， I984 (as 

Rhizogonium dozyanum)；生出• 吉田， 1 986 (as Rhizogonium 

dozyan11m)；平岡他， 1997；磯野 ・平岡， 2000

P. latifolium(Bosch et Lac.) Mitt.ヒロハヒノキゴケ；杉村・大橋， 1999

Bartramiaceaeタマゴケ科

Bartramia pomiformis Hedw.オオタマゴケ；生出， 1984(as B. pomifornus 

var. elongata)；生出・ 児玉， 1985(as B. pomifolmis var. elongata); 

生出• 吉田 ， 1 986 (as B. pomゆ/misvar. e/011gata)；生出他，1987

(as B. pomi/olmis var. elongata)；吉田 ，1996;吉田・足立，1996;平

岡他 ， 1997 ; 磯野 ・ 平岡， 2000 ; 大石 • 平岡 ， 2002

Phi/onotis.falcata Mitt.カマサワゴケ；生出 他，1987;平岡 他，1997;杉

村・ 大橋， 1999，平岡他，2000；磯野 ・平岡，2000

P.Jo111ana (Hedw.) Brid. サワゴケ；生出， 1 984 ; 生出 • 吉田， 1 986

P. nitida Mitt.マキバサワゴケ；杉村・大橋， 1999

P. 1/11vaitesii Mitt.コックシサワゴケ；生出，1984;生出・ 児玉，I985 (as 

P. socia ) ； 生出 • 吉田， 1 986 (as P. socia)；生出他， 1987(as P 

SOCIA)，吉田 ，1996(as P. socia)；吉Il]・足立， 1996(as P. socia)；平

岡 他 ， 1 997; 杉村 ・ 大橋 ， 1 999 ; 磯野 ・ 平岡， 2000; 大石 • 平岡，

2002 

P. turneriana (Schwaegr.) Mitt. オオサワゴケ；平岡 他 ， 2000 ; 磯野 •平

岡，2000；大石 ・平岡，2002

Orthohichaceaeタチヒダゴケ科

Amphidium 111011geotii (Bruch et Schimp.) Schimp.イヌカメゴ

ケ；平岡他， 1997

Mac,'0111itriu111 ferriei Card. et Ther.リュウキュウミノゴケ；平岡 他，1997

M. gi1111110s10111u111 Sull. et Lesq.ヒメミノゴケ；Noguchi,1967;生出，1984,

生出 • 吉田， 1 986; 平岡 他， 1 997 ; 杉村 ・ 大橋， 1 999

M. japo11ic11111 Dozy et Molk. ヤマ ト ミノゴケ；生出， 1 984; 生出 • 吉田，

1986;吉田，1996;吉田・足立，1996;平岡他，1997;杉村 ・大橋，

1999 

M. prolongatum Mittナガミノゴケ； Noguchi,1967;生出，1984;平岡 他，

1997 

Orthotriclwm consobrinu111 Card . コダマゴケ；生出， 1 984; 生出 •吉田，



1986：，生出他， 1987：， 吉田 ・1996：，吉田 ・足立， 1996：， 平岡他， 1997,

杉村・大僑， 1999

Sch/otheimia japonica Besch. et Card.モミゴケ，平岡他， 1997

Ulota crispa (Hedw.) Brid.カラフトキンモウコ、ケ；lwatsuki,1959 (as U. 

crispa var. longifoliα），生出，1984：，平岡他， 1997

U. perbreνiseta Dix. et Sak.イブキキンモウゴケ，lwatsuki,1959 

Climaciaceaeコウヤノマンネングサ科

Climaciumjaponicum Lindb.コウヤノマンネングサ，生出，1984：，生出・

吉田， 1986：，平岡他，1997

Pleuroziopsidaceaeフジノマンネングサ科

Pleuroziopsis 1uthen町a刊feinm.)Kindb. ex Britt.フジノマンネングサ，平

岡他，1997

H吋川giac岨eヒジキゴケ科

Hedwigia ciliαta (Hedw.) P. Beauv.シロヒジキゴケ，生出， 1984：， 平｜司他，

1997：，杉村大橋， 1999：，平岡他，2000

Crypha朗ceaeイトヒバゴケ科

Forsstl口emiaCl)lphaeoides Card.ヒメスズゴケ，平岡他， 1997

F.j勾ryonica(Besch.) Par.イトスズゴケ，平岡他， 1997

F. trichon 

Pilotrichopsis den/a／，α小'1i仕）B巴sch.ツルコ唄ケ，生出，1984：，平岡他，1997

Leucodontaceaeイタチゴケ科

Dozyajaponica Lac.リスゴケ，野口， 1947：，平岡他， 1997

leucodon atrovirens Nog.イボヤマトイタチゴケ，野口， 1947 (as 

Mαcrosporielia scabriseta ）；， 刈~iyama, 1988：，平岡他， 1997

l. sappo陀nsisBesch.イタチゴケ，生出，1984;Akiyama, 1988：，平岡他，

1997 

Trachypodaceaeムジナゴケ科

Duthiella speciosissimαBroth. ex Card.マツムラゴケ，生出，1984：，平岡

他， 1997；機野・平岡，2000

Trτ1chypus bicolor Reinw. et Hornsch.ムジナゴケ，野口，1947(as T 

bicolor var. rigidus, and as T bicolor var. hispidus）；，平岡他， 1997

T humilis Lindb.ホソムジナゴケ，平岡他， 1997

Pterobryaceaeヒムロゴケ科

Eumyurium sinicum (Mi仕）Nog.ナワゴケ，WJ-1二I,1947：，平岡他，1997

Pterob1yum arbuscula Mitt.ヒムロゴケ，野口， 1947：，生出，1984：，生出・

吉田， 1986：，平岡他， 1997：，杉村 －大橋， 1999

l、1
Aerob1yopsis subdiν＇el：宮ens(Broth.) Bro出 ミススキ、モ ドキ，平岡他，1997 

Barbellajlagellife1↓a(C紅d.)Nog.キヨスミイトコeケ，生出， 1984；平岡他，

1997：，杉村大橋， 1999

B. pendu／，α（Sull.) Fleisch.イトコケ，生出， 1984

Ch1ysocladium re仰 rsum(Mi仕）Fleisch.ソリシダレコケ，野口，1948：，杉

村・大橋，1999

Floribundaria aureα（Mitt.) Broth. subsp. nipponica (Nag.) Nog.ヒロハ

シノブイ 卜ゴケ，野口，1948(as F. nipponica) 

Meteoriella soluta (Mitt.) Okam.オオミミゴケ， !!ff仁I,1947 (alsoasM 

so/uta fo. Kudoi）；，生出 ，1984

Meteoriwn buchananii (Broth.) Broth. subsp. he／川inthocladulum(Card.) 

Nog.コハイ ヒモゴケ，杉村大橋，1999

M. subpolytrichum (Besch.) Broth.ハイヒモコケ，杉村 大橋， 1999

Pseudobarbella le町田i(Ren. et Card.) Nog.タカサゴサガリコケ，野口，

1948：，平岡他， 1997；杉村大橋， 1999

Neckeraceaeヒラゴケ科

Bissetia lingulata (Mi仕.）Broth.シタコーケ；野仁I,1950：，平岡他， 1997

Homaliajα＇ponica B田ch.ヤマトヒラゴケ，生出 ・吉田，1986：，平岡他，

1997：，杉村－大橋，1999：，磯野・ 平岡， 2000

Homaliodendron flabellatum (Sw.) Fleisch.キダチヒラゴケ，野口
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, 1950 (as H. scalpellifolium）；，生出， 1984(as H. scalpellifolium), 

平岡 他，1997：，杉村・大橋， 1999：，磯野 ・平岡，2000

Neckero fieλiramea Card.コメリンスゴケ， 生出，1984：，平岡他，

1997：，杉村・大橋，1999

N. humilis Mitt.チャボヒラゴケ，野口， 1950(asN. humilis var 

kamakurana); Inoue, 1987 (as N. kamakurana）；，平岡他， 1997

N konoi Broth. ex Card.タカネメリンスゴケ，野口，1950：，平岡他， 1997

N.pusillaMi仕．ヒメヒラコ、ケ；町’口，1950

N. yezoana Besch.エゾヒラコケ，野口， 1950：，平岡他，1997

Neckeropsis nitidula (Mitt.) Fleisch.リボンゴケ，野口，1950：，生出， 1984,

生出 吉田， 1986；平岡他，1997：，杉村 ，大橋， 1999：，磯野平岡，

2000：，大石 ・平岡，2002

刀wmnob1yumalopecurum (Hedw.) Nieuwl.キツネノオゴケ，平岡他，

1997 

土p/icatulum(Lac.) lwats.コトラノオゴケ，生出， 1984：，平岡他， 1997：，杉

村 ・大橋，1999：，磯野・ 平岡，2000

工subseriatum(Mi甘 口 Lac.)Tanオオトラノオゴケ，聖子口， 1950(asT 

sandei）；，生！：！：＼ , 1984 (as T sandei）；，生！±＼ .児玉， 1985(as T sandei); 

生出吉田， 1986(as T sandei）；，平岡他， 1997：，杉村・大橋， 1999;

磯野平｜司，2000：，大石 ・平岡，2002

Lembopl】yllaceaeトラノオゴケ科

Dolichomitra cymbifolia (Lindb.) Broth.トラノオゴケ，生出，1984：，生出

児玉， 1985；生出 回吉田，1986：， 吉田， 1996：，吉田 足立， 1996：，平

岡他， 1997

D. cymbifolia var. subintegerrima Okam.ハナシエボウシゴケ，野仁I,1950, 

平岡他，1997

Dolichomitriopsis diversiformis (Mi仕.）Nog.コクサゴケ，野口，1950：，生

出， 1984：，生出吉田， 1986：，平岡他，1997：，杉村 ・大橋， 1999：，磯

野・平岡，2000

lsothecium subdi回目iformeBroth.ヒメコクサゴケ，野口， 1950：，平岡他，

1997：，杉村大橋，1999；磯野平岡，2000

Hookeriaceaeアプラゴケ科

f-lookeria acutifiJILαHook. et Grev.アブラゴケ（＝リュウキュウアブラゴ

ケ），生出，1984：，生出 ・児玉， 1985：，生出・ 吉凹，1986：，生出 他，

1987：，吉田，1996：，吉凹・ 足立＇ 1996：，平岡他， 1997：，杉村 －大橋，

1999；平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

H ypopterygiaceaeクジャクゴケ科。αthophorellahookeriana (Gr l任）Fleisch.コキジノオゴケ，生，＇：！：＇，， 1984, 
杉村 大橋， 1999；磯野・ 平岡，2000

ペJ1popte1）皆川nfaw悶 Besch.クジャクゴケ，Noguchi,l 952a：，生出， 1984,
生出・ 吉III, 1986：，吉田 足立， 1996：，平岡他，1997；杉村 ・大橋，

1999 

Theliaceaeヒゲゴケ科

Fαuriella te川町（Mitt.)Card.エダウロコゴケモドキ，生出， 1984；生出・

児玉， 1985：，生出吉田， 1986；平岡他，1997：，杉村 ・大橋， 1999,

磯野・平岡，2000

Fabroniaceaeコゴメゴケ科

Anacamptodon latidens (Besch.) Broth.ソリハゴケ，平岡他， 1997

Fabronia matsumurae B田ch.ココメゴケ，生l:U,1984：，生出・吉田， 1986,

平岡他，2000

Schwetschkea matsumurae Besch.キノウエノケゴケ，生出・児玉， 1985

Schwetschkeopsis fl, b馴 ia(Schwaegr.) Broth.キノウエノホソコーケ，Taoda,

1980：，生出， 1984：，平岡他，1997；杉村 ・大橋， 1999：， 磯野・平岡，

2000 

S. robustula (Broth.) Andoオオヒメヒナゴケ，磯野平岡，2000

Leskeaceaeウスグロゴケ科

leskea.polycwpa Hedw.コシノウスグロゴケi生出・児玉， 1985

OJ.仰 nuraeabrachydictyon (Card.) Nog.ホソオカムラゴケ，杉村 ・大橋，

1999 

0. brevipes Broth. ex Okam.コシノオカムラゴケ，平岡他， 1997



0. hakoniensis (Mitt.) Broth.オカムラゴケ，生出，1984：，生出・

児玉， 1985：，生出 ・吉田， 1986：，平岡他， 1997

0. hakoniensis fo. multiflagellifera (Okam.) Nog.ハイオカムラゴ

ケ，Noguchi,1953 

Ps白1doleskeopsiszippelii (Dozy巴tMolk.) Broth.アサイ トゴケ，平岡他，

1997：，杉村 ー大橋，1999：，磯野 平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

Rigodiadelphus robustus (Lindb.) Nog.キツネゴケ，生出， 1984

Thuidiaceaeシノブゴケ科

Anomodon abbreviatus Mi仕ミヤマギボウシゴケモ ドキ，lwatsuki,1963 ( 

分布図による）；Watanabe, 1972:，平岡他，1997

A. gimldii C. Muell.オオギポウシゴケモ ドキ，lwatsuki,1963（分布図に

よる）；Watanabe, 1972：，平岡他，1997

A. minor (Hedw.) Fuernr. subsp. inregerrimus (Mi仕）lwats.ギボウシゴケ

モドキ，Watanabe,1972：，生出 吉田，1986：，磯野 ・平岡，2000

A. rugelii (C. Muell.) Keiss！.エゾイトゴケ，lwatsuki,1963;，生出，1984：，生

出 児玉，1985：，平岡他， 1997

8011/aya mittenii (Broth.) Card.チャボスズコケ；Watanabe,1972：，生出，

1984：，生出 吉田，1986：，平岡他， 1997

B1yonoguch悶1110/kenbo臼・i(Lac.) lwats. et H. Inoueホンシノブゴケ，平岡

他，1997

Claopodium aciculum (Broth.) Broth.ハリ ゴケ， Watanabe,1972：，平岡

他，2000;l磯野 ・平岡，2000：， 大石 ・平岡，2002

C pellucinerve (Mitt.) B巴st.フトハリ ゴケ，平岡他，1997

C. prionophylh仰（C.Muell.) Broth.ナガスジハリゴケ，磯野・平岡，2000

Haplocladium angustifolium (Hampe et C. Muell.) Broth.ノミハニワゴケヲ

Watanabe, 1972 (as 丘 sch附tschkeoid•四），生出 児玉， 1 985 ：， 生出 ・
吉田，1986；生出他，1987；吉田 ・足立，1996：，平岡他， 1997；杉

村 大橋， 1999：，平岡他，2000；磯野 ・平岡，2000：，大石 ・平岡，

2002 

H discolor (Par. et Broth.) Broth.コニワゴケ，大石 ・平岡，2002

H. microphyllum (1-1巴dw.)Broth.コメノ可キヌゴケ，生出，1984(as 

B1J1ohaploclacliu111 microphyllum）；，生出児玉，1985：，生出他，

1987：，平岡他，1997：， 平岡他，2000：，磯野平 岡，2000：，大石ー平岡，

2002 

Hp白戸山百・phyllumWatanabeケアサコ。ケ，平岡｛也，1997

H. strictulum. (Caぱ）Reim.スジシノブゴケ，Watanabe,1972 (as H.fl1uriei), 

平岡他，1997；磯野 ・平岡，2000

政1plohymeniu111longi問中・e(Broth.) Broth.ナガスジイトゴケ，生出，1984,

平岡他，1997：，杉村・ 大橋， 1999

H. pseudo-triste (C. Muell.) Broth.コハノイトゴケ，Wa凶 日be,1972：，生出

, 1984；平岡他，1997：，杉村・ 大橋，1999：，平岡他，2000：，磯野

平岡，2000

H. sieboldii (Dozy et Molk.) Dozy et Molk.イワイトコケモ ドキ，Watanabe,

1972：，生出他，1987：，吉田， 1996：，平岡他，1997：，杉村 －大橋，

1999 

H liiste(O岱 exDeNot.) Kindb.イワイトゴケ，生出，1984：，生出吉田，1986;

生出他， 1987：，吉田・ 足立，1996：，平岡他，1997：，杉村大橋， 1999

He1petineuro11 toccoae (Sul!. etLesq. ex Sull.) Card.ラセンゴケ，Watanabe,

1972：，生出， 1984;Inoue, 1987 (as H. attenuど

田，1996：，吉田・足立， 1996：，平岡他，1997；杉村 ・大橋，1999;i幾
野・ 平岡，2000

Mザαbeafh1白cella(l¥1itt.) Broth.ミヤベゴケ，平岡他， 1997

Rauiellaβl}isα叩（Par.)Reim.パンダイコ’ケ；平岡他，1997

Thuidiumの1mbifolium(Dozy et Molk.) Dozy et Molk.ヒメ シノフqコ、ケ，

Watanabe, 1972：，生出，1984：，平岡他，1997：，杉村 ・大橋， 1999：，磯

野・ 平岡，2000：，大石・平岡，2002

T kanedae Sak.アソシノブゴケ，生出，1984；生出 ・児玉， 1985：，生出・

吉田，1986：，生出他，1987：，吉田，1996：，吉日｜足立，1996：，平岡他，

1997：，杉村 ・大橋， 1999：，平岡他＇2000：，磯野 ・平岡，2000

T lepidoziaceum Sak.スギパシノブゴケ，Watanabe,1972 

T philibertii Limpr.オクヤマシノブゴケ，平岡他，1997

T pristoca/y.λ（C. Muell.) Jaeg.アオシノブゴケ，平岡他，1997

T pygmaeum Bmch et Schimp.ミジンコシノブゴケ，磯野・平岡，2000,

大石 ・平岡，2002

t 陀印•gm白1111 (Hedw.) Lindb. var. delicatulum (Hedw.) Wamst.コパノエソ
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シノブゴケ，Wa凶 abe,1972 (as T de/icatulu川），平岡他，1997：，平岡

f也， 2000
T sparsifolium (Mi仕）Jaeg.チャボシノブゴケ，生出・児玉，1985(as T 

bipinnαtu/um）；，平岡他 1997：，杉村 大橋，1999：，平岡他，2000：，磯

野 ・平岡，2000：，大石 平岡， 2002

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

C削 1pyliadelplns cluysophyllus (Brid.) R. S. Chopraコガネノ、イゴケ，生

出 児玉， 1985(as Campyliwn crysophyllum）；，平岡他， 1997：，杉

村 大橋， 1999：，大石 ・平向，2002

Cratoneuronji/icinwn (Hedw.) Spruceミズシダゴケ2生出，1984：，生出・

児玉，1985：，生出 ・吉田，1986：， 生出他，1987：，吉田，1996；吉田－

足立， 1996：，平岡他，1997：，杉村 ・大橋，1999：，磯野 平岡，2000

Leptodictyum humile (P. Beauv.) Crumハヤマヤナギゴケ，Kanda,1975 

(as L. Kochii) 

L. radica/e (P. Beauv.) Kanda; Kanda, 1975; Inoue, 1987 (as Campyli11111 

okamw官e)

L. riparium (Hedw.) Wamst.ヤナギコーケ；Kanda,1975：，生出・児玉，1985

(as Amblystegium riparium）；，生出他，1987(as』mblysregium

ripaium）；，平岡他，2000

Pleurozium schreberi (Brid.) Mitt.タチハイゴケ，平岡他，1997

Brachyth配iaceaeアオギヌゴケ科

Brachythecium brorheri Par.アラハヒツジゴケ，古凹 足立，1996

B. buchananii (Hook.) Jaeg.ナガヒツジゴケ，生出，1984：，生出 児玉，

1985：， 生出 他， 1987：，平岡他， 1997：，杉村 ・大橋， 1999：，平岡他，

2000：，磯野 ・平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

B. buchananii var. grac品mumDix.チャボヒツジコケ，生出児玉，1985

B. COi四 numCard.コマノヒツジゴケ，生出・吉田，1986；，平岡他，1997

8. helminthocladum Broth. et Par.ヒモヒアジゴケ，生出他，1987

B. plumosum (Hedw.) Bmch et Schimp.ハネヒツジゴケ，Takaki,l 955b, 

生出，1984：，生出 ・児玉，1985：，生出 ・吉田，1986;Inoue, 1987 (as 

B. acroporioides ）；，生出 他， 1987：，吉田，1996：，吉田 ・足立， 1996;

平岡他， 1997：，杉村・大橋，1999：，平岡他，2000：，磯野・平岡，2000;

大石 ・平岡，2002

B. populeum (Hedw.) Bruch et Schimp.アオギヌゴケ，生出 ・1984：，生

出ー児玉， 1985；生出 吉圧I,1986：，生出他，1987；平岡他，1997;

杉村 ・大橋， 1999：，平岡他，2000；磯野 ・平岡，2000

B. pu/chellum Broth. et Par.ツヤヒツジゴケ，平岡他，1997

8. rivulare Bruch et Schimp.タニゴケ，生出・児玉，1985；平岡他，1997,

磯野 平岡，2000

B. salebroswn (Web. et Mol官）Bmch et Schimp.ヒロハフサゴケ，生出 ・

児玉，1985

81yhnia110ν・ae angliae (Sull. et Lesq. ex S叫1.)Groutヤノネゴケ，Takaki,

1956 (as B. sublaevifolia）；，生出・児玉，1985；生出他， 1987(also 

asB. no出町1）；，平岡他， 1997：，杉村 ・大橋， 1999：，平岡他，2000；磯

野平岡，2000

B. tenerrima Broth. et Yas.ヒメヤノネコ守ケ；平岡他，1997：，磯野・平岡，

2000 

8. t1ichonu的。Dix.etTher.キンモウヤノネゴケ，平岡他，1997

Eurhynchium目βtegium(Besch.) Dix.オニヒツジゴケ，平岡他， 1997

£. hians (Hedw.) Lac.ツクシナギゴケモ ドキ，生出，1984；平岡他，1997,

杉村・ 大橋，1999：，平岡他，2000：，磯野平岡，2000：， 大石 ・平岡，

2002 

£.laλP 

£. sαvatieri Schimp.巴xBesch.ヒメナギコ－ケ， Takaki,1956 (as £. 

polystictum ）；，生出児玉， 1985(also as £.pol；岬 ctum）；，生出他，

J 987 (as E. polystictwn and E. fauriei）；，平岡他，1997：，杉村・ 大橋，

1999：，平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

Homalothecium laevisetwn Lac.アツブサゴケ，j三11¥,1984：，平岡他，1997,

杉村 大橋， 1999

Kindbergia arbuscula (Broth.) Ochyraキブリナギゴケ，Takaki,1956 (as 

Eurhynchium arbusculum）；，生出 ・児玉， 1985(as Euり111chium

arbuscula）；，平岡他 1997

Myuroclada m仙川owiczii(Borosz. ex Maxim.) Steere et Schofネズミノオ

ゴケ，生出， 1984：，生出 ・吉田，1986：，吉田， 1996：，吉田 ・足立，



1996：，平岡他， 1997；杉村 ・大橋， 1999

Palamocladium nilgheriense (Mont.) C. Mu巴LI.アツブサゴケモト‘キ；Takaki,

1955a (as Pleuropus sciureus）；，杉村・大橋， 1999；磯野・平岡，2000

Platyhypnidium rψαrioides (Hedw.) Di以アオハイゴケ，生出・児玉，1985

(as Rhynchostegium riparioides）；，生出 ．吉回， 1986(a s 

Rhynchostegium r 

riJフarioides）；平岡他，1997：，杉村 ．大橋， 1999：，平岡他＇ 2000;fl 授

野平岡，2000：，大石平岡，2002 

Rhynchostegium con什αctumCard.サイシュウテングゴケ，Takaki,1956, 

生出 他，1987：，平岡他，1997：，平岡他，2000：， 大石 ・平岡，2002

R. inclinatum (Mi口.）Jaeg.カヤゴケ，生出児玉， 1985：，生出他，1987

(as R. ishibae）；平岡他，2000：， 磯野平岡，2000

R oνalifolium Okam.イセノテングゴケ，生出 他，1987：， 大石・ 平岡 ，

2002 

R. pallidifolium (Mitt.) Ja巴g.コカヤゴケ，Takaki,1956：，生出， 1984：，生

出・児玉，1985：，生出・吉田，1986：，生出他， 1987：，吉田，1996：，吉

田足立， 1996：，平岡他， 1997：，杉村大橋，1999：，平岡他，2000,

磯野 ・平岡，2000：， 大石 －平岡，2002

R. rotundifolium (Brid.) Bruch et Sc凶11p.マルパカヤゴケ，大石・平岡，

2002 

Entodontaceaeツヤゴケ科

Entodon ca/ycinus Card.サクラジマツヤゴケ，生出，1984：，平岡他，ゆ97,

磯野 ・平岡，2000

E. chal/engeri (Par.) Card.ヒロハツヤゴケ，生出， 1984：，生出・児玉，

1985；生出 ・吉田，1986；生出他， 1987(as£. compress悶），吉田 9

1996：，吉田 ・足立，1996；平岡他， 1997：，杉村・ 大橋， 1999：，平岡

他，2000；大石・平岡，2002

E. concinnus (DeNot.) Par. subsp. ca/iginosus (Mi仕） M iz. var. faur問

(Broth.et Par.) Miz.マルハツヤゴケ，生出 ・児玉， 1985(also as £. 

concinus) 

E. diversinervis Card.ナガスジツヤゴケ，生出・児玉，1985

E. mbicund，凶作1i仕.）Jaeg. et Sauerb.エダツヤゴケ，生出， 1984；生出 ・

児玉， 1985：，生出 ・吉田， 1986：，生出他，1987：， 平岡他， 1997;磯

野平岡，2000

E. scabridens Lindb.カラフトツヤゴケ，平岡他，1997

E. sullivan白i(C. Muell) Lind. V紅 eversicolor (Besch.) M立アキタツヤゴケ2

生出・児玉，1985(as E. sallivantii）；生出他，1987：，平岡他，1997;

杉村 ・大橋，1999：，平岡他，2000：，磯野・平岡，2000：，大石・平岡，

2002 

Plagioth舵iaceaeサナダゴケ科

Isopterygiopsis muelteriαna (Schimp.) lwats.エゾノヒラツボコ、ケ；平

岡他， 1997

Plagiotheciwn cavifolium (Brid.) Iwats.マルフサゴケ，生出， 1984；平岡

他，1997

P. Cl川 ifoliumSchlieph. ex Linlpr.ナンブサナダゴケ，平岡他， 1997

f宅四りphyllwn(Card. d百ier.)Iwats.ジョウロウイチイゴケ，生出， 1984,

平岡 他，1997：，杉村・大橋， 1999：，磯野・平岡，2000：，大石・平岡，

2002 

P. nemorale (Mi世）Jaeg.ミヤマサナダコケ，生出，1984：，平岡他， 1997,

杉村大橋， 1999：，磯野 ・平岡，2000；大石 平岡，2002

P. nemora/e fo・jα＇ponicum(Sak.) Iwats.ヤマサナダゴケ，平岡他， 1997

Sematophyllaceaeナガハシゴケ科

Brotherella.角uriei(Card.) Broth.トガリゴケ，生出，1984：，平岡他， 1997

B. henonii (Duby) Fleisch.カガミゴケ，生出， 1984：，生出 ・児玉， 1985,

生出 ・吉田，1986：，吉田， 1996：，吉田足立， 1996：，平岡他， 1997;

杉村 ・大橋，1999：，平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000：，大石 平岡，

2002 

Pylaisiade伊hatenuirostris (Bruch et Sc凶np.inB.S.G.)Buckコモチイトゴ

ケ，生出， 1984(as Brotherella yokohamae）；，生出・児玉， 1985(as 

B.yo初hamae）；生出 吉田，1986(as B. yokohamae）；，生出他，1987

(as B. yokohamae）；，吉田 ・1996(as Clastob1yella kusatsuensis）；，吉

田・足立， 1996(as C. kusatsuensis）； 平岡 他， 1997；杉村・大

橋， 1999：，平岡他，2000：，磯野平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

71 

Sematophyllum pulchellum (Card.) Broth.セイナンナガハシコAケ， Seki,

1968：，杉村・大橋， 1999：，平岡 他， 2000

丘subhumile(C. Muell.) Fleisch. subsp. japonicum (Broth.) Sekiナガハシ

ゴケ，Seki,1968：，生出， 1984：，生出 児玉，1985：， 平岡他， 1997；杉

村・大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000：，大石 平岡，

2002 

同ikiαhornschuchii(Dozy et Molk.) Cnm1ナンヨウトゲハイゴケ，平岡他，

1997：，磯野 ・平岡，2000

Hypnaceaeハイゴケ科

Callicladium hafd，仰 ianum(Grev.) Crumクサゴケ，生出， 1984：，生出 ・

児玉， 1985：， 平岡他， 1997：，磯野平岡，2000

Ctenidium capillifolium小七社）Bro出 クシノハゴケ，生出，1984;Nis凶mura,

1985：，生出他，1987：，平岡他，1997：，杉村 －大橋， 1999；磯野・平

田J'2000 
C. hastile (Mi仕）Lindb.コクシノハゴケ，生出， 1984：，生出 ・児玉，1985

C.percr官ssumSak.オニクシノハコケ，Nishim町九1985：，平岡他， 1997;

杉村 ・大橋， 1999：，磯野平岡，2000

C. pinna tum (Broth. et Par.) llis.イトクシノハゴケ，平岡他，1997

Glossadelphus oga仰eBroth. et Y as.ツクシヒラツボゴケ，生出， 1984

Goliania ruginosa (Mitt.) Broth.シワラッコゴケ，Higuchi,1985：，平岡他

'1997；杉村－大橋，1999

Gν・arians (Mitt.) Broth.ラッココーケ；生出， 1984;Higuchi, 1985; Inoue, 

1987 (as G. sasaokae）；，平岡他， 1997

Herzogiel/a perrobusta (Broth. et Card.) lwats.ミチノクイチイコ。ケi

I、Natsuk:i,1965 (as Sharpiella伊inulosa);lwatsuki, 1970; Inoue, 1987 
（日slsopterア•giwnhisauchii)；，生出 他， 1987：，平岡他， 1997：，磯野 ・

平岡，2000

Homomalli山 nconnexwn (Card.) Broth.エゾキヌタコeケ；平岡他， 1997,

杉村大橋， 1999

Hjα＇ponico-adnatum (Broth.) Broth.ヤマトキヌタゴケ，磯野・平岡，2000

Hondael/a brachytheciel/a (Broth. et Par.) Andoコアオギヌゴケ，生出，

1984：，平岡他，1997

fか1pnumcalcicolum Andoチチブハイゴケ，平岡他， 1997
H densirameum Andoクチキハイゴケ，平岡他， 1997

H. erectiusculum Sull. et Lesq.ヒラハイゴケ，平岡他， 1997；磯野・平岡

2000 

瓦firjiyamae(Broth.) Par.フジハイゴケ，Ando,1957; Ando, 1986；平岡

他， 1997

H o/dhamiiβ伽.）Jaeg.ヒメハイゴケ，Ando,1958：，生出，1984：，平岡他，

1997：，杉村 ・大橋， 1999

H. plumaeforme Wils.ハイゴケ，Ando,1958：，生出， 1984：，生出・児玉，

1985；生出，吉田， 1986：，生出他， 1987；吉田，1996：，吉田 －足立，

1996：，平岡他， 1997：，杉村・大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯野平岡，

2000 

H.plumaゆ円nevar.min山 Broth.ex An doコハイゴケ，生出・児玉 1985,

杉村大橋， 1999

f王sakuraii(Sak.）ん1doオオベニハイゴケ，平岡他，1997；杉村・大橋，

1999：，磯野・平岡，2000

H subimponens Lesq. subsp. ulophyl/wn (C. Muell.) Andoヤマハイコケ，

Horikawa & Ando, 1957 (as H. subimponens）；，生出 ，l984；平岡，

1997 

f王tristovi ride (Broth.) Par.イトハイコ’ケ；Ando,1956; Ando, 1976：， 生出，

1984；生出・児玉， 1985：，生出・ 吉田，1986：，吉田 ・足立，1996：，平

岡他， 1997：，杉村 ・大橋，1999：，平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000

Isopterygium minutirameum (C. Muell.) Jaeg.シロハイゴケ，生出・児玉，

1985：，平岡他，2000：，磯野・ 平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

Platygyrium repens (Brid.) Bruch et Schimp.イヌサナダゴケ，平岡他，

1997：，平岡他，2000

Pseudo！αλiphyllum pohliaecarpum (Sul I. et Lesq.) Iwats.アカイチイゴケ，生

出， 1984(as Jsopterygium pohliaecmpum ）；，生出・児玉， ！985(asf

pohliaecm仰 m）；，生出 ・吉田， 1986(as I. pohliaeca1pw11）；，生出他，

1987 (as I. pohliaecarpum）；，吉田， 1996(as I. pohliaecwpum）；，吉田 ・

足立， 1996(as I. pohliaecaψum）；，平岡他，1997：，杉村・大橋， 1999,

平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

Pylaisiel/a bl叫1eri(Besch.) I wats. et Nog.キヌゴケ，生出，1984(as Py／，印刷



brotheri）；，生出・児玉， 1985：，生出他， 1987

P. /aeto-viridis (Okam.) Iwats. et Nog.アス、マキヌコ、ケ；Inoue,1987 (as 

Py/aisia laeto-viridis) 

Rhytidiαdelphus japonicus (Reim.) T. Kop.コフサコーケ；生出， 1984：， 平岡

i也， 1997
R. rrique川 s伺edw.)Wamst.オオフサコゃケ，生出，1984

T臥 iphyllumalternans (Card.) Iwats.コウライイチイゴケ，生出他，1987,

平岡他，2000;

土日omoriense(Besch.) Iwats.サナダゴケ，生出， 1984：，生出・児玉， 1985,

平岡他，1997

T cuspidifolium (C紅d.)Iwats.トガリイチイゴケ，生出他，1987

T taxirameum (Mitt.) Fleisch.キヤラハゴケ，生出， 1984：，生出 ・児玉，

1985：，生出 －吉田， 1986：，生出他，1987：， 吉田 ・足立， 1996；平岡他，

1997：，杉村・大橋，1999：，平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000；大石 ・

平岡，2002

Vesiculariaferriei (C紅det Ther.) Broth.リュウキユウフクロハイゴケ，大

石 －平岡，2002

χflaccida (Sul!. et Lesq.) lwats.ヨコスカイチイゴケ，平岡他，1997

Rhytidia倒 eフトゴケ科

Rhytidiwn rugosum (Hedw.) Kindb.フトゴケ，生出， 1984

Hylocomiaceaeイワダレゴケ科

時locomiastrumhimalayanum (Mitt.) Broth.シノブヒパコ。ケ；平岡他，

1997 

Hylocomium splendens (Hedw.) Bruch et Schimp.イワダレゴケ，生出，

1984：， 平岡他， 1997

Loeskeob明 1111cav（メolium(Lac.) Fleisch.フトリュウビゴケ，生出， 1984

(as的locomiumbrevirostre var. cανifoliom）；，平岡他， 1997

苔類

Herbertaceaeキリシマゴケ科

Herbertus aduncus (Dicks.) S.Grayキリシマゴケ，平岡他，1999

Pseudolepicoleaceaeマツバウロコゴケ科

Blepharostoma minus HoriJιチャボマツバウロコゴケ，生出吉田，1986;

平岡他， 1999：，杉村 ・大橋，1999：， 磯野 平岡，2000；大石 ・平岡，

2002 

β trichophyllum (L.) Dum.マツバウロコゴケ，平岡他，1999

Trich田ol回E回eムクムクゴケ科

Trichocolea tomentella (Ehrh.) Dum.ムクムクコdケ；生出・吉田， 1986,

平岡他， 1999

I必pidoziaceaeムチゴケ科

Bazzania bidentula (Steph.) Nichols.フタパムチゴケ，平岡他，1999

B. denudata (To汀ey)Trev.タマコーパムチゴケ，平岡他，1999

B. japonica (Lac.) Lindb.ヤマトムチゴケ， Hattori& Mizutani, 1958 （分

布図による），生出 吉田，1986：， 平岡他， 1999

B. pompeana (Lac.) Mitt.ムチゴケ，平岡他，1999

B. 0・idens(Reinw. et al.) Trev.コムチゴケ，井上， 1974（分布図による），

生出吉田， 1986：，平岡他，1999：， 杉村大橋，1999

Kurziama釘noana(Steph.) GrolJeコスギバゴケ，生出 ・児玉， 1985

Lepidozia同＇t1ea Steph.スギパゴケ，杉村－ 大橋， 1999

Calypogeiaceaeツキヌキゴケ科

Calypogeia arguta Ne白 etMont.チャボホラゴケモドキ，生出他， 1987,

平岡他，1999；杉村 ・大橋， 1999：， 平岡他，2000：，磯野・平岡，

2000：， 大石平岡，2002

C. asakawQ/回 Inoueアサカワホラゴケモドキ，平岡・井上，1987；杉村

大橋， 1999：， 平岡他，2000；磯野・ 平岡，2000

C. azur，伺 Stotleret Crotzホラゴケモドキ，平岡他，1999

C. tosana (Steph.) Steph.トサホラゴケモドキ，生出・児玉，1985：，生出・

吉田，1986：，生出 他， 1987：，平岡他， 1999：，杉村 ・大橋，1999：，平岡

他，2000；磯野 ・平岡，2000
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Metaca vpogeia cordifolia (Steph.) Inoueヒロハホラゴケモドキ，平岡 他，

1999 

Cephaloziaceaeヤパネゴケ科

Cephalozia catenulata (Hueb.) Lindb. subsp. nipponica但att.)Inoue 

カタヤバネゴケ，井上，1974(asC.nipponica，分布図による）；生出｛也

1987 (as C. nipponica) 

C. otaruensis Steph.オタルヤパネゴケ，井上，1974（分布図による），生

出・ 児玉，1985：， 生出・吉田， 1986：， 生出他，1987：， 平岡他，1999;

杉村大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯野平岡，2000

Nowelliαcurvifolia (Dicks.) Mitt.フクロヤノイ才、ゴケ，平岡他， 1999：，杉

村・ 大橋， 1999

Odontoschisma denudatum (Mart.) Dum.クチキゴケ，井上， 1974（分布

図による），吉圧1・足立， 1996：，平岡他，1999：，杉村・大橋，1999

0. grosse阿川1coswnSteph.イボクチキコ、ケi平岡他， 1999

Cephaloziellaceaeコヤバネゴケ科

Cephaloziella microphylla (Steph.) Douinコパノヤハネゴケ，平岡他，

1999：，杉村・ 大橋，1999

C. ;,pinicaulis Douinウニヤパネゴケ，平岡他， 1999：，杉村・大橋， 1999,

平岡他，2000：，磯野・ 平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

Jungerm胡瓜低価eツポミゴケ科

Jungennonnia atrovirens Dum.エゾツボミコ。ケ；平岡他，1999：，杉村

大橋， 1999;磯野 ・平岡，2000：，大石 平岡，2002

Jinんsea小心tt.)Steph.オオホウキゴケ，井上， 1974（分布図による），生
出－児玉，1985：，生出 ・吉田， 1986：， 生出 他，1987；平岡他，1999;

杉村大橋， 1999：，磯野・ 平岡，2000

J t析目印。必世）Steph. v紅白ovalifolia(Amak.) Amak.ハイツボミゴケ，平

岡他，1999：，杉村 －大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯野・平岡，2000

J subulata Evansツツソロイゴケ，井上，1974（分布図による），平岡他，

1999：， 磯野 ・平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

J truncata Neesツクシツボミゴケ，平岡他，1999；杉村・大橋， 1999

J virgata (Mi仕）Steph.キブリツボミ ゴケ，平岡他，1999：，杉村 ・大橋，

1999：，磯野 ・平岡，2000

Nardia回wmica(Mi世）Amak.アカウロコゴケ，ヂ｜上，1974：，生出－児玉，

1985 (as N sieboldii）；，生出他， 1987：，平岡他，1999：，杉村大橋，

1999：，平岡他，2000

Jam町oniellaautumnα!is (DC.) Steph.アキウロコゴケ，平岡他，1999：，杉

村・ 大橋，1999

G戸IlilODll凶a醐 eミゾゴケ科

Ma/古upellaemw；古川Q幻(Ehrh.)Dwn.タカネミゾゴケ，平岡他， 1999

Scapaniaceaeヒシャクゴケ科

Scapania cilia/a Lac.ウニパヒシャクゴケ，平岡他，1999

S glaucoνiridis H orik.オカムラヒシャクコゃケ；平岡他，1999：，磯野・平岡，

2000 

S parvitexta Steph.コアミメヒシャクゴケ，Amakawa&Ha仕ori,1954 

S stephanii K. Muell.チャボヒシャクゴケ，平岡他，1999：，杉村・大橋，

1999：，磯野平岡，2000

G帥calycaceaeウロコゴケ科

Geocal戸 lancistipulus(Steph.) Hatt.ヤマト ソコマメゴケ，平岡他，1999

Chiloscyphus pallesc白日(Ho白川Dwn.スケパウロコゴケ，平岡他，1999

C. polyanthos (L.) Cordaフジウロコゴケ，平岡他， 1999：，磯野・平岡，

2000 

Heteroscyphus argutus (Reinw. et al.) Schiffi1.ウロココゃケ；生出 児玉，

1985；大石 平岡，2002

H coalitus (Hook.) Schi血1オオウロコゴケi井上，1974(asHbescherellei, 

分布図による），生出 児玉， l985 (as H beschere 

田，1986(as H bescherellei）；，平岡他， 1999；杉村 ・大橋，1999；磯

野 ・平岡，2000：，大石・ 平岡，2002

Hp／，仰 us小似世）Schi飴1ツクシウロココ。ケi井上，1974（分布図による），

生出他，1987：，平岡他，1999：， 杉村・大橋， 1999：，磯野平岡，2000;

大石 平岡，2002



Lophocolea compacta Mitt.エゾトサカゴケ， 平岡他，1999

L. heterophylla (Scluad.) Dum.トサカゴケ；生出・児玉， 1985：， 生出 ・吉

回， 1986：，生出他，1987：，吉田 足立， 1996：，平岡他，1999：，杉村 ・

大橋， 1999：，磯野平岡，2000：，大石・ 平岡，2002

L. minor Neesヒメトサカゴケ，生出 児玉，1985：，生出・吉田，1986；生

出他，1987；平岡他， 1999：，杉村 ・大橋， 1999：，平岡他，2000：，磯

野平岡，2000：，大石平岡，2002

Plagiochilaceae J、ネゴケ科

Pedinophyllum truncatum (Steph.) Inoueハイノ、ネゴケ，平岡他，1999;

磯野平岡，2000

Plagiochila jlexuo.』αMi壮チチブハネゴケ，Inoue,1958 (as P. titibuensis), 

平岡他， 1999

P. hak.ιodensis Steph.ミヤマハネゴケ，平岡他，1999
P. orbicularis (Ha壮.）Hatt.ヒメマルバハネゴケ，平岡他，1999

P. oν＇alifolia Mitt.マルノtノ、ネゴケ，生出・児玉，1985：，生出・吉田， 1986,

平岡他，1999：，磯野 ・平岡，2000；大石 ・平岡，2002

P. sαloiHatt.ヒメハネゴケ，平岡他，1999

P. sciophila Neesコハネゴケ，井上，1974 (as P. acanthop砂Ilasubsp 

japonica，分布図による），生出 ・児玉， 1985(as P. acanthophyl/a 

subsp. jαrponica）；，生出 ・吉田， 1986(as P. acanthophylla subsp. 

japonica）；，生出他，1987：，吉田， 1996(as P. acanthophylla subsp. 

j叩onica）；，吉田 ・足立， 1996(as P. acanthophyl/a subsp.japonica); 

平岡他， 1999：，杉村大橋，1999：，平岡他，2000；磯野・平岡，2000;

大石 ・平岡，2002

P. semidecw1・ens (Le加l.et Lindenb.) Lehm. et Lindenb.タカネハネゴケ，

平岡他， 1999

Plagiochilion mayebar.αe Hatt.マエバラハネゴケ，平岡他，1999

Acrobolbaceaeチチプイチョウゴケ科

Acrobolbus ci/iatus (Mitt.) Schi仔nチチブイチョウゴケ，平岡他，1999

Radulaceaeケピラゴケ科

Radula cavifolia Hampeオオシタバケピラゴケ，平岡他，1999

R. constricta Steph.クピレケビラゴケ，平岡他，1999：，杉村・大橋，1999;

磯野・平岡，2000

R.japonicαSteph.ヤマトケピラゴケ，生出・吉田， 1986：，平岡他， 1999;

杉村－ 大橋，1999：，磯野 ・平岡，2000

R句anaSteph.コウヤケピラゴケ，平岡他， 1999：，杉村大橋，1999：，磯

野 ・平岡，2000

R. oyamensis Steph.ヒメケビラゴケ，井上，1976（分布図による），生出

児玉，1985：，生出・ 吉田， 1986；杉村・ 大僑， 1999

R. perrottetii Steph.オオケビラゴケ，北川，1998；平岡他，1999：，磯野・

平岡，2000：，大石 －平岡，2002

R. tokiensis Steph.ミヤコノケピラゴケ，平岡他，1999

Lepidolaenaceaeサワラゴケ科

Trichocoleopsis sacculata (Mitt.) Okam.イヌムクムクゴケ，井上，1974

（分布図による）；平岡他，1999：， 杉村 ・大橋， 1999

PoreUaceaeクラマゴケモドキ科

Macνicaria ulophyl/,α（Steph.) Hatt.チヂミカヤゴケ，井上，1976(as Pore/la 

ulophylla，分布図による），吉田，1996：，吉田 ・足立，1996：，平岡他，

1999：，杉村 ・大橋，1999：，平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000

Farella caespitans (Steph.) Hatt. var. cordifolia (S飽ph.)Hatt.ヒメクラマ

ゴケモドキ，井上， 1974(as P. caespitans，分布図による）；平岡他，

1999：，磯野平岡，2000

P. densifo/ia (Steph.) Hatt. var.fa／.加 (Mass.)Ha仕．シゲリクラマゴケモドキ，

平岡他，1999：，磯野 ・平岡，2000

P. gracillima Mi仕ホソクラマゴケモド、キ；平岡他，1999

P.g1官ndilobaLindb.オオクラマゴケモドキ，平岡他，1999

P.japonicα（Lac.) Mitt.ヤマトクラマゴケモ ドキ，平岡他，1999：，杉村・

大橋，1999；磯野 平岡，2000

P. perrottetiana (Mont.) Trev.クラマゴケモドキ，生出・吉田，1986：，平岡

他，1999：，磯野平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

P. vernicosa Lindb.ニスピキカヤゴケ，生出，吉田， 1986：，北川， 1998,
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平岡 他，1999；磯野・ 平岡， 2000

FruUaniaceaeヤスデゴケ科

Frullania davurica Hampeアカヤスデコ＇？－ ；生出・児玉 1985(as F. jackii 

subsp.Jα1ponica）；，生出 ・吉田， 1986(as F.jackii subsp.japonica); 

平岡他，1999

Fdiν'erSitexta Steph.ヒメヤスデコケ，杉村・大イ橋， 1999

F. hamatiloba Steph.カギヤスデゴケ，平岡 他，1999

F injlata Go世．ヒラヤスデコ守ケ；平岡他，1999；平岡 他，2000；磯野・

平岡， 2000

F. monocera (Hook. et Tay!.) Tay！.ヒラキパヤステoコーケ；生出 ・児玉，

1985 (as F. hampeanα），生出 ・吉田， 1986(as F. hmψeana) 

F. muscico/a Steph.カラヤスデゴケ，生出 ・吉田， 1986；生出他，1987;

吉田，1996：，吉田・ 足立， 1996；平岡他，1999：，杉村・ 大橋， 1999;

平岡他，2000：，磯野・平岡，2000

F. pedicell.αta Steph.クロアオヤスデコ守ケi平岡他，1999：，杉村 ・大僑，

1999 

氏 側 即日ci(L.) Dum. subsp. obscura (Verd.）面白．シダレヤスデゴケ，生

出・吉田， 1986：，平岡他， 1999：，杉村 ・大橋， 1999；磯野 ・平岡，

2000 

fペtaradakensisSteph.タラダケヤスデゴケ，平岡他，1999：，磯野・平岡，

2000 

F. usamiensis Steph.ウサミヤスデゴケ，Kamimura,1961：，平岡他， 1999

Jubulaceaeヒメウルシゴケ科

Jubula hutchinsiae (Hook.) Dum. subsp.javanic.α（Steph.) Verd.ジヤパ

ウルシコeケi平岡他，1999：，杉村，大橋，1999；磯野 ・平岡，2000,

大石 ・平岡，2002

Jjaponica Steph.ヒメウルシゴケ，井上，1974（分布図による），平岡他，

1999：，杉村 ・大橋， 1999

Lejeun回C伺eクサリゴケ科

Nippono/ejeunea pilifera (Stepb.) Hatt.ケシゲリゴケ，井上， 1974（分布

図による），平岡他，1999

Acrolejeuneαpusilla (Steph.) Grolle et Grads！.ヒメ ミノ リゴケ，大石・平岡，

2002 

Archilejeune，町1/anifolia(Horilc.）ルlizut.ミヤジマヒメゴヘイゴケ，磯野

平岡，2000

Dicranolejeunea yoshinag，αna (Hatt.) Mizut.ヨシナガクロウロコゴケ，

Mizutani, 1961, Inoue, 1987 (as Lopholejeunea subfusca var. 

yosh川agana）；，平岡他，1999

Spru印刷thussemirepandz品 (Nees)Verd.ナミ ゴヘイゴケ，平向他， 1999

T1百cholejeuneαsandvicensis(Go仕）Mizut.フルノコゴケ，井上，1976( 

分布図による），生出 ・吉田， 1986；生出他，1987：，吉田， 1996；吉

田・足立，1996：，平岡他，1999：，杉村 ・大橋，1999：，平岡他，2000;

磯野平岡，2000

Cheilolejeunea imbricata (Nees) Hatt.シゲリ ゴケ，Mizutani,1961 （分布

図による），杉村 ・大橋，1999；磯野 ・平岡，2000

C. obtusifo/ia (Steph.) Hatt.チャボクサリ ゴケ，平岡他，1999：，磯野・平

同，2000

Drepanolej白川印 刷 gustifoliaσifi仕）Grolleヒメサンカクゴケ，平岡他，

1999 

D. erectα（St巴ph.)Mizut.ヤマトサンカクゴケ，杉村・大橋， 1999

D. vesicu las’a(t-必仕）Steph.カギゴケ，杉村 大橋，1999

Lejeunea aquaticαHorik.サワクサリゴケi杉村 ・大橋， 1999

L. compactα（Steph.) Steph.コミミゴケ，平岡他，1999；磯野・平岡，2000

L. curviloba Steph.ヒメコミミコゃケ；平岡他，1999

L. discreta Lindenb.カマハコミミゴケ，Mizutani,196J(as L. vaginalα，分

布図による）， 平岡他， 1999；杉村 大橋， 1999

L. jlava (Sw.) Neesキコミミゴケ，杉村，大橋，1999

L.japonica Mi仕．ヤマ トコミミゴケ，Mizutani,1961：，生出，児玉，1985：，生

出・ 吉田，1986；生出他， 1987：，平岡他，1999；杉村 大橋，1999;

平岡他，2000：，磯野 ・平岡，2000：， 大石 ・平岡，2002

L. kodamae [kegarni et Inoueコダマクサリゴケ，平岡他， 1999：，磯野・平

岡，2000

L.parva (Ha虻）Mizut.イトコミミゴケ，平岡他，1999：，杉村・大橋，1999;



磯野・平岡， 2000 

L. ulicina (Tayl.) Gott. et al.コクサリコーヶ；井上， 1974（分布図による），

生出・ 吉田， 1986：，平岡他， 1999：，杉村・ 大橋， 1999：，平岡他，

2000；磯野 ・平岡，2000

Cololejeunea denticulata (Ho1ik.) Hatt.イボケクサリゴケ，平岡他，1999

C goebelii (Schiffu.) Schiffu.ヨウジヨウコeケ；Mizutani,1961 （分布図による）

Cjaponicα（Schi仇.）Hatt.ヤマトヨウジョウゴケ，Mizutani,1961 （分布

図による）；生出児玉， 1985；生出 ・吉田，1986：，生出他， 1987;

平岡他，1999：，杉村・大橋， 1999：，平岡他， 2000：，磯野 ・平岡，

2000：，大石 ・平岡，2002

C. longifolia (Mitt.) Benedixヒメクサリゴケ，生出児玉， 1985；生出

吉田， 1986；平岡他， 1999：，杉村 ・大橋， 1999：，磯野 ・平岡，2000,

大石 ・平岡，2002

C macounii (Undeiw.) Evansイボヒメクサリゴケ，平岡他，1999

C. minutissima (Sm.) Schiffo.マルパヒメクサリコeケi平岡他，1999：，磯

野・平岡，2000

C raduliloba Steph.ナガシタバヨウジョウコ守ケi磯野平岡，2000

C. subkodamae Mizut.タチパヨウジョウゴケ，平岡他，1999：，杉村・大橋，

1999：，磯野平岡，2000

Codoniaceaeウロコゼニゴケ科

Fossombroniafoνeolata Lindb. var. cristula (Aust.) Schust.ウロコゼニゴ

ケ，井上， 1976(as F. cristula，分布図による），生出他， 1987(as F. 

C川 tu/a）；，杉村 －大橋， 1999：，平岡 他，2000

Pelliaceaeミズゼニゴケ科

Pellia endiviifolia (Dicks.) Dum.ホソハミズゼニゴケ

生出 ・児玉， 1985：， 生出・ 吉田，1986：， 生出他， 1987：，吉田，

1996；吉田 ・足立，1996：，平岡他，1999：，杉村・大橋，1999；平岡他，

2000；磯野 ・平岡， 2000：，大石平岡， 2002

Allisoniaceaeアリソニア科

Calyculariaα・ispu／，αMi社。ミヤマミズゼニゴケ，平岡他，1999

Makino aαaeマキノゴケ科

Mαkinoa crispata (Steph.) Miyakeマキノゴケ，共上， 1976（分布図によ

る），生出・ 吉田， 1986；吉田， 1996：，吉田・足立， 1996：，平岡他，

1999；杉村 ・大橋， 1999：，磯野平岡，2000

Pallaviciniaceaeクモノスゴケ科

Hattorianthus erimon山（Steph.)Schust. et Inoueエゾヤハズゴケi平岡

他，1999

Pallavicinia subciliat，α（Aust.) Steph.クモノスゴケ，生出－児玉，1985(as 

P. longispina ）；，生出 ・吉田， 1986(as P. longispina) 

Blasiaceaeウスパゼニゴケ科

Blasia pusilla L.ウスパゼニゴケ，生出 児玉，1985：，生出 ・吉田，1986;

生出他，1987；吉田，l蝋 ，吉田足立，l蝋，北Jll,l蜘 ，平岡他，l朔

Cavicula川 densaSteph.シャクシゴケ，井上，1976（分布図による），

平岡他，1999

組 e町 ac帥eスジコ．ケ科

Aneura pinguis (L.) Dum.ミドリゼニゴケ，平岡他，1999

Riccordia chamed, rfoliα（With.) Grolleナミガタスジゴケ，Furuki,1991 

（分布図による）

R. multifid，α(L.) S. Gray subsp. decrescens (St巴ph.)FUI叫dクシノハスジゴ

ケ，生出 ・児玉，1985;Furuki, 1991（分布図による），平岡他，1999;

杉村・大橋， 1999：，磯野・平岡，2000：，大石平岡，2002

R.palmata伺edw.)Carruth.モミジスジコ守ケ；平岡他，1999：，磯野・平岡，

2000 

R. planiflora (Steph.) Hatt.ヒメテングサゴケョ生出児玉， 1985

Metzgeriaceaeフタマタゴケ科

Apometzgeria pubescens (Schrank) Kuwah.ケフタマタゴケ，平岡他，1999

Metzgeria conjugata Lindb.エゾフタマタコゃケi平岡他， 1999

M dee.ψiens例ass.)Schiffu.ヒメフタマタコeケ；生出・吉田， 1986：，平岡
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他，1999：，ヰ舛1・大橋， 1999：， 平岡 他， 2000：，磯野 ・平岡， 2000
M. fi1rcatα（L.) Dum. ミヤマフタマタゴケ，杉村 田大橋， 1999

M. ieptoneura Spruαカギフタマタゴケ，平岡他，1999

M. !indbergii Schi飴l.ヤマトフタマタゴケ，生出・吉田，1986(as M. con-

jugata subsp. japonica）；，生出他，1987(as M. conjugata）；吉田，

1996：， 吉田 ・足立，1996：，平岡他，1999：，杉村 ・大橋，1999：，磯野・

平岡，2000；大石 －平岡，2002

M. tempera/a Kuwah.コモチフタマタゴケ，生出 吉田， 1986(as M. 

consanguinea）；，平岡他，1999：，杉村大橋，1999：，磯野 ・平岡，

2000 

Lunulariaceaeミカヅキゼニゴケ科

Lunulariαcruciata (L.) Lindb.ミカヅキゼニゴケ，生出 他， 1987：，吉田，

1996：，吉田 ・足立， 1996：，平岡他，2000

Wi田nerelace泡eアズマゴケ科

Dumortiera hirsuta (Sw.) Neesケゼニゴケ，生出 ・児玉， 1985；生

出・吉田， 1986：，生出他，1987：，吉田，1996：，吉田・足立，1996；平岡他，

1999：，杉村 ・大栃， 1999：，平岡他，2000：，磯野・平岡，2000；大石・

平岡，2002

Wiesnere/la denudata (Mitt.) Steph.アス、マコョケi井上，1976（分布図に

よる），吉田 ・足立， 1996：，平岡他， 1999：，杉村 ・大橋， 1999：，磯

野平岡，2000；大石・ 平岡，2002

Conocephalaceaeジ、ヤゴケ科

Conocephallum conicum (L.) Undeiw.ジャゴケ，生出 ・児玉， 1985：，生

出・ 吉田， 1986：，生出他，1987；吉田， 1996；吉田・足立，1996

C conicum (L.) Undeiw. (J型） オオジャゴケ，平岡他， 1999：，杉村・大

橋， 1999：，磯野 ・平岡，2000：，平岡他，2000：，大石 －平岡，2002

C. conicum (L.) Unde附（F型） ウラベニジャゴケ，平岡他，1999：，杉

村・大橋，1999：，平岡他，2000；磯野・平岡，2000：，大石 ・平岡，2002

C. conicwn (L.) Undeiw. (S型） タカオジヤゴケ，平岡他，1999：，杉村・

大橋， 1999：，磯野・平岡，2000

C.japonicum (Thumb.) Grolleヒメジャゴケ，井上， 1976(as C. supra-

decompositum，分布図による），生出 児玉， 1985(as C. s叩ra-

decompositum）；，生出，吉田 1986 (as C. supradecompositum）；，生出

他，1987：，吉田， 1996(as Cふ・upradecompositum）；，吉田・足立， 1996

(as C. supradecompos山 m）；，平岡他，1999：，杉村・ 大橋， 1999：，磯

野 平岡，2000；平岡他，2000

Ayto凶aceaeジンガサゴケ科

Asterella yoshinaganα（Horik.) Horik.ヨシナガサイハイゴケ，平岡他，

1999 

Mαnnia fh1grans (Bal bis) Frye et Clarkミヤコゼニゴケ，古木・平岡，1992,

平岡他，2000

Reboulia hemisphaerica (L.) Raddi subsp. OJ ient，α!is Schust.ジンガサゴ

ケ，井上， 1976(as R h白川sphaerica，分布図による），生出 児玉，

1985 (as R. hemisphae即日），生出・吉田，1986(asR. hemisphaerica); 

生出他，1987(as R. lzemisphae，川ca）；，吉田，1996(as R. hemispaerica); 

吉田，足立， 1996(as R. hemisphaerica）；，平岡他，1999：，杉村 ・大

橋， 1999：，平岡他，2000；磯野・ 平岡，2000：，大石・平岡，2002

Marchantiaceaeゼニゴケ科

Marchantia即1arginataReinw. et al. subsp. tosana (Steph.) Bisch!.トサノ

ゼニゴケ，生出・吉田，1986(as M. tosana ）；，吉田， 1996：，吉田・足

立， 1996；磯野・平岡，2000

M.pal四 ceaBe1t. subsp. diptera (Nees et Mont.) Inoueフタパネゼニコ、ケ；

生出 ・児玉， 1985(as M. paleacea. var. diptera）；，生出 ・吉田， 1986

(as M. paleacea. var. diptera）；生出 他，1987(as M. pa/eacea. var. 

diptera）； 吉田， 1996：，吉田・足立， 1996：，平岡他，1999：，杉村・大

橋， 1999：，平岡他，2000：， 磯野 ・平岡，2000

M.poかmorphaL.ゼニゴケ，生出 ・吉田， 1986：，生出他， 1987：，吉田，
1996：， 吉田 ・足立， 1996；杉村・ 大橋， 1999：，磯野・平岡，2000

Ricciacea e ウキゴケ科

Riccia jluitans L.ウキゴケ，生出・児玉， 1985：，生出 他，1987；吉田，



1996：，吉田 足立，1996：， 平岡 他，2000

R. glauca L.ハタケゴケ， 井上＇1976（分布図による），生出 －児玉，1985,

生出 ・吉田， 1986：，生出他，1987：，吉田， 1996：，吉田・足立， 1996;

平岡他， 2000

R. glauca L. var. ciliaris Warns！.ヒロハウキゴケ，平岡他，2000

R. hueb日世'rlαnaLindenb.コハタケゴケ，生出・台回，1986：， 生出他＇1987,
平岡他，2000

Ricciocα'.lpos natans (L.) Cordaイチョウウキゴケ，生出・吉田， 1986：，生

出他，1987；吉田， 1996：，平岡他，2000

ツノゴケ類
Notothyladaceaeツノゴケモドキ科

Notothylas orbicu／，αris (Schwein.) Sull.ツノゴケモドキラ生出・児玉，1985

(asNjαrponica）；，生出 ・吉田，1986(as NJ印刷ica）；，生出他， 1987;

吉田，1996(as Njaponica）；，吉田 ・足立， 1996(as N japonica) 

N. temperat，αHaseg.ヤマトツノゴケモト、キ；Hasegawa,1979：，平岡他，2000

Anth附 rotaceaeツノゴケ科

Anthoceros punctatus Lナガサキツノゴケ，Hasegawa,1984 

Meg，αceros jlagellaris (Mi仕） Steph.アナナシツノゴケ，Hasegawa,1983 

Phaeoceros carolinianus (Michx.) Prosk.ニワツノゴケ，生出・児玉， 1985

(as P. laevis subsp. carolinianus）；，生出 吉田，1986(as P. la即日

subsp. ca1 olinianus）；，生出他，1987(as P. laevis sutラsp.carolinianus); 

吉田，1996(as P. laevis subsp. caroliniam日），吉田・足立，1996(as 

P. laevis subsp. cロrolinianus）；，平岡他， 1999：，杉村・大橋， 1999：， 平

岡他，2000：，磯野・ 平岡，2000

P. gemmifer (Horik.) Haseg.イボイボツノゴケ，Has巴gawa,1984 

Demlr田erotaceaeキノポリツノゴケ科

Dendroceros japonicus Steph. キノボリツノゴケ， ~ ~JII, 1998 

謝辞

本目録を作成するにあたり，岡山理科大学の西村直

樹博士に懇切なるご指導を頂きました。国立科学博

物館の樋口正信博士には貴重な文献を恵贈していた

だきました。神奈川県立生命の星・地球博物館の出

川洋介学芸員には同博物館書庫での文献調査に便

宜をはかっていただきました。岩片紀美子氏には文

献収集にご協力いただきました。お世話になった皆様

に心よりお礼申しあげます。

引用文献
Akiyama, H., 1988. Studies on Leucodon (Leucodontaceae, Musci) 

and related genera in East Asia , IV. Taxonomic revision of 

Leucodon in East Asia. Journ. Hattori Bot. Lab., (65）：ト80

Amakawa, T. & Ha社ori,S., 1954. A revision of the Japanese species 

ofScapaniaceae. ll. Journ. Hattori Bot. Lab., (12): 91-112. 

Ando, H., 1956. The Hypnum species restr凶edto Japan and adjac巴nt

areas (I). The Jo urn. of Science of Hiroshima Univ. Series B, 

Div. 2 (Botany), 7: 143 152. 

Ando, H., 1957. The Hypnum spieces restricted to Japan and adjacent 

areas (2). The Journ. of Sci巴neeof Hiroshima Univ. Series B, 

Div. 2 (Botany), 8：ト18.

Ando, H., 1958. The Hypnum spieces restrict巴dto Japan and adjacent 

areas (3). The Journ. of Science of Hiroshima Univ. Series B, 

Div. 2 (Botany), 8: 167-208 

Ando, H., 1976. Studies on the genus Hypnum Hedw. (III). The Joum 

。fScienceof Hiroshima Univ. Series B, Div. 2 (Botany), 16 (1)・ 
1 46. 

Ando, H., 1986. Studies on the genus Hypnum Hedw. (IV). Hikobia, 9 

(4): 467-484 

Deguchi, H., 1979. A revision of th巴generaGrimmia, Schistidiwn and 

Coscinodon (Musci) in Japan. Th巳Journalof Science of the 

75 

Hiroshima University, Series B. Div. 2 (Botany), 16 (2): 12ト156

Furnki, T., 1991. A taxonomical l官visionsof the aneuraceae (Hepaticae) 

of Japan. Journ. Hattori Bot. Lab., (70): 293-397 

古木達郎・平岡照代， 1992.ミヤコゼニゴケの新産地とその日本

における生態と分布についての一考察．日本蘇苔類学会会報，

5 (10): 158 160. 

古木達郎・水谷正美， 1994a.日本産タイ類ツノゴケ類チェックリスト，

1993.日本蘇苔類学会会報，6(5): 75-83 

古木達郎 ・水谷正美，1994b. 日本産タイ類ツノゴケ類の分類体

系 日本蘇苔類学会会報， 6(6): 103-107 

Hasegawa, J., 1979. Taxonomical studies on Asian Anthocerotae I 

Acta Phytotax .Geobot., 30 (1 3): 15-30 

Hasegawa, J., 1980. Taxonomical studies on Asian Anthocerotae II. 

Some Asian Species of Dendroceros. Joum. Hattori Bot. Lab., 

(47）：。 287-309.

Hasegawa, J., 1983. Taxonomical studies on Asian Anthocerotae皿 As1加

Spec問。fMegaceros. Joum. Hattori Bot. Lab., (54): 227-240 

Hasegawa, J., 1984. Taxonomical studies on Asian Anthocerotae IV. 

A Revision of the genera Anthoceros, Phaeoceros and Folioceros 

in Japan. Jomn. Hattori Bot. Lab., (57): 24ト272

Ha仕mi,S. and Mizutani, M., 1958. A revision of the Japanese species of 

出Efam均 Lepidoz即 eae.Journ. Hattori Bot. Lab., (19): 76 118 

服部新佐， 1988.Fr. St巴phaniiと日本の苔類を調べた初期の外国

人たち．日本蘇苔類学会会報， 4(11):173-178 

Higuchi, M., 1985. A taxonomic revision of the genus Gollania Broth 

(Musci). Journ. Hattori Bot. Lab., (59): 1-77. 

平岡正三郎・ 平岡照代 ・磯野寿美子・ 岩片紀美子 渡辺靖子，

2000. 生田緑地のコケ，pp.55-64. 川崎市青少年科学館，

神奈川県．

平岡照代・井上浩，1987.アサカワホラゴケモドキについて． 日

本蘇苔類学会会報， 4(7): 117. 

平岡照代 出口博則， 1988. エゾネジレゴケの新産地 日本蘇

苔類学会会報，4(!!): 186. 

平岡照代・磯野寿美子・ 岩片紀美子， 1997.西丹沢（神奈川県）

の若草苔類 I. 蘇類． 自然環境科学研究， 10:57-84. 

平岡照代 ・磯野寿美子 ・岩片紀美子， 1999.西丹沢（神奈川県）の

百草苔類2.苔類 ・ツノゴケ類．自然環境科判服，12:35-48. 

Horikawa, Y. & Ando, H., 1957. Phytogiographical notes on均仰附

subimponens Lesq. and H. dieckii Ren. & Car. Th巳Journ.of

Jap. Bot., 32 (8): 1-7 

Inoue, H., 1958. The family Plagiochilaceae of Japan and Formosa.JI 

Journ. Hattori Bot. Lab., (20): 4-106. 

井上浩，1972. 日本の蘇苔類研究史（！）.自然科学と博物館，39

(9-10): 158-170 

井上浩， 1974. 日本産苔類図鑑， 189pp. 築地書館， 東京．

井上浩，1976.続・日本産苔類図鑑，193pp.築地書館，東京．

Inoue, H., 1987. Index of Type Specimens ofBryo.e_hyta in National 

Science Museum, Tokyo, 119 pp. National Science Museum, 

Tokyo 

磯野寿美子 ・平岡照代，2000. 谷太郎川流域（神奈川県厚木市）

の蘇苔類．自然、環境科学研究， 13：・85-104

lwatsuki, Z., 1959. A revision of the Japanese species of the genus 

日atαJoum.Hattori Bot. Lab., (21 ): 138-156. 

Iwatsuki, Z., 1963. A revision of the East Asiatic species of the genus 

Anomodon. Journ. Hattori Bot.Lab., (26): 27 -62 

lwatsuki, Z., 1965. Notes on the genus Dolichotheca, with special 

reference to the Japanese Species. Journ. Hattoti Bot. Lab., (28) 

202-208 

lwatsuki, Z., 1970. Ar官visionof Plagiothecium and its I巴latedg巴nera

fiom Japan and her adjacent areas, I. Journ. Hattori Bot. Lab., 

(33): 331-380 

Iwatsuki, Z.and Suzuki, T., 1982. A Taxonomic revision of the Japa-

nese species of Fi山 idens(Musci). Joum. Hattori Bot. Lab., (51 ): 

329 508 

Iwatsuki, Z., 1991. "Catalog of The Mosses of Japan”J 82 pp. Hatton 
Botanical Laboratory, Miyazaki 



岩月善之助，2001.日本の野生植物ーコケ 357 pp.平凡社，東京

Kamimura, M., 1961 A monograph of Japanese Frullaniaceae. 

Journ. Hattori Bot. Lab., (24）：ト109

Kanda, H., 1975. A revision of the family Amblystegiaceae of Japan I 

The Journal of Science of the Hiroshima Univercity, Series B. 

Div. 2 (Botany), 15 (2): 20卜276.

！勝俣洋一，1972.箱根地方の蘇類．箱根町文化財研究紀要，（2）。

3-32 

環境庁編， 2000. 改訂日本の絶滅のおそれのある野生生物「植

物JI（維管束植物以外）J: 42, I l 7pp. 
Kiguchi, H., Stone, I. G. and lwatsuki, Z., 1996. Uleobiァumnagano1 

sp. nov. (Pottiaceae) found in Japan. Hikobia, 12 (2): 157-160 

北川尚史， 1998.牧野富太郎の苔類ツノゴケ類コレクション．辞

苔類研究， 7(4): 116-123. 

Matsui, T. and lwatsuki, Z., 1990. A taxonomic revision of the family 

Ditrichaceae (Musci) Japan, Korea and Taiwan. Journ. Ha仕ori

Bot. Lab., (68): 317・366.

Mizutani, M., 1961 A r巴visionof Japanese Lejeuneaceae. Journ 

Hattori Bot. Lab., (24): 115-302 

永野巌，1959.三浦半島における Eucladiwnverticillatum (Smith) 

B. S. G の分布と着生基岩について.Sciense Report of the 

Yokosuka City Museum, (4): 26-37. 

Nislrimura, N., 1985. A revision of the genus Ctenidium (Musci). Jo町n

Hattori Bot. Lab., (58): 1-82 

野口彰， 1947.日本，台湾，琉球産イタチゴケ亜族及びメリンス

ゴケ亜族の研究其の一．服部植物研究所報告，（2):27-79. 

野口彰， 1948.日本，琉球，台湾産イタチゴケ亜族及びメリンス

ゴケ亜族の研究（其二）．服部植物研究所報告，（3):53-98. 

野口彰，1950.日本，琉球，台湾産イタチゴケ亜族及びメリンス

ゴケ亜族の研究（其三）． 服部植物研究所報告，（4):1-48. 

Noguchi, A., l 952a. Musci japonici (I) Hypopterygiaceae. Journ 

Hattori Bot. Lab., (7）：ト22

Noguchi, A., l 952b. Musci japonici (II) Erpodiaceae. Journ. Hatton 

Bot. Lab., (8): 5-17 

Noguchi, A., I 953. Musci japonici Ill. The Genus Okamuraea. Jour日

Hattori Bot. Lab., (9): 1 15 

Noguchi, A., 1954. Muscijaponici IV. The g巴nusPtychomitrium. Joum. 

Hattori Bot. Lab., (12): 1-26. 

野口彰・服部新佐， 1956. 日本務類標本第 10集，財団法人服

部植物研究所，宮崎県．

Noguchi, A.& Osada, T., 1960. Musci japonici VI. The Genus 

Atrichum. Journ. Hattori Bot. Lab., (23）：。 122147. 

Noguchi, A., 1967. Musci japonici VII. The Genus Mac1 omitnum. 

Journ. Hattori Bot. Lab., (30): 205-230 

野口彰， 1986. 日本の蘇類を研究した外国人たち（2）.日本蘇苔

類学会会報，4(4): 62-66. 

Ochi, H., 1959. A revision of the Bryaceae in Japan and the adjacent 

regions. The Biological Institu旬，Facultyof Liberal A目s,To悦ori

University, 124 pp. 

生出智哉， 1980.神奈川県蘇苔類研究史． 神奈川県立博物館だ

より，13(1):68

生出智哉，1984.箱根の蘇類日銀神奈川自然誌資料，（5):78-84 

生出智哉・児玉規子， 1985.鎌倉の辞苔類仮目録神奈川自

然誌資料，（6）：。 2934. 

生出智哉 ・吉田文雄，1986.丹沢山地東斜面とその山麓部の蘇

苔類目録第一報．神奈川自然誌資料，（7):97-103 

76 

生出智i技・他， 1987. 川崎市域の醇苔類 菌類（きのこ）．川

崎市自然環境調査報告I ,17-36. 川崎市教育委員会．

大石英子 ・平岡照代， 2002.森戸川流域（神奈川県三浦郡葉山

町一逗子市）の蘇苔類．（投稿中）

長田武正， 1958. ダンダンゴケの産地．務苔地衣雑報， 1(15): 3 

Osada, T., 1965. Japanese Polytrichaceae. I. Introduction and the 

genus Pogonatum. Journ. Hattori Bot. Lab., (28): 171-201. 

Osada, T., 1966. Japanese Polytrichaceae. IL The genera Polytrichum, 

Oligotrichum, Bartramiopsis and A t1 ichum and phytogeogra 

phy. Joum. Hattori Bot. Lab., (29）：。 I50. 

斉藤亀三，1972.ダンダンゴケの仮根の無性芽の観察．若手苔地

衣雑報，6(3):41-42. 

S担to,K., 1973. Memoir of the Japanese Pottiaceae (!)Subfamily Pottioideae. 

Bulletin of the National Science Museum, 16 (!): 61-91 

Saito, K., 1975. A monograph of Japanese Pott即 eae(Musci). Journ 

Hattori Bot. Lab., (39): 373-537 

Seki, T., 1968. A revision of the family Sematophぅrllaceaeof Japan wt出

special reference to a statistical demarcation of the family. Journal 

of Science of the Hiroshima Univ., Series B, Div. 2, 12: I 80 

杉村康司・大橋毅， 1999.大雄山最乗寺（神奈川県，箱根）の

蘇苔類．自然環境科学研究，12:85-101. 

Takaki, N., l 955a. Researches on the Brachytheciaceae of Japan and 

its adjacent areas (I). Journ. Hattori Bot. Lab., (14）：・ I28 

Takaki, N., l 955b. Researches on the Brachytheciaceae of Japan and 

its adjacent areas ( Il ). Journ. Hattori Bot. Lab., ( 15): I 69 

Takaki, N., 1956. Researches on the Brachytheciaceae of Japan and 

its adjacent areas （皿）.Joum. Hattori Bot. Lab., (16）：。 I71 

Takaki, N., 1964. A revision of Japanese Dicrnnum. Journ. Hatton 

Bot. Lab., (27）：・ 73123 

Takaki, N., 1966. A revision of Japanese Dicranoloma. Jown. Hatton 

Bot. Lab., (29): 214-222 

Taoda, H., 1980. Studies on the Fabroniaceae of Japan I. Hikobia, 8 

( 1-2): 298-321. 

手塚映男， 1964.二 ・三の樹木主幹部における着生植物群落．

丹沢大山学術調査報告書， 20ト219pp.神奈川県．

Watanabe, R., 1972. A revision of the family Thuidiaceae in Japan 

and adjacent areas. Jo町nHattori Bot. Lab., (36): 171 320 

Yamaguchi, T., 1993. A Revision of the genus leucobrywη（Musci) 

in Asia. Journ. Hattori Bot. Lab., (73）：ート123.

吉田文雄 ・足立直義，1995.神奈川県立自然保護センター内に

生育する特徴あるホウオウゴケ類について．神奈川県立自

然保護センタ一報告，（12):79-82. 

吉田文雄 足立直義，1996.神奈川県立自然保護センターの蘇

苔~j1{（コケ）植物目録．神奈川県立自然保護センタ 一報告，
(13): 61-69. 

吉田文雄，1996.厚木市荻野の植物Hコケ植物．厚木市博物館

資料集，（8):98-105. 

（財団法人平岡環境科学研究所）



神奈川自然誌資料（23):77-80, Mar. 2002 

神奈川県内で発見された二種の日本新産ハラタケ目菌類

高橋春樹

Haruki Takahashi: Two species of Agaricales new to Japan, discovered in 

Kanagawa Prefecture 

Summary: Two species of Agaricales, new to Japan, are collect巴din Kanagawa Pref., central Honshu, and 

described h巴r巴withilll凶rat則

hygrophanous pileus and pale violac巴ouslam巴llae,was collected on the ground under Cαrpinus tschonoskii in 

Kawasaki-shi, Kanagawa-Prefecture; 2) Entolomafarlowii, having a small, vivid orange basidioma, was found 

on ground in Odawara-shi, Kanagawa-Prefecture. Japanese materials differ企omNorth American E. farlowii in 

posessing much smaller (pileus 4・18mm broad), reddish orange (not yelowish) basidiomata and forming slightly 

larger basidiospores (9-11.5 x 6.5-8 μm). 

神奈川県内で採集された二種の日本新産ハラタケ目

菌類について，Cortinariusbibulus及びEntoloma

farlowiiと同定されたので報告する。cbibulusはヨー
ロッパに分布し，E.farlowiiは北米南東部から報告さ

れているが，両種とも日本では未記録の菌である。標

本は神奈川県立生命の星・地球博物館（KPM）に登

録，収蔵されている。

1) Cortinarius bibulus Que!. 1881 (Synonym: 

C. pulchellus J. Lange; C. americanus A.H. Sm.). 

ヒメムラサキフウセンタケ （和名新称）

肉眼的特徴： 傘は径4-18mm，丸山形から平開し，

しばしば中正を具え，吸水性がある。表面は絹状～

繊維状で，暗青紫色をおびる。肉は厚さ 1mm 以下，

表面と同色，無味無臭。柄は 13・25×1.5-2.8mm, 

上下同大または根元がやや肥大し，中実。表面は絹

；｜犬～繊維状，傘と同色。クモの巣膜は多量に存在し，

繊維状，淡青紫色～灰白色，しばしば柄の中部に狭

い帯状のツパを形成する。ヒダは幅2mm以下，上生

しやや疎，初め淡青紫色，のち錆色を帯びる。

顕微鏡的特徴：胞子は8-11×5・6μm，楕円形で小

形の流状突起に被われ，錆黄褐色。担子器は15-32×

図1.ヒメムラサキフウセンタケ Cortinariusbibulus. A.胞子，B担子器及び偽担子器，c.傘の表皮組織．スケール： JOμm.
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図2.ヒメムラサキフウセンタケCortinariusbubulusの子実体.A,B.幼菌ic.成菌；D傘の表面
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図3. ダイダイウラベニタケEntoわmafarlowii. A田傘の表皮中断哉； B.胞子，C縁シスチジア，D.柄シスチジア スケール：lOμm.

6.5・9μm，こん棒形， 2-3-4胞子性。縁シスチジア及

び側シスチジアはない。傘の表皮は2層に分化し，最

外層は径4-10μmの糸状菌糸が並列し，内層は径17-

30μmの肥大した菌糸からなり，褐色の色素が厚さ

lμm以下の細胞壁内に存在する。傘実質の菌糸は平

列し，細胞は円柱形で径4-15μm，無色。柄の表皮は

円柱形の菌糸が平列し，褐色の色素が厚さlμm以下

の細胞壁内に存在する。柄シスチジアはない。偽担

子器の基部，被膜，及び柄の組織にクランプがある。

供試標本：神奈川県川崎市生田緑地，イヌシデの

樹下の地上に群生， 2000年 10月10日，高橋春樹

採集（KPM-NC0008690）。

外観は小形のアセタケの仲間に類似し，全体に暗

青紫色を帯び，傘の表面は繊維状で吸水性があるの

が特織である。日本産の標本はBreitenbach& Kriinzlin 

(1995）及び、Brandrudet al. (1992）の記述によるヨー

ロッパ産の Cortinariusbibulusとよく一致する。属

内ではツパフウセンタケ亜属（Telαmoniα）Hydrocybe

節に置かれている。種小名は湿った状態を意味する

ラテン語で，傘に吸水性があることを表している。

2) Entolomafarlowii (Sing.) Hesler 1967. (Basionym : 

Rhodophyllusfarlowii Sing., Farlowia 2: 49. 1945.) 

ダイダイウラベニタケ （和名新称）

肉眼的特徴：傘は径5-25mm，丸山形から平開し，

中央部はへそ状にくばむ。表面は平滑で、，鮮やかな

桂赤色を帯びるが乾くと槌色し，やや吸水性があり，

粘性を欠き，半透明の条線を周綾部に表す。肉は厚
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さ0.8mm以下，表面と同色，無味無臭。柄は25-50

×1-2.5 mm，上下同大または下部に向かつてやや肥

大し，中空。表面は平滑，粘性を欠き，上部から中

部にかけて傘と同色，下部は淡色で根元はほぼ白

色。ヒダは幅3mm以下，直生～やや垂生，初め淡

桂色，のち肉色を帯びる。

顕微鏡的特徴：胞子は仏11.5×6.5-8μm, 5-6角形。

担子器は25-45×8・12μm，こん棒形， 4胞子性。縁

シスチジアは27-60×8-12μm，群生し，こん棒形，

無色，薄壁。側シスチジアはない。傘の表皮は旬旬

性の糸状菌糸が並列し，実質から明瞭に分化してい

ない。菌糸細胞は径8-20μm，無色～淡黄色。柄の

表皮は無色～淡黄色の糸状菌糸が平列する。柄シス

チジアは柄の上部に散在し， 35-70×下10μm，こん

棒形～類円柱形。全ての菌糸はクランプを欠く。

f共試標本：神奈川県小田原市入生田丸山，スダジ

イとミズキを主な構成樹種とする広葉樹林内の地上

に群生， 2001年9月8日，高橋春樹採集（KPM-

NC0008735）。小形で全体に鮮桂色を帯びた可憐なき

のこで，顕微鏡的にはこん棒形の縁シスチジアを有

し，側シスチジアを欠き，クランプを持たないのが特

徴である。子実体の大きさと色合い，並びに胞子の

大きさにおいて多少地域的な変異が見られ， Hesler

(1967）の記載による北米産の標本は，子実体が日本

産のものより大型（傘の径2ト40mm）で黄昧が強く，

胞子はやや小形（7-10×5-7μm）である。属内では

アオエノモミウラタケ亜属 （Leptoniα）に置かれて

いる。



図4.ダイダイウラベニタケEnto lo ma《rlowiiの

子実体 （作商は沢田芙美子氏による）．
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神奈川県におけるツクックホウシタケの分布記録

佐藤大樹・出川洋介

Hiroki Sato and Yousuke Degawa: Distribution records of Paecilomycθs cicadae from 

Kanagawa prefecture, Japan 

Summary: The distribution of Paecilomyces cicadae, a cicada-nymph-pathogenic fungus, in Kanagawa pre-

fecture was researched in the literature, preserved mus巴山nspecimens and author’s field collections. Kanagawa 

prefec削relies on the southwest border of Tokyo on the main island of Japan, Honshu. Forty-four records in 16 

collection areas of this fungus from 1980-2001 were identified, and 15 of the 16 areas were hills (40-200m 

above sea level). Meimuna opalifera was identified as a dominant host insect of this fungus. Conidia were 

cylindrical, 4.4-9.0 x 2.2・3.9μm, and produc巴din chains from phialides, flask旬likein shape, on potato dextrose 

agar plates under 14 hours: 10 hours light: dark photoperiod at 25℃． 

はじめに

神奈川県植物誌2001（神奈川県植物誌調査会，

2001）が完成し，県内で確認されたすべての高等植

物の分布図が作成された。神奈川県の菌類の目録作

りについては，まだまだ遅れているが，複数のキノコ

の会が県内の菌類フロラの解明に向けて調査を行い，

県内各地の博物館に標本が集積されてきている。

筆者らの研究している昆虫やその他の節足動物の病

原菌においては，日本全国におけるクモタケの分布図

が作成されているが（上田， 1990：，横山・橋屋， 1994;

新海・畑守，l994），その他の菌についてはまだほと

んど作成されていなし、今回l例と してツクックホウ

シタケの県内各地の記録をまとめた。ツクックホウ

シタケ，Paecilomycescicadae (Miquel) Samson (Samson, 

1974），は日本では主にツクックホウシ，時にアブラゼ

ミ， ミンミンゼミの幼虫から生じ，一見キノコを思わせる

無性世代の分生子柄束を作る見虫病原菌の一種であ

る。神奈川県内では，この菌は鎌倉市で1980年に初

めて言改革され，その時ツクックホウシおよび、ミンミンゼミ

の幼虫に著しい流行病が起きていた （生出，1982）。

その後，激しい流行病の発生記録は無いものの，本

菌は見虫病原菌の中では比較的大きな分生子柄束を

形成するので，県内各地のキノコ採集会で採集されて

いる。本資料では，本菌を分離すると共に，今までに

神奈川県で報告されたツクックホウシタケの発生場所，

採集年月日を一覧し，記録地点を地図上に示した。
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材料と方法

採集・分離および形態観察

生田緑地において2001年9月23日およびIO月28

日 （森林総合研究所標本番号，TFM-EP-2001・83,

TFM-EP-2001-85），藤沢市川名において9月30日

（生命の星・地球博物館標本番号口 M-NC0008737)

にツクックホウシタケの採集を行った。9月23日の採

集標本の分生子を酵母抽出物添加Sabouraud寒天培

地 （SDY）および馬鈴薯ブドウ糖寒天培地（PDA）に

塗りつけ菌を分離した。 25℃，明期 14時間暗期 10

時間条件で4日間培養した。PDA上の菌相から胞子

形成中の菌糸をかきとりコットンブルー入りのラクトフェ

ノールで封入して光学顕微鏡観察した。

分布図作成

分布図の作成にあたって，神奈川県植物誌1988 （神

奈川県植物調査会編，1988）の地形図をもとに，標高

40m・200mの範囲を塗り分けて使用した。発生地，発

生日等の記録を2000年までの文献，および，川崎市

青少年科学館，平塚市博物館，横須賀市自然 ・人文

博物館，および生命の星・地球博物館所蔵の標本を調

査した。2001年採集結果もこれに加えた。

結果

セミの幼虫の頭部付近から生じた分生子柄束は分枝

しながら地表に達し，地表からより密な菌糸束となっ

て立ち上がる （図 I）。 高さは約3cm程度になる。し

かし，ほとんど地表から分生子柄を立ち上げない場合
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図1-6.ツクックホウシタケ （Paecilomycescicadae); 1 掘り出されたツクックホウシタケ．寄主はみなツ

クックホウシ終齢幼虫.2001年9月23日採集．生田緑地 ；2 馬鈴薯ブドウ糖寒天培地 （PDA）で25

℃， 14時間明期 10時間暗期で4日間培養された菌相に形成された分生子 矢印は鎖状に形成されてい

る分生子．スケールニ 10μm; 3. 若い分生子形成細胞に分生子形成中の先端部の長い分生子形成細

胞．矢印聞が先端部の分生子形成細胞．スケール ＝10 μm （図4.5共通）； 4.分生子形成初期の分生

子形成細胞．矢印：形成途中の分生子， 5 形成後期の分生子（矢印）； 6. 分生子． スケール＝ 10 μm. 

もあり 3その場合，地表に白い粉を撒いたような状態

を呈する。 4日間の培養の結果，分生子柄束

(Synnema(ta））は形成されなかったがどちらの培地に

おいても分生子は形成された。PDA上ではSDY上に

比べ菌相はまばらになり，分生子形成が著しく早かっ

た（図2）。 菌糸先端の分生子形成細胞 （phialide)

は，その他の部位で形成されたそれよりも著しく長い

場合が認められる （図3）。 アンプル形から長い円錐

形で全長（以下に述べる伸長部を含む）×幅＝11.4-

24.1×2.4・3.1(μm），平均＝ 17.3 (μm), (N=5），分生子形

成細胞の伸長部は2.4-7.3(μm), (N = 4）。先端以外の

分生子形成細胞は，徳利形からアンプル形で全長

（伸長部含む）×幅＝4.4-8.7×2.3-4 (μm), （平均土

標準偏差）×（平均±標準偏差） = 6.2 ± 1.2×3.2 

± 0.4 (μm) (N = 19），伸長部は1.2-3.5(μm), 2.1土0.7

(μm), (N=l9）である （図4,5）。分生子は分生子形

成細胞から鎖状に形成され（図2），楕円形で一端が

やや細くなる場合がある （図6）。 長さ×幅＝ 4.4 -

9.0×2.2・3.9(μm), （平均±標準偏差）× （平均±

標準偏差）＝6.2土 lO×2.7 ± 0.5 (μm), (N = 20）で

ある。表lにSamson(1974）のデータとともに今回

の結果を示した。

今までの県内からのツクックホウシタケの記録を

表2に示した。ツクックホウシタケは県内10市町村，

16地点， 44件の記録が認められた。特に鎌倉市源氏

山は初記録の1980年から20年目の1999年において

も継続して発生している。この菌の一番早い発生時期

記録は6月29日 （吉見， 1992）で一番遅い記録は

10月28日 （2001年の野外採集）である。

本種は主に多摩丘陵およびその延長である三浦半

島のE陵地，そして大磯正陵や愛甲台地に分布が

集中していた（図7）。 唯一平地の発生地である三

渓園には常緑広葉樹の自然林が存在している。ツク

ックホウシタケの記録地の多くが常緑広葉樹林で

あった。ただし，多摩丘陵の生田緑地については

常緑樹よりも落葉広葉樹が目だ、った。

考察

今回観察した標本の形態は，Samson(1974）の報告

した Paecilomycescicadaeの分生子形成細胞，分生

子の寸法測定値の範囲にほぼ一致している。Samson

(1974）は，菌糸先端で形成された分生子形成細胞の
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表 1ツクックホウシタケ形態測定値

測定部位 長さ × 幅 文献
分生子形成細胞範囲

範囲

4.2-6.5×2. 5-3. 5 Samson (1974) 
本報告

平均土標準偏差

4.4-8.7×2. 3 -4. 0 N= 19 
6.2±1.2×3. 2±0. 4 N=19 本報告

分生子 範囲 3.5-8.0×1.5-3.5 Samson (197 4) 
本報告範囲

平均土標準偏差

4.4-9.0×2.2-3.9 N=20 
6.2±1.0×2. 7±0. 5 N=20 本報告

形態については特に区別して記述していない。ま

た，分生子は一般に曲がっているという記述が認め

られ，曲がっていない胞子とともに曲がった胞子の

スケ ッチが掲載されているが，今回の我々の標本で

は観察されなかった。今後の観察課題である。

本菌の分布について主に正陵地で、採集されていた。

しかし，分布を論じるためにはさらに調査地点数を増

やす必要がある。浜口（1994）によるとツクックホウ

シは正陵地の疎林のような環境に多いという。ツクック

ホウシが生息する正陵地において，ツクックホウシタ

ケの発生する地域，しない地域があるのかどうか，も

しそうならば，なぜ発生し，またはしないのかという視

点が菌の生態を解明するためには必要である。浜口

(1994），紙谷ほか （1996）によると，神奈川県内の

ほとんど全ての市町村においてツクックホウシタケの寄

主となるツクックホウシ，ミンミンゼミ，アブラゼミが分

布している。菌の感染は寄主の密度が高いほど起き

やすいと考えられ，裏付けるためにはセミの密度と感

染率の調査が必要である。寄主特異性も，病原体研

究の1つのテーマである。生出 （1982）の記録では，

採集された寄主のほとんどがツクックホウシでありミン

ミンゼミへの感染例はごく少ないが，菌に対するセミ種

聞の感受性の違いは，寄主昆虫の密度がわからなけ

れば比較できない。また，幼虫の生態の違いにより，

菌に出会う確率が異なることも考えられる。

今回の記録では，公的博物館に保管されている標

本に加え，目撃記録として文献的に報告されているも

のも含めて一覧した。本菌は根元がセミの幼虫とつな

がっており，肉眼的にはっきりした鞘散をもっているた

め，誤同定は少ないものと考えられるからである。今

までの記録を一覧することにより，神奈川県における

ツクックホウシタケの発生時期，発生場所等，今後本

格的な分布調査が計画された際の有効な手がかりに

なるものと思われる。特にこの菌は担子菌の大型キノ

コと同様に，発生期聞が限られるため，時期の情報

は重要と考えられる。ツクックホウシタケのインベント

リー作成のためにはまず，記録はあるが標本の無い

地点における採集からはじめてはどうだろうか。もちろ

ん，発生の認められていない地域の「発生しない」情

報の集積も大事である。一つ一つの標本，記録の集
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積により菌の特性が表れてくると考えられる。

菌類は有性世代と無性世代を持っており，それぞれ

の世代で成育することが可能で、ある。そのため， 一

種の菌が2つの学名を持つ場合がある。l頭の虫か

ら有性世代と無性世代が同時に出現する場合もあり，

その場合は有性世代の学名が優先する。ツクックホ

ウシタケは無性世代であるが，この菌の有性世代は

ツクックホウシセ ミタケ （Cordycepssinclairii Y. 

Kobayasi）と呼ばれる冬虫夏草の一種である（小林，

1949）。この有性世代はl頭の寄主から無性世代と同

時に出現する。即ち，粉状に分生子を形成している

分生子柄束の横に，棒状の子嚢果 （キノコ）が形成

されるolJ、林（1949）はツクックホウシセミタケの来庁
種記載を，未熟な子嚢果の標本に基づいて行った。

そのため，子嚢胞子の形態，大きさ等，分類学的に

重要な観察事項が不足している。今回観察した保存

標本の中には有性世代は見当たらなかった。原記載

を補い，この菌の特徴をより詳細に把握するためには，

成熟した新鮮な標本の生殖器官の観察が必要である。

成熟した有性世代の発見が待たれる。

おわりに

今回，多くの方々の採集標本および発表事例を引用

することにより、本報告をまとめることができた。一

つ一つの記録の地道な蓄積の重要性を強く感じた。生

物のインベントリー作りには，証拠となる標本の保存

が不可欠で、ある。もし，ツクックホウシタケやツクッ

クホウシセミタケを採集した場合には，標本を博物館

にぜひ寄託していただきたい。東北大学の安田篤氏が

1917年にアメリカのLloydJ去に送付したツクックホウ

シタケの標本は，現在でもアメリカに保存されており

(U.S. National Fungus Coll巴ctions;ex herb. Lloyd no. 42596, 

BPI），オランダのSamson(l974）もこの標本を参照して

いる。この報告が，神奈川県における昆虫病原菌類相

の解明の一助になることを願うものである。

~~1 辞
今回の報告をまとめるにあたり，生田緑地内調査に

御高配いただいた川崎市青少年科学館館長若宮崇令

氏，標本の閲覧についてお世話いただいた同科学館



表2 ツクックホウシタケ発生地一覧

件数市町 地名湖 採集者 採集年月日 探集散保管場所標本番号文献

1 厚木市 A七沢足ヶ窪 吉田文雄 1990 10 12 生出 1991 

2 大磯町 B高嵐山 浜口哲一 1989 8 19 1 HCM-58-2539 浜口 1997 

3 大磯町 高麗山 三村浩康三村京子 1999 8 19多数 三村・三村 2000 

4 大磯町 高鷹山 神奈川キノコの会 2000 8 17 HCM-58-5216 直接観察

5 小田原市 C前川 1991 6 29 吉見 1992 

6 小田原市 前川 石塚大蔵 1999 8 19 KPM-NC 0008736 直後参照

7 小田原市 D 入生田丸山 酒井きみ 2000 9 27 KPM-NC 0004520 直後多照

8 鎌倉市 E十二所 生出智哉 1980 9 22 28 生出 1991 

9 鎌倉市 F源氏山 佐藤芳男 1980 8 25 438 生出 1991 

10 鎌倉市 源氏山 児玉規子 1980 8 28 52 生出 1991 

11 鎌倉市 源氏山 生出智哉 1980 9 18 32 生出 1991 

12 鎌倉市 源氏山 児玉規子 1981 8 23 KPM-NC 0001873 直後多照

13 鎌倉市 源氏山 成田伝蔵 1983 9 58 生出 1991 

14 鎌倉市 源氏山 遠藤隆 1984 8 29 25 YCM-F 543 直後参照

15 鎌倉市 源氏山 大森震一 1984 9初旬 大森 1985 

16 鎌倉市 源氏山 神奈川キノコの会 1992 9 23 神奈川キノコの会 1993

17 鎌倉市 源氏山 神奈川キノコの会 1992 9 27 HCM-58-2537 浜口 1997 

18 鎌倉市 源氏山 神奈川キノコの会 1993 7 18 神奈川キノコの会 1994

19 鎌倉市 源氏山 三村浩康 三村京子 1993 9 17 11 清水 1994 

20 鎌倉市 源氏山 三村浩康 1996 8 5 4 清水 1997 

21 鎌倉市 源氏山 三村浩康三村京子 1998 8 14多数 三村・三村 1999 

22 鎌倉市 源氏山 神奈川キノコの会 1999 9 5 HCM-58-4974 直後参照

23 鎌倉市 源氏山 神奈川キノコの会 1999 9 5 神奈川キノコの会 2000

24 川崎市 G生国緑地 鬼塚陽子 1990 7 29 生出 1991 

25 川崎市 生図緑地 三村浩康 三村京子 1999 7 4 2 三村・三村 2000 

26 川崎市 生田緑地 三村浩康三村京子 1999 8 29多数 三村・三村 2000 

27 川崎市 生田緑地 井口潔 2000 8 27 KPM-NC 0007164 直後参照

28 川崎市 生田緑地 佐藤大樹 2001 9 23 TFM-EP-2001-83 探集

29 川崎市 生田緑地 佐線大樹 2001 10 28 TFM-EP-200ト85 探集

30 逗子市 H森戸川 三村浩康 三村京子 1999 8 25多数 三村・三村 2000 

31 平塚市 i高根 神奈川キノコの会 1999 8 19 HCM-58-4973 直接参照

32 平塚市 J土屋 神奈川キノコの会 1992 7 16 HCM-58-2538 浜口 1997 

33 平塚市 土屋 神奈川キノコの会 1993 9 2 HCM-58-3175 浜口 1997 

34 平塚市 土屋 神奈川キノコの会 1993 9 2 HCM-58-3176 浜口 1997 
35 藤沢市 K川名新林公園出川洋介 2001 9 30 KPM-NC 0008737 採集

36 横須賀市 L観音崎 伊藤尚敬塩崎正三 1992 8 22 2 清水 1993 

37 横須賀市 観音崎 伊様尚敬 1992 8 29 5 清水 1993 

38 績須賀市 観音崎 伊藤尚敬塩崎正三 1992 8 30 4 清水 1993 

39 繍須賀市 M 野比 記述なし 1988 9 6 YCM-F 1258 直後参照

40 横須賀市 野比 記述なし 1990 7 15 2 YCM-F 1173 直後多照

41 繍須賀市 野比 神奈川キノコの会 1990 9 23 神奈川キノ；コの会 1991
42 検浜市 N 門海山 1990 生出 1991 

43 繍浜市 0市民の森（瀬上）三村浩康 1996 8 3 清水 1997 

44 繍浜市 P 中区本牧三j菜園生出智哉 1981 8 29 28 生出 1991 

HCM：平縁市博物館 KPM：生命の星地涼博物館 TFM：森林総合研究所 YCM：横須賀市自然・人文博物館

＊：地名の前のアルファベットは図7よの地点を示す。
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図7 神奈川県内におけるツクックホウシタケの記録地点...A.: 1980年代の記録のみの

地点，。：1990年代の記録のみの地点； ・ 両年代の記録のある地点．アルファベッ

トは表2の地名と対応．

吉田三夫氏，増淵和夫氏，平塚市博物館浜口哲一氏，

横須賀市自然 ・人文博物館大森雄治氏に深く感謝申

し上げる。
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